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プロローグ




　今、どうしようもなく抱いてほしいと願っている相手は、この世で一番、憎い人だ。

「君が欲情していいのは……、俺だけだ」

　切れ長の目で私を見下ろしながら、彼は当然のようにそんなことを言ってのけた。

　寝間着の淡い水色の浴衣は簡単に片手で剥がされてしまい、肌が外気に晒さらされた。

　夏の夜の生ぬるい風では、火照った体は簡単には冷めなくて、彼のピアニストのように長い指が肩口に触れただけでさらに熱くなっていく。

　私は唇を噛かみしめて、美しく涼しげな顔をして目の前にいる相良さがら優ゆう弦げんのことを睨にらみつけた。

「私は、あなたを許さない……っ、一生」

　こんな屈辱、今まで一度も感じたことはない。

　でも、感情とは裏腹に、体は求めてしまっている。

　この男に触れてほしくてたまらないと、体が疼うずく。

　胸元が開はだけている私とは反対に、乱れることなく浴衣を着こなしている彼は、向けられた憎悪にまったく動揺することなく、そっと私の髪に優しく触れた。

「……許さなくていい」

「え……？」

「それでも、俺は君を求める」

　優弦さんの唇が体に触れて、ビリッと電流が流れたような感覚に陥った。

　勝手に体が跳ねて、甘い痺しびれが脳を駆け巡っていく。

「あっ……やめ……っ」

　私が暴れたせいで、彼の浴衣が開け、鍛えあげられた体が行あん燈どんの柔らかな光に照らされた。

　濡れたように艶やかな黒髪をかきあげて、彼は私を見下ろす。

「世せ莉り」

　どうしてそんなに、優しい声で呼ぶの。

　戸惑いを隠せないまま、私は優弦さんから目を逸そらす。

　ずっと気のない態度を取っているというのに、彼は私のことを落ち着かせるように、手の甲にキスをしてきた。

　そっと視線を戻すと、彼が想像以上に真剣な瞳で、私を見つめていたことに驚く。

　その、色気のある瞳に見つめられたら、もう何も、考えられなくなる。

　抗いたいのに、抗えない。

　憎しみが快楽に変わっていく自分が許せなくて、私はただ、声を押し殺した。










入籍前の決意




　着物の柄には、それぞれ意味がある。

　羽ばたく鶴は長寿、美しく艶やかな牡ぼ丹たんは高貴さ、華やかに咲き乱れる桜文は豊かさを表す。

　私は今、水の流れを美しく表現した、観世水の柄の着物を身に着け、鏡の前に立った。足元から胸にかけて、四季の草花が一緒に描かれている。

　長い黒髪を低い位置でシニヨンにした強張った表情の自分と、じっと対面する。

　女性の平均身長より少し高い背丈と、やたらと不愛想に見られてしまう真顔は、母親譲りだ。黙っていると怖く見られることがあるのでできるだけ笑顔を心がけている。

　今身に着けている着物の柄の意味は――〝変わり続けていく未来〟だ。

　私は、絶対に自分の未来を自分で変えてみせると……、水の流れをここで途絶えさせたりはしないと、八年前に誓った。

　着物の仕立てを続けて百年以上を誇る我が家。私も、伝統ある和裁士の一員として誇りを持ち、雪ゆき島しま家の名に恥じない生き方をしていくと決めた。

　今年で二十八歳で、和裁士としてはまだまだ未熟な年齢だけれど、私には揺らがない信念がある。

「見ててね……お母さん、お父さん、おばあちゃま……」

　そばにあった仏壇に飾られている、三人の写真に向かって静かに手を合わせた。

　両親は幼い頃に事故で亡くなり、育ての親であった祖母も、八年前に病死した。

　誰もが私を哀れんだけれど、私には和裁士としての仕事と、家族のためにやるべきことがあったから、下を向いている暇はなかった。

「しばらく家を空けますが、必ず戻ってきます」

　ひとりで住むには大きすぎるこの平屋で、私はゆっくり頭を下げる。

　伝統的な和裁士として活動してきた雪島家のひとり娘である私は――、今日からまだ見ぬ夫の家で暮らす。

　敵地に乗り込む気持ちだったけれど、心は至って穏やかなままだ。

　私はこれからも、自分自身と向き合うように、着物と向き合う。

　結婚ごときで、大好きな祖母から受け継いだ伝統を途絶えさせるつもりはない。

　そのために、きっちり誇りを取り戻してみせよう。

　たとえ、望まぬ結婚をしてでも。必ず。




◆　◆　◆




　相良優弦との結婚は、私が生まれた瞬間に決まっていた。

　代々医者の家系である相良家と、代々和裁士である雪島家の縁は根深く、一九六〇年代まで遡る。

　相良家に雪島家の娘を嫁がせる。そんな約束を、信じられないことに長年守ってきたというのだ。

　雪島家になかなか女の子が生まれなかった関係で、私が生まれるまでこの約束が果たされることはなかった。

　このまま風化していくと思っていたのに、私が生まれたことを知った相良家は、『約束は果たしてもらう』と迫ってきたのだ。

　両親と祖母は激しく反対してくれていたようだけれど、相良家の脅しに近いような圧は凄すさまじく、婚約は破棄することができなかった。

　……すべては、昔に取り交わした約束だからと。

　どうしてこんなにも、相良家は雪島家と一緒になることを求めるのか。

　それは、雪島家の〝遺伝子〟が大きく関係している。

　遺伝学に長たけていた相良家の先祖が、遺伝子相性が百パーセントの相手……〝運命の番つがい〟と結ばれると、ふたりの間には優秀な子供が生まれるという説を発表した。

　その説は上流階級だけにまことしやかに流され、今も相良家と同じように信じ切っている家は数多くある。

　初めて聞いたときは、なんてバカげた話だと思った。

　人の命に優劣をつけている時点で、吐き気が。

　しかし、奇妙なその説を鵜う呑のみにしている相良家は、どんな手を使ったのかはわからないが、雪島家との遺伝子的相性が最も良いと突き止めた。そして、雪島家の事業を支援する代わりに、雪島家の娘を、相良家の許嫁いいなずけにすることを強引に約束させたのだ。

　のちにそれは〝番の契約〟と言われ、当時金銭的に苦しかった雪島家は、逆らうことなく約束を交わしてしまったのだとか。

　しかしその後、五十年以上雪島家に娘が生まれることはなく、雪島家と相良家の関係はビジネス上だけの関係になっていった。

　ところが私が生まれたせいで、両家の関係は大きく変わってしまったのだ。

　専門資料によると、運命の番は、目が合った瞬間に一目でわかるらしい。

　鼓動が激しくなり、体温も上昇し、瞬間的に体が相手を求めてしまうと……。

　感情とは別に、体が子孫を残そうと反応してしまうのだと。

　よって、夫になる相良優弦との対面は、入籍した今日この日まで制限されていた。

　結婚を迫っているのは相良家なのに、結婚相手に会うことを禁止するなんて……信じられないほど横暴なやり口だ。

　番の許嫁など関係なく相良一族はエリートばかりで、県内でも一番の大病院を経営している。

　専門学校を卒業したとき。本当は、すぐにでも結婚を迫られると思い覚悟していたけれど、同時進行で相良病院が移転する話が丁度持ち上がっており、それが落ち着いてから籍を入れようという話になった。

　大きい総合病院のためなかなか話がまとまらず、正式に婚約を交わしてから、こうして八年近い時が過ぎてしまったのだ。

　そうして、移転しさらに大きくなった相良病院。エリートだらけの院内で、三十五歳と若くして優秀な外科医の相良優弦は、次期院長候補で幼少期からその才覚を見せていたらしい。

　誰もが優弦さんとの結婚を持ちかける中私が生まれ、落胆した一族は数多いと言う。

　でも、安心してほしい。この結婚はすぐに破綻する。

　私は必ず、この呪いのような約束をここで終わらせてみせる。

　そして、八年前の恨みを、果たすのだ。




「ここが……」

　時代劇に出てきそうな相良家の豪邸を前にして、私は息をのんだ。

　入いり母も屋や造りで、重厚感溢あふれる伝統的な和風建築の平屋は信じられないほど広く、普通の家が少なくとも六軒は入ってしまいそうだ。

　恐る恐る木製の門扉を開けて中に入ると、それはそれは立派な庭園が出迎えてくれた。

　背の高さほどある燈とう籠ろうや、涼し気な水鉢が庭に飾られており、大判の敷石が家の玄関まで続いている。

　バランスよく配置された植栽が鮮やかな緑の景色を作り出していて、和の趣が感じられる。

　池に流れる水音を聞きながら、私は玄関まで歩いた。

　しかし、足が震えていることに気づき、私は入り口を目前にして立ち止まる。

「嘘……。何してんの、私……」

　幼少期の両親の死、大好きな祖母の死、望んでいない結婚、煮詰めてきた復ふく讐しゅう心……。

　すべて、たったひとりでここまで背負ってきた。

　ここに入ったら、もっと地獄が待っている。

　私は、立ち向かえるだろうか。これからも、たったひとりで。本当に目的を果たせるだろうか。

「しっかりしてよっ……！」

　奮い立たせるように自分の太ももを叩たたく。

　けれど、一度不安になると止まらなくて、頭の中に、人生で一番辛つらかった瞬間の映像が流れてきてしまった。




　深夜。自宅で突然倒れた祖母。

　二十歳だった私は、必死で救急車を呼び、病院まで付き添った。

　運ばれたのは、県内で一番大きい相良病院だった。相良優弦と出くわしてしまう可能性は大いにあったが、そんなことを気にしている余裕はなかった。

　夜間だったこともあるけれど、労働環境に不満を持った医療スタッフが次々に辞めていた時期らしく、とにかく人手が少なかったことを覚えている。

　一刻も早く祖母に処置を施してほしいと泣きながら待っていたのに、相良院長は後から運ばれてきた男性を優先した。

『こっちが先だ！』

　すれ違いざまに、あのひと言を聞いたとき、私は心の底から絶望した。

　のちに知った話だけれど、優先された急患は、相良家の大事な得意先の社長で、泥酔して二階から落下したらしい。結果としては、木がクッションになり、ただの打撲と捻挫で済んだようだけれど。

　つまり……あの瞬間、私的な判断で命が選別されたのだ。

　血相を変えている相良院長の後ろには……、暗い顔をした相良優弦がいた。

　目は合わなかったものの、写真で顔だけは知っていたので、すぐにわかった。

　どうして……？

　祖母は今にも危険な状態なのに、どうしてその人を優先するの……？

　私は立ち尽くしたまま、泣き叫ぶしかなかった。

　その後、祖母も処置を受けたけれどもう手遅れで、そのまま還らぬ人となった。

　時間にしたら十分ほどの差だったけれど、もしかしたら最初から手遅れだったのかもしれないけれど、怒りの根源はそこではない。

　勝手な理由で命を選別した相良家を――、あの日あの瞬間、私は絶対に許さないと誓ったのだ。

　遺伝子が欲しいのなら、くれてやる。

　でも私は、絶対に相良家には屈しない。

　相良家の嫁になって、内部から何もかもめちゃくちゃにしてやるのだ。

　そして、もうこれ以上私のような被害者を出さないために、相良病院を陥れる。

　おばあちゃまのためになら……、私は悪魔にだってなろう。




「あ……」

　相良家への恨みを増幅させたそのとき、さあっと強い風が吹いて、小さな落葉が目に入りそうになった。

　思わず目を閉じ、そっと開けると、遠くの庭に、グレーの着物を身に纏まとった高身長の男性が見えた。

　相良家の人間だろうか……。玄関の前で動かない私を不審に思ったに違いない。

　近づいてくる男性の顔に恐る恐るピントを合わせると――、その瞬間、心臓がドクンと大きく跳ねた。

「っ……何、これっ……？」

　体温が一気に上昇し、自分の感情とは関係なく、動どう悸きが激しくなる。

〝運命の番は、目が合った瞬間わかる〟。

　まったく信じていなかった説が、頭の中にすぐに浮かんできた。

　嫌だ。そんなわけない。運命の番なんて、この世にいるわけない。

　それなのに、心臓はドクン、ドクン、ドクンと、激しく鼓動し続ける。

「相良、優弦……っ」

「君は……」

　濡れたように艶やかな黒髪に、切れ長の目。

　優美な和の景色が一気に霞んで見えるほど、美しい顔立ち。

　私と同じように目を見開き驚いている、恐ろしいほど容姿端麗なその男を、私は思い切り睨みつけた。

　初めて今、目が合った。私が、今まで憎くて憎くて仕方なかった男と。

　心は憎悪でいっぱいなのに、体は彼に愛されたがっている。

　相反する感情で、胸が千切れてしまいそうだ。

　突然の熱に耐えられず、がくっとそのまま倒れそうになった。

「危ない！」

　地面に膝が付く直前で、駆け寄ってきた優弦さんに抱き留められた。

　はからずも抱き合ったその瞬間、さらに心臓が激しく鼓動した。

「あっ……」

「無理に動かない方がいい。落ち着いて、深呼吸して」

　言われた通りに、深く息を吸って吐いてみる。

　それを何度か繰り返すと徐々に呼吸が整って、視界がクリアになってきた。

　モデルのような体型で、難なく上質な着物を着こなしている彼が、不安げな瞳で私を見つめている。

　少し長めの前髪から覗のぞく瞳は切れ長で、肌は雪原のように白く滑らかだ。

　すっと通った鼻は日本人離れした高さで、形の整った唇はどこか色気がある。

　私を受け止める腕は逞たくましく、中性的な美しさとのギャップを感じた。

　今までの人生で見た男性の中で、一番美しいと思った。

　熱に浮かされたせいでしばらくぼうっとしてしまったけれど、私はすぐに正気に戻り、自分の足の力でしっかりと立ってみせる。

　そうして優弦さんと距離を取り、私は何とか鼓動を落ち着かせるよう努めた。

「……君が、雪島世莉さんだね。相良優弦です」

「はい……。存じております」

　美しい人の真顔は、どうしてこんなにも感情が読み取れないのだろう。

　何とか怯むことなく冷静に答えたけれど、今自分がどんな表情をしているのかまったく想像がつかない。

　それよりも、さっきの急な発熱は、いったい……。

　私の動揺を悟ったのか、優弦さんは「もう体は大丈夫ですか」と冷静に訊きいてきた。

「〝運命の番〟と目を合わせると、こんなにも突然体に変化が現れるんだね……」

　運命の番、という優弦さんの言葉に、ビクッと肩を震わせる。

　そんなもの絶対にありえないと否定し続けていたけれど、突然の体調変化の説明がつかない。

　それでも、私は認めたくなかった。

「そんなもの……ありえません！　遺伝子が、反応するなんて……っ」

「君と目が合った瞬間、心臓が爆はぜるような感覚になった」

「え……」

「君も、同じような感覚になったはずだ」

　眉ひとつ動かさずに、優弦さんはそう言い切った。

　私は否定することもできずに、ぐっと言葉を飲み込む。すべて真実だったから。

　それでも受け入れ難い気持ちでいると、そんな私を落ち着かせるように、彼は「問い詰めるつもりはない」と少し柔らかい声で付け足した。

「ひとまず、中へどうぞ。温かいお茶でも飲んだら、落ち着くでしょう」

「ありがとう、ございます……」

　遺伝子レベルで人に惹ひかれる感覚に戸惑いを隠せないまま、私は優弦さんに案内されて家の中へ足を踏み入れた。

　受け入れがたいけれど、優弦さんと目が合った瞬間動悸が激しくなったのは、私の体に起こった事実だ。

　運命の番は、本当に存在したのだ――。

　そしてその相手は、相良優弦で間違いなかった。

　裏付けられた真実は、私の心を激しく動揺させ、揺さぶった。

　広い玄関から中に入り、障子を開けると、すぐにひと続きになった和室が現れた。

　美しい中庭が左手から一望できるデザインになっており、檜ひのきとい草の香りが漂っている。

　飾り棚には立派なお花が活けられており、和室に彩りを与えていた。

　重厚感溢れる長机の一番奥の席に、紺色の着物姿の気難しそうな男性が座っていることに気づき、緊張が走る。

　私の恨みの根源である、相良病院の院長――相良寿ひさしだ。

　八年前のあの日から、この人の顔を忘れたことなど、一度もない。

　病院の公式サイトで彼の顔写真を見ては、恨みの火を強めていたのだから。

「よく来たな。こっちに座りなさい」

　低い声で呼ばれ、優弦さんに促されながら、机を挟んだ目の前の席に座る。

　白髪の短髪に、日に焼けた肌。深く刻まれた額の皺しわ。こうして正面から旦那様のことを見ると、怒りで拳が震えそうになった。

　私欲で命の選別をしたこの人を、私は何があっても許さない。

　何とか怒りをあらわにしないように必死に抑えながら、私は唇を噛みしめた。

「君には、今日から相良家に嫁いでもらう。我々の先祖の約束を守るためにもね」

「はい。約束のことは存じております」

「相良家は雪島家に膨大な支援を行ってきた。その支援がなければ、雪島家の家業はとうに潰ついえていた。勘違いはしないでほしいが、我々は恩を売ったわけではない。これは〝取引〟だ」

「はい……。弁わきまえております」

　私はそっと三つ指をついて深く頭を下げる。

　優弦さんはすぐに私の背中をトンと叩いて、「そんなことはしなくていい」と言ったが、私は忠誠心をわざと見せるために、土下座をやめなかった。

　旦那様が建前として「顔を上げなさい」と言ってきたので、私はゆっくりと顔を上げる。

「ここに来たからには、すべて相良家のルールに従いなさい」

「はい」

「この屋敷では五人の女中が働いている。最初の一カ月間、君には女中と一緒に働いてもらう」

　女中……。この時代にそんな言葉を聞くとは思わなかったけれど、昔からのなごりなのだろう。いかにも血筋に誇りを持っている相良家らしい。

「わかりました」

「……いやに物わかりがいいな」

　旦那様が驚くようにつぶやいたけれど、私は表情ひとつ変えない。

　奴隷のように扱われることなど、予想の範囲内だった。

　まるでひとつの国のような相良家の制度は、祖母からもよく聞かされていた。まさに、この時代にはそぐわない家父長制そのものだったと。

　雪島家は相良家の反物すべてを扱っているので出入りが多く、祖母も内情をよく知っていたようだ。

「百ゆ合り絵え、中に入りなさい」

「失礼いたします」

　襖ふすまが開いて、二十代前半くらいの女性が入ってきた。

　若草色の着物を身に纏って、たすきがけをし、長い黒髪はひとつに縛ってまとめている。

　お辞儀を終え顔を上げた彼女は、化粧っけがないせいかとてもあどけなく見えた。頬にあるそばかすが、より少女らしさを際立たせている。

「女中としての仕事は、すべて彼女に聞きなさい」

「わかりました。よろしくお願いいたします」

　ぺこっと頭を下げるも、百合絵さんは旦那様と優弦さんのことしか視界に入れていない。

　優弦さんは私の横で、冷たい表情のままだ。

「まずは相良家の歴史を知るところから始めてもらいたい。うちは、由緒ある家系なんでね」

　何が由緒ある家系だ。

　ただの差別主義者の集まりのくせに。

　そう思ったけれど、そんな言葉は今は死んでも口には出さない。

「ご先祖様が残された書物は、あらかた読ませて頂きました」

「……ほう、随分と覚悟を決めてきたようだね」

「優弦さんの妻としてふさわしい人間になれるよう、努めさせて頂きます」

　心にもない言葉を、精一杯凛りんとした表情を意識して言い切ると、わずかに百合絵さんの眉がぴくっと動いた。

　一方で、旦那様はわかりやすく少しだけ機嫌がよくなり、満足げに「そうか。それはいいことだ」と言ってのけた。

　私の低姿勢に気をよくしたのか、旦那様は顎を親指と人差し指で撫でて、少しだけ表情を和らげて私を見つめた。

「こちらの要望ばかり伝えてしまったが、君にも権利を与えることが約束されている」

「権利……と言いますと」

　予想もしていなかった発言に首を傾かしげると、旦那様は黄ばんだ古い一枚の紙を取り出して、机の上にそっと置いた。

　見出しには、【番制度に関する契約書】と書かれている。




　一、雪島家に生まれた娘は相良家に嫁がせること

　二、嫁いでからは、女中として一定期間働き相良家のしきたりを学ぶこと

　上記を約束した場合のみ、雪島家への支援を行う

　相良家に嫁いだ運命の番（娘）には、奥方として女中を指導する権利を与える




「女中を指導……と申しますと」

「君にはいずれ女中の上に立ってもらい、優弦の手助けをし、相良家を支えてもらう」

　具体的に何をすればいいのかわからず、私は難しい顔のまま紙を眺めた。

「相良家主催の催事、伝統行事、諸々君に進行を委ねる。今まで私の妻が行っていたことの一切を務めてもらう」

　なるほど。相良家はとことん浮世離れした家系のようだ。

　普通の家ではありえないような行事がたくさんあるのだろう。

　まるで、ひとつの会社のように。

「君はただ、すべて今まで通りに進行してくれるだけでいい」

「今まで通りに……」

「何か余計な新しいことをしようものなら、権利は取り上げる」

　ギラリと目が光り、背筋が凍った。

　相良家には、変化という言葉など一切存在しないのだろう。

　ただただ、昔の通りに行動し、権力を守っていくことを望んでいるのだ。

　女中を束ねる権利などまったく持って不要だが、私は深々と頭を下げた。

　首を垂れながら再びちらりと百合絵さんを見ると、彼女は悔しげに唇を噛みしめて俯うつむいている。

　彼女も新参者を受け入れていないことは、ありありとわかった。

「もういいでしょう。世莉さんも初日で疲れているはずだ」

　突然、今まで黙っていた優弦さんが、冷たい声で切り出した。

　旦那様は興味なさげに私を一いち瞥べつしてから、百合絵さんに目配せをした。

「では、百合絵。自室に案内を」

「はい、承知いたしました」

「私と妻は普段向かいの新しい屋敷にいるから頻繁に会うことはないだろう。何かあったら百合絵を頼りなさい」

「ありがとうございます」

　御礼を言ってからすっと立ち上がり、私は優弦さんと旦那様を置いて、自分の部屋に向かうこととなった。

　百合絵さんの後をついて、長い縁側を歩く。

　彼女が今着ている着物を含め、相良家の着物はすべて雪島家が手掛けてきた。

　先ほど優弦さんが着ていた上質な着物も、うちが手掛けたもので間違いない。

　雪島家はずっと相良家に与えられてばかりなのは事実で、そこに上下関係が生まれるのは無理もない。伝統的な文化を雪島家だけで守るには、あまりにも資金が足りなかったのだろう。

　文化を残す選択をしてくれた先祖のことを恨むつもりは毛頭ない。

「こちらです」

　すっと障子が開かれ、目の前に八畳ほどの和室が広がった。

　小さな行燈がひとつ置いてあるだけで、他に物は何もない。

　殺風景な部屋だと思ったけれど、逆に自分の私物をいくらでも置いてよさそうなので、安心した。

「ありがとうございます。では、しばらく荷ほどきをさせて頂きます」

　と言っても、今はハンドバッグに入るほどしか持ってきていないけれど。

　部屋の中に入り荷物を置いたけれど、まだ背中に視線を感じる。

　そっと振り返ると、百合絵さんが物凄すごい形相で私のことを睨んでいた。

「……何か」

　私はできるだけ心を落ち着けて、冷静に問いかけた。

「私が忠誠心を誓うのは、恩のある相良家の皆さまのみです」

　よほど歓迎されてないのだろう。

　忠誠心を高めるために、わざと身寄りのない女性を中心に雇い女中にしていると聞いていた。

　実際彼女達が救われているのは事実なので、動機はどうであろうと相良家は彼女達に貢献している。

　しかし、彼女達が認めているのはあくまで相良家の人間。

　いきなりぽっと出でやってきた私が歓迎されないのは、当然のことだ。

「そうですか。問題ないです。身の回りのことは自分でやるつもりでしたから」

　毅然とした態度でそう答えると、百合絵さんはギッと奥歯を噛みしめた。

　きっと、何を言っても気に食わないだろうから、どうせなら嫌われてでも本音でぶつかった方がいい。

　私は「ご案内どうもありがとうございました」と言って頭を下げ、すっと障子を閉めた。

　部屋にひとりになると、私は畳の上に正座し、ふぅと一息つく。

　運命の番は本当だったこと、相良寿に明らかに見下されていたこと、この家の誰にも歓迎されていないこと。

　すべてが、自分の肩にのしかかってくる。

　相良優弦を初めて見たとき――、本当に、自分の体が自分のものじゃないみたいに感じて、すごく怖かった。

　今日はもう疲れているのでさすがに気力がないが、明日になったら番についてもっと資料を読みこんでおこう。

「やることだらけね……」

　身に纏っている着物をじっと見つめた。

　祖母が生前に最後に残してくれた、大切な着物。

　この着物を着ているときは、不思議と強くいられる気がするのだ。

「おばあちゃま……会いたい……」

　空気を吐いた瞬間、本音が同時に口を突いて出てしまった。

　何もない部屋では、私の寂しいひとりごとなどあっという間に消えていった。




　テレビドラマではよく、転校生や新人ＯＬがいじめられるシーンがあるけれど、それと同じ世界が、今目の前に広がっている。

「これは……明らかに腐ってるわね」

　私に用意された朝食は、一部の食材が明らかに腐敗していた。

　卵焼きは切れ端で、サラダもきゅうりのヘタがたくさん入っている。

　朝食の準備ができたと言われたので行ってみると、他の女中とはまったく違う食事が用意されていたのだ。

「五時になっても寝ていたから、あまりものですけど」

　百合絵さんはそう言って、他の女中達とクスクス笑っている。

　彼女には昨日、六時にお台所に来なさいと言われていたけれど……。

　私はぐっと言いたいことを我慢し、何も手を付けずにすぐに食器を片付けた。

　相良家の本家には、旦那様の弟ふたりの家族と合わせて、計二十人が暮らしている。

　離れに住んでいるので、弟家族と会うことはほとんどないけれど、朝食は女中が全員分用意するらしい。

　いったいいつの時代なのだろうと、気が遠くなるような家族だ。

　親族はなるべく一緒に暮らしなさいという先祖の言い伝えを、いまだに守っているらしい。

　この家は、完全に思考が停止してしまっているように感じる。

「朝食の準備は私達でやりますから、ひとりでトイレ掃除をお願いしますね。この家にはいくつもトイレがありますから。あ、備品の補充も完璧にしておいてください」

「わかりました」

　百合絵さんはそれだけ言い残すと、数人の女中と食品保管庫に入っていった。

　トイレの掃除用具の場所はどこか、トイレは結局全部でいくつあるのか、備品は何をいくつ用意しておいたら〝完璧〟になるのか。

　一切具体性のない指示に質問をしたくなったが、すでに百合絵さん達は世間話に花を咲かせている。

　仕方ない。私が思う常識の範囲で、掃除を行おう。

　そして、今日の家事を終えたら、本業である和裁士の仕事に取りかからなくては。

　廊下を歩いていると、立派なお庭が見えて、私は思わず立ち止まった。

　初夏の太陽光を思い切り浴びている草木が、鮮やかな緑の景色を生み出している。

　どこかから聞こえてくる風鈴の音が涼しげで、思わず聞き惚ほれていると、すっと真横にあった障子が開いた。

「あ……、おはようございます」

　思い切り寝起きの優弦さんに、反射的に挨拶をした。

　彼もかなり油断していたようで、私と目が合うなり思い切り目を見開いている。

　白に近い水色の浴衣姿の彼は、前髪を完全に下ろしているせいか、昨日会ったときより少し幼く感じる。

「おはよう。昨日はよく眠れましたか」

「はい……」

　眠れるわけがない。

　私は昨日、不安と緊張で感情がぐちゃぐちゃになり、結局一睡もできなかった。

　目の下にくまでもできていたのだろうか。

　優弦さんは私の顔をじっと見てから、「女中の仕事はほどほどに」とどこか申し訳なさそうにつぶやいた。

　本当は私のことなどどうでもいいと思っているだろうに……。

　ひねくれた感情を抱いていると、私はふと重要なことに気づく。

「そういえば、優弦さんと目を合わせても、今は動悸はしませんが……」

　もしかして、やはり昨日の現象は他の理由だったのでは、と淡い期待を抱く。

　しかし、優弦さんはまったく表情を変えないまま「あの反応は、初めて目を合わせた瞬間最も強く出るんです」とサラッと言ってのけた。

　一瞬で期待を打ち砕かれ、わかりやすく失望する。

「もうひとつ、過剰な反応が出てしまう行動があるので、気を付けて」

「え……」

「肌が触れ合うと、無条件で発情してしまうことが稀まれにあるから……」

　発情というワードを聞いて、カッと顔に熱が集まっていくのを感じた。

　そんな破廉恥な言葉を朝から聞くことも耐え難く、私は思わず耳を塞ぎたくなる。

　でも、彼は至って真面目な顔をしているので、本当のことなのだろう。

　憎い相手に発情だなんて……たとえ不可抗力だとしても絶対にしたくない。

「そうでしたか。では、あなたに触れないよう気を付けます」

　精一杯平常心を取り繕って去ろうとすると、「世莉さん」と急に呼び止められた。

「本当に辛いことがあったら、いつでもこの部屋へおいで」

「は……」

「じゃあ、俺は朝食を頂いてくるよ」

　優弦さんはそう言い残すと、朝食が準備される居間へ向かっていった。

　私は茫ぼう然ぜんと立ち尽くしたまま、動くことができない。

　辛いことがあったら……？

　今、私を不幸にしているのは、相良家そのものだ。

　それなのに、なぜ、あなたがそんなことを言うの。

　奥歯を噛みしめて、怒りと悲しみの感情を必死に押し殺した。




　両親が亡くなった後、祖母は会社を畳みフリーで活動していて、私も和服専門学校に通う年齢になると、学業と両立しながら祖母のサポートをしていた。

　その間、相良家には金銭的支援に留まらず、大手百貨店の呉服部を繋つないでもらったり、著名な作家や棋士の衣装を担当させてもらったり、様々なお仕立ての仕事を紹介してもらった恩がある。

　と言っても、雪島家という名は業界には浸透しており、独立して請け負える仕事の数は激減したものの、仕事に困ることはなかった。

　でもそれは、ベテランの一流和裁士である祖母の名前があったからこそ。

　祖母が亡くなってからは、学生の私が請け負える仕事などもちろんなく、卒業後どうにか知り合いの和裁士に懇願して弟子入りし、二十五歳まで従業員として働き経験を積ませてもらった。その後独立し、今に至る。

　独立を考えたときに、相良家に依存しているだけではいずれ限界が来ると感じ、泥臭い営業もひとりで行った。祖母が亡くなってしまったからには、自立するしかなかった。

　和裁士一級の資格を取ったり、小売店に頻繁に顔を出したり、ホームページやＳＮＳアカウントを作ったり、できることは全部やろうと思った。

　その甲か斐いあってか、今は安定して仕事をもらえるようになり、フリーの和裁士としては順風満帆な日々を送れていると思う。

「納期も詰まって来たから、急がないと……」

　女中の仕事を終えて、二十時になりようやく自室に戻った私は、脳を本業モードに切り替えた。

　古くから使っている重たいアイロンを手に取り、藤色の反物全体の皺を取り除いていく。じつは、この作業が一番大事だったりする。

　着物はもっと時間がかかるけれど、浴衣であれば一日、二日あれば縫えるようになってきた。

　今週末から梅雨に入るようで、雨の予報が続いている。もうそろそろ晴れ着の発注がラッシュになっていくので、浴衣の作業は終わらせておきたい。

　布目に沿って素早く丁寧にアイロンを当てて、反物の皺を伸ばしていく。

　頭の中で完成図を思い浮かべながら、最高の浴衣にするんだという気持ちで、真剣に向き合う。

　着る人の気持ちを想像しなさいと、祖母によく言われていた。

　この浴衣を着る人が、どんな人と約束があって、どんな場所で着て、どんな思いになるのか。

　顔も名前も知らない人を思いながら仕事をするのは、最初はしっくりこなかったけれど、着物を通して色んな人と出会って、失敗も繰り返して、着物を通して人との繋がりを持ちたいと強く思えるようになった。

　だから私は、ひと縫いひと縫いに、思いを込める。

　気づけば深夜の二時になっていたけれど、私は手を止めなかった。




「百合絵さん。本日は何をお手伝いすればよいでしょうか」

「……では、朝食の下準備をお願いします」

　早朝の五時。百合絵さんに指示され、私は味み噌そ汁しるを担当することになった。

　相良家の女中は全員で五名で、百合絵さんが彼女達を束ねている。

　全員私よりも若く、心から相良家の人間を慕っているようだ。

　主を信頼することは女中としては素晴らしい心がけだと思うけれど、相良家の本性を知ったら彼女達はどうするのだろう。

　だしを取り、味噌を溶かすと、ふわっと和の香りが辺りに漂う。

　小口切りにした九条ねぎが今日の味噌汁の具だ。

「世莉さん、コンロを使いたいので、一度お味噌汁をこっちに移動してもらえますか」

「わかりました」

　一番若い女中の子に指示され、私は両手鍋の取っ手を掴つかんだ。

　かなり高温になっているので、こぼさないように慎重に運ぶ。

　しかし、台まであと少しとなったところで、突然視界の角度が急変した。

「熱っ」

　百合絵さんにぶつかられ、転ぶまではいかないけれど、熱い味噌汁をこぼしてしまった。

　胸からおへそあたりにかけて味噌汁がかかり、あまりの熱さに声を出す。

　仕事着である着物を脱ごうと慌てて帯を緩めると、クスクスという笑い声が聞こえた。

「食材費は決まっているのであまり無駄にしないでください」

「え……」

「こんな簡単な仕事もままならないなんて……」

　氷を袋に入れて直に肌に当てていると、百合絵さんがすっと横に来てため息交じりにそんなことをつぶやいた。

　なるほど……。これは、明らかに私を追い出そうとしている。

　ヒリヒリと痛む肌を冷やしながら、私は意外と冷静に今の状況を判断していた。

「私に出ていってほしいですか？」

「え……？」

「何が不満ですか。教えてください」

　無意識のうちに、真っ直ぐ百合絵さんの目を見ながらそう問いかけていた。

　あまりに直球な質問に驚いたのか、後ろの女中達は眉を顰めてざわついている。

　しかし、百合絵さんは冷たい表情のまま、「あなたが奥方の立場に相応しくないからです」と答えた。

「相応しくない……というのは、どういう点で？」

「相良家は由緒正しい名家です。あなたが生まれるまでは、木き島じま財閥の御令嬢との婚約が決まっていたのはご存知ですか。そうすれば、相良家はもっと大きくなれましたのに……」

　木島財閥……。日に本ほんで三本指に入るほど大きな財閥だ。日本で名前を知らない人はいないほど。

　そんな御令嬢と婚約していたことなんて、もちろん知らなかった。

　でも、私が生まれる前に決まっていたとなれば、その頃優弦さんもまだ子供だったはずだ。

　どうせ、親同士が勝手に決めたことなのだろう。

　心のどこかで、一瞬優弦さんに同情した。

「知りませんでした。では、ふたりの仲を引き裂いてしまった悪役として、謹んで行動します」

　目を逸らさずに答えると、百合絵さんは悔しげにぎゅっと口を結ぶ。

「この結婚に私の意思はありませんが、与えられた役目はまっとうするつもりです」

　唖あ然ぜんとしている女中達の前を通り過ぎて、私は着替えるために自室へと向かった。

　肌の熱さはだんだんと痛みに変わっているので、これは病院に行った方がいいかもしれないと思った。

　急いで廊下を走っていると、曲がり角でドン！と誰かにぶつかってしまった。

「申し訳ございませ……！」

「世莉さん……？」

　ぶつかった相手は、運悪く優弦さんだった。

　私は着物の上から火傷した胸を押さえながら、顔を上げる。

　優弦さんはすぐに私の非常事態に気づいたようで、片眉をぴくっと上げて私の着物を訝いぶかしげな目で見つめてきた。

「何か、ありましたか……？」

「いえ、何も……」

「……こっちへ来て」

　氷の入った袋を持ったままだったので、だいたいの予想はついてしまったのだろう。

　強引に腕を引っ張られ、私はすぐ横にあった和室へ連れ去られた。

　スパッと後ろ手で障子を閉めた優弦さんは、真剣な顔で私を見つめている。

　胸の火傷を隠していた手をゆっくり解かれ、彼は躊躇なく着物の襟元を少しだけ捲めくった。

「赤くなってる……。少し着物を緩められますか」

「え……」

　優弦さんは氷の入った袋を私から奪い取り、患部に当てた。

　両手が自由になった私は、彼の真剣な瞳に気圧され仕方なく、諦めたように着物を緩める。

　まじまじと顔を見ると、改めてなんて美しい顔なのだろうと思った。目の配置も口の形もすべてが恐ろしいほど整っている。

　ドクンドクン……と心臓がうるさくなっているのは、あられもなく人様に肌を見せているから。それ以上の理由などない。

　優弦さんはじっと私の火傷の痕を見ると、すぐに氷を当てた。時間にしてほんの数秒の出来事だった。

「幸い、Ⅰ度熱傷で済んでそうだ。数日経てば痕は消えるだろうから安心して」

「そうでしたか。あ、ありがとうございます……」

「このまま、最低でも三十分は冷やした方がいい」

　的確な指示を出した後、優弦さんは身に纏っていた浅黄色の羽織をそっと私の肩にかけてくれた。

　ふわっと優弦さんの香りに包まれて、一瞬視界がクラッとした。

　もしかしてこれも、遺伝子の作用なのだろうか。

　ドキドキと心臓が早鐘のように鳴って、少しずつ呼吸が浅くなる。

　私は正気を保つために奥歯を噛みしめて、ぺこっと頭を下げた。

「ご迷惑をおかけしました。恐れ入りますが、少し休憩を頂きます」

「いや、今日はもう休んだ方がいい。百合絵さん達には伝えておくから」

「いえ、大丈夫です」

　優弦さんは何か言いたげな顔をしていたけれど、私はなるべく目を合わせずに再び頭を下げ、そっと和室を後にした。

　憎い相手の羽織を身に纏うことなど屈辱でしかないけれど、着物が乱れているので仕方がない。

　私は患部を冷やしながら早歩きで自室へと戻り、すぐに着替えた。

　立ち鏡で自分の顔を見ると、そこにはひどく動揺した表情の自分がいた。

「ひどい顔……」

　優弦さんの、本気で心配した顔が頭の中に残っている。

　たとえ本心でも演技でも、私がこの家の膿うみを暴きだし、いずれこの家を去るという目的は変わらない。

　それなのに、一瞬だけ心が揺らいでしまった自分がいたことが許せない。

　祖母が運ばれたあのとき、彼はまだ研修医だったろうけど、あの場所にいたことは事実で……。そして今も、差別だらけの相良病院で働いているのだ。

　自分の中の怒りを再燃させ、私は鏡に映る自分から目を逸らした。










灰色の日々




　相良家に来てから、もうすぐ一カ月が過ぎようとしていた。

　七月も終わりが近づき、お盆にかけてさらに暑さを増していっている。

　女中として働く期間はあと一週間ほど。

　今日までの三週間は、多忙な家事の他、相良家の家系図を覚えたり、先祖が出版した自伝的な書籍を読んだりした。

　相変わらず女中達からのいびりは続き、仕事を教えてもらえなかったり、邪魔をされたり、雑用ばかり押し付けられたりした。

　でも、私は耐えられた。幼少期にも、あの相良家に婚約者がいることを妬まれ、いじめを受けてきたから。

　祖母がいなければ、私はここまで人生を続けられていなかっただろう。

　朝の四時半。まだ薄暗い時間に起床した私は、持参した古いタンスを開けた。

　祖母が縫ってくれた観世水の柄の着物を取り出し、じっと見つめる。

　祖母のぬくもりを思い出しながら、心の中で『大丈夫。大丈夫』と何度も唱える。

　残業を押し付けられ寝不足の毎日が続いている私の顔色は、見るからに悪いだろう。

　あれから旦那様と旦那様の奥様に会うことはほとんどなかったけれど、『世継ぎはいつ予定しているのか』と旦那様が誰かと立ち話をしているのを偶然聞いてしまった。

　私に興味のある人間など、この家にはひとりもいない。

　価値があるのは、私の遺伝子だけ……。

　そう思うと、だんだん気持ちが暗くなってきた。世界のどこにも味方がいないような気がして……。

　祖母がいなくなったときの感情がこみ上げてきたので、私は吞まれないように慌てて首を横に振った。

　行動を起こすにはまだ早い。

　私は数年前から、相良病院で受けた仕打ちを告発したいという人達の実名を、独自に集めて管理している。

　遺伝子のタイプにはアルファ型とオメガ型があり、アルファ型が優秀な血統であると、相良家を含む専門家は言い切っている。

　相良家は全員アルファ型で、私はオメガ型。相良家はオメガ型を嫁にして、優秀な遺伝子を生まれさせている。

　そして、処置で差別されたと訴えている人のほとんどが私と同じオメガ型の人間だった。

　実際にアルファ型の人間の活躍は凄まじく、何か特別な作用があることは認めざるをえないが、人の命は皆平等だ。そこに差別など決してあってはならない。

　ましてや、命を扱う職についている人達がそんな思想を持っているなどありえない。

　仕事用の着物を身に纏い、さっと髪の毛にくしを通して、まとめあげた。

　息子である優弦さんの弱みを握って唆し、旦那様と対立させ、最後に優弦さんも捨ててやる。

　そして、内部から相良家を破滅させるのだ。




　その夜。仕事を終えた私は、眠気覚ましにコーヒーを淹いれようとしていた。

　晴れ着の仕事が増えてきたので、今日は朝まで根詰めなければならない。

　通り道にある優弦さんの部屋は、まだ明かりがついていた。何となく気配を潜めて静かに通り過ぎようとするけれど、ある会話が聞こえてきてしまった。

「優弦様、私は恐れています……。このまま相良家をめちゃくちゃにされてしまうのではないかと……」

　この高い声は、百合絵さんだ。

　部屋に入れるだなんて、あのふたり、もしかして親密な関係なのだろうか……。

　思わずぞっと鳥肌が立ち、両腕をさする。

「この前、優弦様はお優しいから世莉さんの火傷の手当てをされていましたけれど……。あれは演技なんです」

　なぜ、優弦さんに手当てされたことを知っているの……？

　厨房を出ていった私の後をつけていたのだろうか。

「演技？」

「はい、私達にいじめられていることを優弦様にアピールし、邪魔な私達女中を悪役に仕立て追い出そうとしているのです。すべては相良家の奥方としての権力を強くするために……」

　なるほど。そうきたのね……。

　立ち聞きしながら、私は思わず感心した。

　新参者の私が相良家で権力を振りかざすには、忠誠心の高い女中達が邪魔だから、追い出そうと企んでいると。

　相良家の人間が聞いたら、百パーセント百合絵さんを信用するだろう。

「そうか。教えてくれてありがとう」

「優弦様……」

「今日はもう遅い。この件は俺に預けてもう寝なさい」

　中の様子は見えなくとも、目を潤ませ感激している百合絵さんの表情が目に浮かぶ。

　ほどなくして百合絵さんが部屋から出てきたので、私はさっと柱の陰に隠れた。

　中庭では虫が鳴いていて、生ぬるい風が頬を撫でる。

　このまま、復讐を果たす前に追い出されてしまったらどうしようか。

　一瞬途方に暮れたけれど、なるようにしかならないと、腹をくくった。

　縁側から、弓のように細長い月を見上げる。

　私の家族は、空の上で幸せに暮らせているだろうか。

　だったらいい。私の願いは……、それしかない。




　次の日。見知らぬ男性が台所に立っていた。

　優弦さんと同じくらいの年齢で、眼鏡にスーツ姿というお堅い雰囲気の男性。

　女中達は明らかにそわそわしていて、「今日もお美しい」とか、「毎日来てほしい」等と囁ささやいている。

　たしかに、眼鏡の奥の瞳は切れ長で、顔も整っている。

　話によると、彼は井い之の頭がしら義よし人ひとという名前で、優弦さんの専属秘書で、長年一緒に仕事を共にしているらしい。

「皆さん、今日はお邪魔してしまい申し訳ございません。これから毎朝一回、現場のチェックをすることになりまして」

　井之頭さんは、機械的にそんなことを言ってのけた。

　要は、監視に来たというわけだ。私が変な行動をしていないかどうか確かめるために、優弦さんが配慮したのだろう。

　思わず敵対視し井之頭さんを睨みつけると、バチッと目が合ってしまった。

　まずい。今のはかなり、心証が悪かったのではないだろうか。井之頭さんは厳しい顔のまま、私を見ている。

　たまらず、私はふっと視線を外して、いつも通り仕事を始めた。

　大丈夫。いつも通りにしていれば、何も問題は起きない。

「あ、それ私が運びますよ。世莉さん」

　ガラス茶器を取ろうと、上の戸棚を開けた途端、突然百合絵さんが横にすり寄ってきた。

　私の名前などほとんど呼んだことがないのに、信じられないくらい愛想のいい笑顔を浮かべている。

　何だか嫌な予感がして、私は「いえ、自分でやります」と冷静に答えた。

　百合絵さんからそっと離れようとすると、唐突に手が伸びてきて、ガラス茶器を叩き落とされた。

「痛い!!」

「え……」

　百合絵さんが大きな声で叫び、その場にうずくまる。

　茫然としている間に、彼女はそっとガラスの破片を取るとそれでわざと指を切り、血を流した。

　あまりに手慣れた犯行に、言葉を発するタイミングを完全に逃してしまった。

「大丈夫ですか？」

　井之頭さんが慌てて駆け寄ってきて、百合絵さんの背中をさする。

　百合絵さんは目を潤ませながら、「大丈夫です」と返して、眉をハの字に下げてへらっと笑った。

「世莉さん、今わざと茶器を落としましたよね……？　百合絵さんに向かって……」

　困惑している私を、最年少の女中が指さし、そんなことを言ってのけた。

　やられた――と思った。今日この日に向けて、しっかり打ち合わせでもしていたのだろう。

「気のせいです。私の不注意ですから……」

　悲しそうな声でそんな演技をしている百合絵さんに、思わずぞっとする。

　井之頭さんはひとまず医務室に連れて行くよう他の女中達全員に指示して、ガラスの破片を拾い集めた。

　私もすぐにほうきを持ってきて、破片を一か所に集める。

「彼女達の発言は、本当ですか」

　ふたりきりになり、問い詰められる。眼鏡の奥で瞳がギラリと光り、私は思わず萎縮したけれど、決して負けまいと「いいえ」とはっきり答えた。

「でも、茶器を手放してしまったことは間違いないです。高価な備品ですから、今後取り扱いには十分注意します」

「百合絵さんの怪我より、茶器の心配を？」

「…………」

　そう言われて、私は思わず押し黙った。

　だってあれは、自ら付けた傷。しかも、擦り傷程度の浅いものだ。

　私を陥れるために必要なアクションだったのだから、百合絵さんのことを心配するような理由は、正直どこにもない。

　ここまでするほど……、彼女達は相良家に心酔しているのか。

「井之頭さん。彼女達は、身寄りのない女性だと聞きました。それは本当ですか？」

　ふと思い当たって、一度冷静になるために、私はそんな質問を投げかけた。

「はい。旦那様が、積極的にそのような方を採用し、仕事を与えています」

「では、この職場は彼女達にとって、とても大事な場所なんですね？」

　さらにそう詰め寄ると、井之頭さんは少し驚いたように目を見開いた。

「そうですね……。簡単に転職もできないかと」

「わかりました」

　それだけ言うと、私はすっと立ち上がり、ちりとりの上に集めたガラス片を厚手のビニール袋に移してぎゅっと縛る。

　まったく反省の様子がない私を見て、井之頭さんは僅かにクールな顔を崩していた。

　帰る場所がないのは私も同じなので、彼女達の縄張り意識が強くなり、安定を守ろうとするのはよくわかる。

　私はゴミを片付けると、ひとりで朝食の準備を始めた。

　井之頭さんは、もうそれ以上何も聞いてこなかった。




　その後、女中の手が足りなかったため、そのまま配膳も行うことになった。

　いつもは百合絵さんが運んでいるけれど、今日は私が優弦さんに食事を届けることになり、少し複雑な感情だ。

　居間で待っている彼の元へ、恐る恐る食事を運ぶ。

「どうぞ、お召し上がりください」

「……ああ」

　この前、私の手当てをしてくれたときとは打って変わって、冷めた態度だ。

　百合絵さんに色々と吹き込まれて、考えが変わったのだろう。

「……では、失礼しました」

　私は何も言わずにその場を去った。

　彼の冷たい瞳に、なぜかズキッと一瞬胸が痛んだ気がしたけれど、私はその感情をなかったことにする。

　この家に、私の味方はいない。戦うのなら、ひとりでだ。

　こんな風に冷たくされた方が、こっちだって戦いやすい。

　そうして、私はすべてのいびりに耐えて、何とか女中の期間を終えたのだった。




　朝の六時に起床した。女中の仕事をしていたときはもっと早起きだったので、寝坊したのかとドキッとした。

　歯を磨いて顔を洗い、タオルで水分を拭き取る。

　鏡に映った自分は、いつもよりもスッキリとした顔をしていた。

「お疲れさま、自分」

　さあ、今日から正式に相良家の〝奥様〟として、気を引きしめなくてはならない。

　旦那様に怪しまれないように、目的を達成するまでたんたんと努めよう。

　何より、今日からようやく本業に専念できる。そのことが心から嬉うれしい。

　二十歳になる娘さん達のために、晴れ着をひと針ひと針丁寧に縫うと決めたのだ。

　仕事を始めるために、早速洋服に着替えようと、古いタンスを開けると、妙に重さが軽く感じた。

　軽い力で開けられてしまった引き出しは私のお腹に直撃し、少しだけ体のバランスを崩す。

　なぜ……？　明らかに着物が消えている。

　瞬時に何かを悟った私は、すべての引き出しを上から順に勢いよく開けた。

「ない……」

　祖母が最後に縫ってくれた、観世水の柄の着物が、ない。

　今度は下から上に向けて再度確認をしたけれど、それでも見つからない。

　体から一気に空気が抜けたように、脱力していく。

　ぺたんと畳に座り込み、私は茫然自失した。

「嘘だ……」

　あれだけは、絶対に手放したくないものだったのに。

　ショックを受けながらも、心当たりのある出来事がふと浮かんできた。

　そういえば――、昨日、部屋の掃除は自分ですると言ったのに、数人の女中に「もうあなたは奥方様ですから」と押し切られ、部屋の中に入られてしまったのだ。

　疑いたくないけれど、もしかしたら……。

　私はすぐに立ち上がり、食事を用意している厨房へと向かった。

「あの、私の着物を知っている方はいませんか」

　この屋敷の中に、勝手にタンスをいじった人間がいるのは事実だ。

　まずは疑わしい女中達に問いかけると、彼女達はクスクスと笑い出した。

　どこか違う場所に隠しているだけということを切に願う。

「もしかして、あの古びた着物のことですか？　旦那様が新しい着物を用意すると言っていたので、タンスを空けておきました」

「空けたというのは……？」

「処分させて頂きました」

　処分、という言葉を聞いて、一気に体温が下がっていくのを感じた。

　自分にとって一番のお守りを、目の前で焼かれてしまったかのような衝撃が走る。

　私は床に崩れ落ちそうになったのを何とか堪えて、そばの柱に手をついた。

「今日は優弦様がお休みで、私達、朝食に誘われているんです。忙しいのでこの話はもういいですか？」

　何……？　何を言っているのか、さっぱり入ってこない。

　ようやく心が折れた様子の私を見て、女中達はいい気味だといわんばかりにニヤニヤと口元を緩めている。

　――世莉。時代というのはね、変わり続けていくものだから、自分も変わらなくてはならない。

　――信念を持ちながら、新しいものに歩み寄って、水のように柔らかい人間になりなさい。

　――新しい未来を受け入れることは、楽しいですよ。

　祖母が、私に伝えたかったことが、すべて詰まった着物だった。

　決して派手な柄ではないし、華やかさもない。

　一見何の変哲もない着物だったけれど、細部に祖母の思いと技術が詰まっていた、この世に同じものはひとつとない着物だったのだ。

　私は、あの着物を着たときの感覚だけを頼りに、生きていたのに。

　ポッキリと、根元から何かが折られた音がした。

　だけど、私は決して彼女達の前では泣きたくなかった。

　涙が出る前に後ろを振り向き、厨房を小走りで後にする。

　今、私と一緒に泣いてくれる人間など、この世界にひとりもいないのだ。

　祖母の葬式から今日まで、血の滲にじむような努力を重ねてきた。だけどもう、ここから先歩いて行ける気がしない。

　無駄に広いこの家で、非力な私は何も暴けずに、飼い殺しにされるのかもしれない。

　深い絶望が目の前に広がっていく。

　自室に戻り鏡に映った自分を見ると、瞳から光が消えていた。

　顔もやつれていて、いつのまにこんなに痩せていたんだろうと思う。

「おばあちゃま……っ」

　心も体も空っぽのはずなのに、どうしてか涙だけは溢れてくる。

　たかが着物ごときでと言われたら、そうなのかもしれない。

　だけど、あれは私にとっての〝道しるべ〟だったのだ。

　こんなことになったのはすべて――、運命の番などという、ふざけた制度があるからだ。

「許さない……」

　ふつふつと怒りが沸き起こって、私は歯を食いしばる。

　もとはと言えば、運命の番さえいなければ、こんなことにはならなかった。

　そうだ。相良優弦さえ、いなければ、私は……。

　ぎゅっと拳を強く握って、私は瞳の中に怒りの火を燃やした。




　今夜は見事な満月だ。

　夏の虫の鳴き声をＢＧＭに、私は忍び足で優弦さんの部屋へと向かっていた。

　寝間着姿のまま、誰かとすれ違ってもできるだけ怪しまれないようにすました顔で周囲を警戒する。

　優弦さんの部屋の障子に手をかけると、スーッと静かに障子を開けた。

　月光が部屋の中に差し込んで、信じられないほど綺き麗れいな寝顔で眠っている優弦さんの顔を照らしだす。

「幸せなご身分ですね……」

　すぐに障子を閉めて、ゆらりと彼のそばへ近づく。

　そっと顔を覗き込むと、優弦さんはしっかり目を閉じて微かに寝息を立てていた。

　今朝の事件があってから、ずっと頭がぼうっとしている。

　今日は何も飲まず食わずだったせいか……。

　ここが現実世界じゃないみたいに感じる。

　今目の前にいるのは、世界で一番憎い相良家の、完璧な御曹司。

　相良家の宝である彼がいなくなれば、相良家は一気に崩壊するだろう。

　私は単純な考えのまま、そっと彼の綺麗な首に手をかけた。

　温かく、鼓動が伝わってくる。

　憎い。憎い、憎い、憎い――。

　いま目の前にいるこの男が、世界で一番憎い

　相良家がいなければ、私はこんなに黒く淀よどんだ人間になることなどなかった。

　こんなに辛く悲しい毎日を送ることはなかった。

　彼らがいたから、こうなったんだ。私の不幸の上に彼らの幸せがあるんだ。

「消えてっ……！」

　私は、カタカタと震えた手で、ぐっと手に力を込めた。

　……つもりだったけれど、一切指に力が入らなかった。

「な、んでっ……」

　震えた声でつぶやくと、大きな手に突然手首を掴まれる。

「やめた方がいい。君のおばあ様が悲しむ」

　いつのまにか優弦さんは目を覚ましていて、彼は説き伏せるように落ち着いた声でそう言い放った。

「あっ……え……？」

　目が合った瞬間、頭の中が白く弾けて、ようやく私は正気に戻った。

　すぐに首から手を放して、後ずさりすると、どっと汗が滲み出てくる。

　私今、いったい何をしようとしていたの……？

　自分が恐ろしくて震えあがった。

　浴衣姿の優弦さんはそっと体を起こして、怯えている私をじっと見つめている。

　……なんて、悲しい瞳。

　なぜ、そんな顔をするの。

　思い切り狼狽している私とは違い、優弦さんは落ち着いている。

　それどころか、私の鎖骨付近に視線を下げて、「火傷の痕は消えたみたいですね」と、安あん堵どしたように漏らした。

　どうして私の心配なんてするの。

　あなたも、私の敵なんでしょう……？

　部屋の隅で固まっていると、優弦さんが布団から出てこっちに近づいてきた。

　私は思わずビクッと肩を震わせ、壁に背中をピッタリくっつける。

「世莉。怯えないで」

「こ、来ないで……っ」

　私は思い切り優弦さんを睨みつけて威嚇した。

　フーフーッと、まるで獣のように乱れる息を必死に整えていると、優弦さんが突然私の手を掴んだ。

　その瞬間、ビリッとした感覚が走り、思わず顔を歪ゆがめる。

「大丈夫。俺を信じて」

「な、何を……」

「これ、君のものだろう」

　彼がそばにあったタンスから取り出したのは、私のお守りそのものであるあの着物だった。

　驚きで頭の中が真っ白になり、私は「え？」と小さく声を出すことしかできない。

　震えた手で着物を受け取ると、じわーっと安堵が指先から体中に広がっていった。

　なぜ、これがここに……？

「偶然、庭の焼却炉に放置されているのを見つけて回収したんだ。世莉さんが初日に着ていた着物だと思って」

「どうしてですか……？」

「え……？」

「どうして、私なんかに、そんなこと……」

　着物を抱きしめ涙しながらそうつぶやくと、優弦さんはぐっと何かの感情を押し込めるように、唇を噛んだ。

　もしかしたら彼は、私が部屋に入った瞬間から起きていたのかもしれない。

　明らかな殺意を向けられていたというのに、どうしてそんなに優しい言葉をかけてくれるのだろうか。理解ができない。

　本来なら、警察に突き出されたっておかしくないのに。

　しばしの沈黙が流れ、優弦さんはそばにあった行燈の光を灯してから、ゆっくり息を吐いた。

「……すまない。証拠は十分だったんだが、まだ準備が足りなくて」

「証拠……？」

「まさか火傷までさせるとは思っていなかった。女中を油断させるためとはいえ、ここ数日は冷たくしてすまなかった」

　切なげな瞳で見つめられ、なぜか胸が苦しくなる。

　私はさっと視線を逸らして、「こんなもの大した傷ではないです」と早口で答えた。

　しかし、急激に安堵したせいか、ふっと体の力が抜けてしまい、一瞬かくっと体が傾いてしまった。

「世莉さんっ」

　すぐに優弦さんの手が咄とっ嗟さに伸びて、肩を抱きとめられる。

　大おお袈げ裟さなほど心配され、少し戸惑ったのもつかの間。

　優弦さんの胸板に頬が触れてしまったその瞬間、ドクン！と心臓が跳ね上がり、一気に体温が上がった。目の前にいるのは憎い相手なのに、どうしてか体が疼いている。

「はっ、はぁ……」

　――肌が触れ合うと、無条件で発情してしまうことが稀にあるから……。

　これが、彼が忠告していたことなのだろうか。

　息を切らしている私とは反対に、優弦さんは至って冷静な態度だ。

「世莉さん、まさか……」

「離れてください……っ」

　ぐっと胸を押しのけるも、熱はおさまらない。

　そして本能では、離れてほしくないと思っている。

　無理だ。正常な判断ができない。長湯しているときみたいにぼうっとして、視界がぼやけてくる。

「アルファ型用の抑制剤を飲んではいたが、丁度効力が薄れている時間帯だったのかもしれない……。すまない、咄嗟の行動だったとはいえ……」

　抑制剤……？　そんな薬が存在するの……？

　朦もう朧ろうとする意識の中、私はただこの熱をなくす方法だけが知りたい。

「どうすれば……っ」

　苦しそうにつぶやくと、優弦さんは一瞬黙り込んでから、覚悟を決めたように再び私に近づいてきた。

　そして、ぐっと私の体を抱き寄せる。

「やめて、触らないで……っ」

「落ち着いて。何も考えないで。このままだと過呼吸症候群になってしまう」

　脳が、クラクラする。抗えない。

　優弦さんの腕に包まれた瞬間、本能で抱かれたくてたまらなくなるなんて……。

「君が、相良家を恨むのは当然だ」

「え……？」

「俺は、君に殺されたって仕方ないと思っている」

　目に涙を浮かべ堪えていると、耳元でそんなことを囁かれた。

　ああ、そうか、この人には、私がどんな思いで嫁いできたのかすべて見透かされていたのか――。

　そうとわかった瞬間、一気に脱力して、体に力が入らなくなっていく。

　恨まれてでも嫁にする覚悟を、この人はしていたのだ。だからこんなに落ち着いているのだ。

　すっと浴衣を剥がされて、優弦さんの冷たい手が入ってきた。

「これは処置だから、ここには何の感情も必要ない。だから、君は自分を責める必要は一切ない」

「あっ……」

「憎むなら、俺を憎んで」

　これ以上の放置は危険とみなしたのだろうか。

　優弦さんは苦しそうに顔を歪めて、「……少し、触るよ」と低い声でつぶやく。

「待っ……んっ」

　今、どうしようもなく抱いてほしいと願っている相手は、この世で一番、憎い人だなんて。

「君が欲情していいのは……、俺だけだ」

　切れ長の目で私を見下ろしながら、彼は当然のようにそんなことを言ってのけた。

　寝間着の淡い水色の浴衣は簡単に片手で剥がされてしまい、肌が外気に晒された。

　夏の夜の生ぬるい風では、火照った体は簡単には冷めなくて、彼のピアニストのように長い指が肩口に触れただけでさらに熱くなっていく。

　私は唇を噛みしめて、美しく涼しげな顔をしている相良優弦のことを睨みつけた。

「私は、あなたを許さない……っ、一生」

　こんな屈辱、今まで一度も感じたことはない。

　でも、感情とは裏腹に、体は求めてしまっている。

　この男に触れてほしくてたまらないと、体が疼く。

　胸元が開けている私とは反対に、乱れることなく浴衣を着こなしている彼は、向けられた憎悪にまったく動揺することなく、そっと私の髪に優しく触れた。

「……許さなくていい」

「え……？」

「それでも、俺は君を求める」

　優弦さんの唇が体に触れて、ビリッと電流が流れたような感覚に陥った。

　勝手に体が跳ねて、甘い痺れが脳を駆け巡っていく。

「あっ……やめ……っ」

　私が暴れたせいで、彼の浴衣が開け、鍛えあげられた体が行燈の柔らかな光に照らされた。

　濡れたように艶やかな黒髪をかきあげて、彼は私を見下ろす。

「世莉」

　どうしてそんなに、優しい声で呼ぶの。

　戸惑いを隠せないまま、私は優弦さんから目を逸らす。

　ずっと気のない態度を取っているというのに、彼は私のことを落ち着かせるように、手の甲にキスをしてきた。

　そっと視線を戻すと、彼は想像以上に真剣な瞳で、私を見つめていたことに驚く。

　その、色気のある瞳に見つめられたら、もう何も、考えられなくなる。

　抗いたいのに、抗えない。

　憎しみが快楽に変わっていく自分が許せなくて、私はただ、声を押し殺した。




◆　◆　◆




　あの夜のことを、私はずっと忘れられないでいる。

　戸惑いと、屈辱と、快楽と、恨みと……色んな感情が複雑に絡みあって、爆発してしまいそうだったあの夜。

　この復讐心をとっくに彼に見透かされていたことは、大きな衝撃だった。

　逆を言うと、彼は祖母が運ばれたときのことを、〝恨まれても仕方ないこと〟だと認めているということだ。

　何の自覚もなかったらもっと怒りが沸いたはずだけれど、あんな風に受け入れられても複雑な気持ちになってしまう。

　モヤモヤとした気持ちを抱えたまま、騒ぎを起こしてから一カ月以上が経ち、気づけば秋が近づいていた。

　晴れ着の受注の最盛期は一旦落ち着き、個人での仕事依頼を受けることもできるようになった。

　あれから、優弦さんの仕事の忙しさが増して一度も顔を合わせることはなく日々が過ぎていった。

　どんな顔をして会えばいいのかまったくわからなかったから、正直ほっとしている。

　優弦さんに、あんなことをされるなんて……。

　思い出すだけで胸を掻かきむしりたくなる。

　一方で、着物を捨ててもめげない私を見て諦めに入ったのか、女中からはとにかく無視するという扱いを受けている。目の前で声をかけても、挨拶をしてもスルー。

　それでも実害はないので平和になったと思える自分は、前よりだいぶ逞しくなっただろうか。

　私物はもう二度と捨てられないように、タンスには鍵をかけ、部屋の清掃も断固拒否した。

「世莉さん、何だか疲れてらっしゃいます？」

　これでしばらく持てばいいけれど……と思っていると、それが顔に出ていたようで、お客様に心配されてしまった。

　私は慌てて首を横に振って、お直しを終えた着物を常連客である三さえ枝ぐささんに渡した。

「こちらお直し完了しました。お確かめください」

「いつもご丁寧にありがとう。大きな仕事で忙しいだろうに頼っちゃってごめんなさいね」

「とんでもございません」

　三枝さんは七十代の気品溢れるおば様で、長いお付き合いがある。

　近所に住んでいるので、こうして玄関前まで配達したのだ。

「少し痩せたように見えるわ。相良家に嫁いだと聞いたけれど、環境が変わると大変よね」

「三枝様……。ご心配頂きありがとうございます」

「何かあったら、いつでも来てちょうだいね」

　三枝さんの言葉にふいに泣いてしまいそうになったけれど、私はグッと堪えた。

　このままだと甘えてしまうと思い、頭を下げてそのまま帰ろうとする。

「そういえば、相良家のお手伝いさんに新しい人が加わるのね」

「え？」

「あら、まだご存知なかった？　今朝、この辺りで迷っている方がいたから声をかけたのよ。そしたら、相良さんのお宅の場所を聞かれてね。新しく女中として働く予定だと言っていたんだけど……。余計なこと言っちゃったわね」

「い、いえとんでもないです。それでは……」

　新しい女中が入って来るのか……。

　新人いびりをされないか心底不安だ。

　でも、私は今後女中とできるだけ関わりなく過ごしていくつもりなので、あまり関係のない話だ。

　余計なことを考えている暇はない。今日は仕事が割と溜まっている。

　寝不足な顔をパチンと叩いて、私は気合いを入れ直した。




　外で昼食を済ませて家に戻ると、何やら物凄い空気が漂っていた。

　今日は優弦さんがお休みの日だから、女中達は朝から色めき立っていたというのに、物音がまったくしない。

　しん……と静まり返った家に違和感を抱きながらも、私は恐る恐る居間に顔を出した。

　そこには、優弦さんと五人の女中、そして井之頭さんが集まって座っていた。

　女中達は俯きながら絶望の表情を浮かべていて、優弦さん達も難しい顔をしている。

　何……？　いったい何があったと言うの……？

　開けっ放しだった障子からひっそり覗いていたつもりだったけど、バチッと優弦さんと目が合ってしまった。

「世莉。おかえりなさい」

「は、はい……」

「今少しだけ時間はあるかな」

　優弦さんと会話をしたのは、あの夜以来だ。

　私は警戒しながらも、優弦さんに言われた通り、彼の隣に座った。

　目の前に横並びになっている女中達は全員、キッと私を恨めしそうに睨んでいる。

「優弦様、本当に信じてください！　私達は決して世莉様を陥れようとしたことなどありません！」

　百合絵さんが必死の演技で優弦さんに訴えかけているのを見るに、もしかして、今までの悪事を暴かれていたのだろうか。

　――すまない。証拠は十分だったんだが、まだ準備が足りなくて。

　あのときの優弦さんの発言は、まさかこのことについてだったのか。

　驚いた顔で隣にいる優弦さんを見ると、彼は毅然とした態度で数枚の写真を並べた。

　そこには、女中達が私に腐ったものを混ぜている様子や、足を引っかけている様子、着物を盗んでいる様子などがばっちり写っていた。

　いつのまにこんなものを……？

「すべて井之頭が撮ったものだ」

　顔面蒼白となっている女中達に向けて、優弦さんは残酷にもそう言い放った。

　さすがにこれだけの証拠が残っていたら、何も言い訳はできないだろう。

　井之頭さんは完全に私を敵視していると思ったのに……。ということは、あれはすべて演技だったのだろうか。

　一番若い女中がついに泣きだし、「すべて百合絵さんに指示されただけなんです」なんて言い出した。百合絵さんはその女中のことを鬼のような形相で睨みつけている。

「何も言い訳できないね」

「ゆ、優弦様、私達は……相良家のためを思って……」

「どんな風に？」

　震えた声で弁明を始める百合絵さんに向かって、優弦さんは冷静に問いかける。

「世莉さんは庶民的な生まれですし、私達女中と変わらないような身分です。遺伝子もオメガ型で……相良家の繁栄のためには、より優秀なアルファ型の女性の方がいいかと思い……」

　そうか。私への怒りは、単純に嫉妬だったのか……。

　ここでも、アルファだとかオメガだとか、そんな話が絡んでくるなんて。

　しかも、相良家がオメガを常に娶めとって優秀な子を産ませていることを、女中達は知らされていないのだ。その盲目的な心酔に、心底驚く。

　ようは、何も知らない彼女達目線では、自分の手の届かないような女性だったら優弦さんとくっついても嫉妬などせずに済んだ……ということなのだろう。

　くだらなさすぎて、呆あきれて言葉も出てこない。

「井之頭、あれを」

「はい、かしこまりました」

　優弦さんは百合絵さんの言葉に何も返さずに、井之頭さんから数枚の書類を受け取った。

　そこには、【解雇】という文字が書かれていた。

「長い間世話になった。希望者がいれば、次の職場を紹介するから、今月中に考えをまとめておくように」

「え……？」

「今後、妻である世莉への侮辱は、俺への侮辱とみなそう」

　妻、という言葉を初めて彼の口から聞いて、思わず動揺してしまった。

　場を一気にピリつかせる冷徹な声に、女中は全員肩をびくつかせた。

　井之頭さんは、ひとりひとりに書類を手渡して、たんたんと作業を進めていく。

「世莉さん。彼女達に最後、何か言いたいことは？」

　突然そんなことを優弦さんに問われ、思考が停止した。

　彼女達に、言いたいこと……？

　目を真っ赤にして私を睨んでいる彼女達に、いったいどんな言葉をかけたらいいのかなんて、思い浮かばない。

　ただ、この物腰柔らかそうな男は意外に、腹の底は冷徹なのかもしれない……と思った。

　こんなにも一切の情けなく女中を切り捨てるなんて……。

　何も言えずに押し黙っていると、優弦さんは「困らせたね」と言って眉を下げた。

「新しい女中は別途雇うが、君には専属の女中をつけることになった」

「専属の……？」

「どうぞお入りください」

　後ろの障子がスラッと開いて、背の小さい着物姿のおばあさんが中に入ってきた。

　その人を見て、私は瞬時に泣きそうになってしまった。

「ばあや……！」

「世莉お嬢様……っ、大きくなられて……」

　彼女・佐さ藤とう敏とし子こは、雪島家がまだ会社を持っていた頃に勤めてくれていたお手伝いさんだ。

　会社を畳んでから泣く泣く別れを告げた人で、ずっと彼女のことが気がかりだった。

　家族のような存在だったのに、突然の不幸で一緒にはいられなくなってしまった大切な人との再会に、涙が一気に溢れ出てしまった。

「ばあや、元気だった……？　今までどう過ごしていたの？」

「えぇ、あれから実家の農家をやったりしてのんびり過ごしていましたよ。また世莉お嬢様と一緒にいられると聞いて、駆けつけてきました」

「いったい誰が……？」

「優弦様から突然お電話を頂いたときは、本当に驚きましたよ」

　優弦さんが、ばあやに連絡を取ってくれたの……？

　ばあやの話など一度もしたことがなかったのに、いったいどんな方法で……？

　疑問が尽きない私に、優弦さんは「情報は井之頭が調べた」とひと言で片付ける。

「なぜ、そんなことを……」

「相良家の人間ばかりでは、肩身が狭いだろう。辛い思いをさせてしまったな」

　ふっと、申し訳なさそうに目を細める優弦さんを見て、胸が軋きしんだ。

　どこにも味方がいないと思っていた私にとって、ばあやとの再会は今一番嬉しい贈り物だった。

　どこでこんな情報を手に入れたのか。どうやって私の気持ちを汲くみ取っていたのか。

　何もわからないけれど、今はただ、素直に感謝をしたいと思ってしまった。

「ありがとう、ございます……」

　そっと頭を下げる私の肩を、優弦さんは優しく撫なでて、「こちらこそすまない」と謝罪した。「彼女達の次の就職先を見つけるのに少し手間取ってしまった」と。

　百合絵さんは、背後から優弦さんに迫って、激しく優弦さんの肩を揺さぶる。

「優弦様、優弦様、お待ちください！　態度を改めますのでこれからも……！」

「百合絵。君は少し距離が近すぎるようだ。この前も突然部屋に押しかけてきて、よその家ならありえないことだよ」

「あっ……」

　百合絵さんはすぐに手を離して、カーッと赤面する。

「父が君を洗脳しすぎてしまったね」

「ゆ、優弦様……？」

「こうなる予感はしていた。いい機会だったのかもしれない」

　心から哀れんだ目で百合絵さんを見つめる優弦さん。

　百合絵さんも、もう何も言葉が届かないことを察したのか、静かに瞳を暗くしていった。

「世莉お嬢様、これからは敏子がいますからね……」

　茫然としている私を、ばあやが温かい手で包み込んでくれる。

　優弦さんは最後まで恐ろしいほど冷静で、冷徹で、一切の隙がなかった。

「では、一カ月以内によろしく頼むよ」

　優雅に羽織を翻して、優弦さんは部屋を出ていく。

　その後ろ姿を見て、私は、とんでもない人の妻になってしまったのかもしれないと、このとき初めて……思ったのだった。




◆　◆　◆




　どうして、自分を助けるようなことをしたのか。

　優弦さんの行動が理解できないまま、私は一瞬で日常を取り戻せてしまった。

「世莉お嬢様、御髪を梳とかしましょうか」

「ばあや、私ももう二十八よ……」

　苦笑交じりに断ると、ばあやはにっこりと笑って、「私にとってはまだまだ子供ですよ」と言い放った。

　毎朝、朝食はばあやが作って部屋まで持ってきてくれるようになり、身の回りの支度も整えてもらうようになった。

　そこまでしなくていいと断っても、「私から仕事を取らないでください」と叱られてしまう。

　どうやら雪島家のときよりもずっと好条件で雇われているようで、安心した。

　ばあやのお陰で、私はありがたいことに、今の仕事に集中できているのだ。

「そういえば、女中の方々が荷造りを始められていましたね……」

「……そう」

　私は声のトーンを少し低くして答えた。

「世莉お嬢様が、大変な苦労をされてきたと聞いています」

「ふふ、小学校のときと変わりないわよ」

「世莉お嬢様……」

　正直、今回下された判断は仕方がないことなのかもしれない。

　次期当主で院長候補の相良優弦にあのように言われたら、従わざるを得ないし、実際に解雇されるほどのことをしてきたと思う。

　けれど、心のどこかでもやもやしている自分がいて、それを上手く言葉にできない。

　顔を曇らせている私を見て、ばあやがくすっと微笑んだ。

「世莉お嬢様は昔からお優しいから」

「え、そんなことないわよ。気が強すぎていじめられていたんだし……」

「いいえ。世莉お嬢様は、お優しい人間です。ばあやは知っています」

　そう言い切られると、何だか気恥ずかしい思いになる。

「何か納得のいかないことがあるのなら、向き合うべきですよ」

「え……」

「世莉お嬢様らしく、いてください」

　どこまで私の気持ちを見抜いているのかは知らないが、ばあやの穏やかな声を聞いたら、少し気持ちが落ち着いてきた。

　納得がいかないことがあるなら、向き合うべき……。

　今までされた悪行を思い出しながらも、ばあやの言葉を受けて、私はあることを彼女達に伝えたいと思った。

　じつは今朝、百合絵さんが泣きながら荷造りをしている様子を見てしまい、少なからず胸が痛んだ。

　相良家への忠誠心がから回ってまさかこんなことになるとは、一ミリも思っていなかっただろう。

　私と同じように身寄りのない彼女達にとってここがどんな場所なのか……。

　私は、もっと向き合わなければいけないと思っている。




「え……彼女達に話したいことが？」

　出勤前の優弦さんに少しだけ時間をもらい、私は直球で相談した。

　優弦さんは一瞬驚いた顔をしたけれど、すぐに「わかった」と頷うなずいてくれた。

　私は頭を下げ、感謝を伝える。

　昨日の夜までたくさん考え抜いたことを、やはり彼女達に投げかけてみたいと思ったのだ。

　優弦さんは井之頭さんに女中達を集めるように指示して、居間に呼び寄せた。

　五人はすぐに集まり、百合絵さんはすっかり生気を失った顔をしていて、もう私を睨んでくることもない。

　彼女達の前に立って、私はひとつ深呼吸をした。

　今から話すことは、同情でも情けでもない。

　ましてや、私が優しい人間だからというわけでもない。

　私が私のために、けじめをつけたいと思っているのだ。

「たった今、全員の解雇を私の独断で取り消そうと思います」

「え……」

　はっきりそう言い切ると、一瞬の驚きの後に、辺りには静寂が広がった。

　隣にいる優弦さんも目を見開いており、何か言いたげな顔をしている。

「女中の取りまとめは、相良家の嫁である私に任されているはずです。初日に旦那様がそうおっしゃっていました」

　私は一切動じずに、優弦さんにそう言い切る。

　優弦さんは「そうだね」と静かに答えて、まずは私の意見を聞こうとしてくれた。

　百合絵さんは初め困惑した顔をしていたけれど、すぐに怒りをあらわにした。

「私達に情けをかけるつもりですか……！　偉そうに……！」

「偉そう……？　何か勘違いしてますね。実際今の私の立場はあなた達より上ですよ」

　しれっと答えると、百合絵さんは顔を真っ赤にしながらぐっと唇を噛みしめる。

　私は、ここで彼女達を切り捨てたからといって、何か得をするわけじゃない。

　差別という問題に向き合うには、ここで権力だけを振りかざしては何の意味もないと思ったのだ。

　私が向き合うべきことは、もっともっと先にあるのだから。

「あなた達にされたことを、私は忘れません。私は仮にも優弦さんの妻です。なので、あなた達より発言力が強いのは事実で、そこを今後よく自覚してください。また、オメガ型に対して差別的な態度を見せた者は即刻クビにします。これは脅しではありません」

「なっ……」

「私への不満があるのであれば、時間を取りますのでそこで話し合いましょう。だから、どうか自分の仕事に誇りを持って、今まで通りこの家を支える力を貸してください。お願いします」

　すべて言いたいことを伝えきると、私は深く頭を下げた。

　顔を見なくとも、女中達の動揺が肌から伝わってくる。

　優弦さんにすぐに体を起こされて、私は顔を上げた。

　女中達の態度は転校生をいじめる子供のようなそれだったが、彼女達の仕事ぶりは間違いなく一流だ。

　朝食は感激するほど美味しく、掃除も手を抜いていないことがよくわかる。古い家具も全部磨き上げられており、すべては相良家への忠誠心がないとできないことだっただろう。

　ここから外部のお手伝いさんを雇ったとして、この質を保てるようになるには時間がかかる。

　それに、私は居場所がなくなってしまうことの孤独さを、よく知っているつもりだから。

「あなた達が選択してください。私の管理の下で働くのか、外へ行くかは自由です」

「は、はい……」

「私は、人間性を差し置いて、あなた達の仕事ぶりだけを買ってこの話をしています。外部の私から見て、あなた達が……、この家には必要だと思いました」

「っ……」

「なので、判断に私的な感情は不要です。これ以上は引き止めませんので、よくよく考えてください」

　それだけ伝えると、私は優弦さんにもう十分だという意味を込めて、目で頷く。

　彼も静かに頷き、私達は女中を残して部屋を出たのだった。




「世莉さんは……、驚くことばかりするな」

「突然で申し訳ございませんでした」

「俺としては、彼女達をまた信用することは到底できないけれど」

　縁側を歩きながら、優弦さんが冷たく微笑しながらつぶやく。

　何とも複雑な気持ちのまま、私は「大事なお仕事前にお手数おかけしました」と冷静に謝る。

「井之頭の顔を見た？　あの場で拍手しそうだったよ」

「え、そうなんですか……。よくわかりませんが……」

　正直、井之頭さんのことを見ている余裕などまったくなかった。

　優弦さんを玄関まで送り届けようとそのまま一緒に歩くと、彼は靴を履く前にピタッとその場に止まった。

「彼女達に、どうしてあんな言葉を？」

「え……」

　真っ直ぐな瞳で問いかけられ、誤魔化すことはできないと思った。

　どうしてあんな言葉をかけたのか。

　もちろん、複雑な気持ちにもなったけれど、私は私がやりたいように行動しただけのこと。

「身寄りのない人間にとって一番大切なのは、居場所なんです」

「居場所……」

「強い孤独を感じたときに、誰かひとりにでも必要だと言われることは、大きなことだと思いました」

　そこまで意見を述べると、優弦さんはますます眉を顰める。

　ひどいことをしてきた彼女達に、どうしてそこまで思えるのかと言いたいのだろう。

「私は、私のように孤独な人間を増やすことを望んでいません。何か理由があるとしたら、それだけです」

　真っ直ぐ彼の目を見つめながらそう答えると、優弦さんは再び目を見開く。

　情けをかける私を意外に思ったのだろうか。それとも、綺麗ごとだと思ったのだろうか。

　私は「それでは、いってらっしゃいませ」と頭を下げて優弦さんを送り出した。










立ち向かうべきもの




　自室の窓を少し開けると、金木犀の香りがどこからか漂ってきた。

　九月中に退職するかどうかを迫られた女中達は、結局百合絵さんと他ふたりが残り、残りのふたりは辞めていった。

　正直、あんなに偉そうな態度を取ったら、誰も残ってくれないと思っていたけれど、一番離れていきそうな百合絵さんが残ってくれたことは意外だ。

　どんな心境で受け止めてくれたかはわからないけれど、あれから仕事には真面目に従事して、嫌がらせをしてくることもすっかりなくなった。

　辞めていったふたりの背中を見ることは少し胸が痛んだけれど、腹を割って話した結果がこれならば、受け入れるしかない。

　とはいえ、優弦さんが紹介してくれた財閥の家で働けるようだから、少しは安心だろう。ここの家とは違ってかなり厳しいルールがあると聞いたけれど……それはまた別の話だ。

「世莉お嬢様、百合絵さんがお庭のお花の手入れをしてくれたようですよ」

「まあ、後で見に行こうかしら」

「相変わらず私とは目も合わせてくれませんが、仕事はさすが丁寧ですね」

　ばあやは私の着物を用意しながら、そんなことを感心したように言ってのけた。

　私もそれに関しては同感だ。彼女の家事スキルはとても高く、几き帳ちょう面めんな性格が仕事に活かせていると思う。

　完全にわかりあうことは難しいことだろうけれど、このまま彼女が仕事をまっとうできることを願うのみだ。

　――彼女達に、どうしてあんな言葉を？

　あのときの優弦さんの表情は、今もまだ目に焼き付いている。

　私のことを理解しようとしているような、そんな必死な顔に見えた。

　私が出した答えを聞いて、彼は数秒固まっていた気さえする。

　あれからまた優弦さんは仕事が忙しくなり、随分顔を合わせていないけれど、あのときの彼の心理はいったい……。

「世莉奥様、お部屋にいらっしゃいますか」

　外から突然男性の声が聞こえて、私はすぐに「はい」と返事をした。

　ばあやが障子をゆっくり開けると、そこには今日もパリッとしたスーツを着こなした井之頭さんがいた。

「朝から突然失礼いたします。奥様にお願いがありまして」

　奥様、と呼ばれたことに思わずピクッと反応してしまったけれど、誤りではない。

　井之頭さんは、前回の件があってからなぜか、私への警戒心を一段階下げてくれたように感じる。演技とはいえ冷たくしてしまい申し訳ございませんと、後日謝罪もされた。

「どうかしましたか」と返すと、「少し外に出られますか」と言われたので、私はばあやを部屋に置いて縁側に出た。

「お願いというのは……？」

「優弦様が大事な資料を部屋に置いてこられてしまったようでして」

「はあ……」

　井之頭さんと一緒にどこかへ向かって歩きながら、私は気の抜けた返事をした。

　優弦さんが忘れものをしたことで、私に何をお願いしたいと言うのだろう。まさか、病院まで届けに行ってほしいとか……？

「優弦様のお部屋に入って、資料を取ってきてくださいませんか」

「え……？」

「優弦様が、本棚には奥様にしか触らせないとおっしゃっていまして」

　まさかすぎるお願いに、私は素っ頓狂な声をあげてしまった。

　どうしてそこまで信頼されているのか、まったく持って謎だ。

　優弦さんの部屋に勝手に入って、あんな事件を起こした私だというのに。

　難しい顔をして黙っていると、井之頭さんが「おふたりは、なかなか話す時間もないようですね」と苦笑交じりに話しかけてきた。

「優弦さんは、お忙しいでしょうから……」

　なるべく顔を合わせないようにしている事実が悟られないよう、無難な回答をする。

「奥様もお忙しいでしょう。雪島家手製の着物を私も着させて頂いたことがありますが、とても着心地がよかったです」

「えっ、本当ですか。ありがとうございます」

　突然着物を褒められたことが嬉しくて、私は思わず笑顔になってしまった。

　そういえば、ばあやの前以外でこうして笑ったのは初めてな気がする。

　井之頭さんはそんな私を見て、「ぜひ優弦様の前でも、今のようにリラックスしてください」と優しい笑みを返してくれた。

　そうこう話しているうちに、奥にある優弦さんの部屋の前に辿り着いてしまった。

「本棚の一番下の段にある、緑色のファイルケースごと持ってきてほしいそうです」

「本当に、私が入ってもいいのでしょうか……」

「ふふ、奥様以上に信頼できる人なんて、他に誰がいましょう」

　有無を言わさぬ瞳に気圧され、私はしぶしぶ部屋の中へと入った。

　この前入ったときは夜だったのと、意識が朦朧としていたため部屋の全体がよく見えていなかったけれど、障子を開けたそこには、高級旅館ばりの部屋が広がっていた。

　二十畳ほどはある和室は、仕切りで寝室と書斎のふたつの部屋に区切られており、書斎部屋は木の床になっている。要所要所に花や植物が活けられていてシンプルながらどこか緊張感のある和モダンな部屋だ。

　見ただけで上質な木材だとわかる木の床にそろっと足を踏み入れ、本棚を見つけた。

　床から天井までぴったりのサイズで作られている大きな本棚には、医学書が隙間なく並べられている。

　この本を本当に全部読んでいたのだとしたら、彼の脳の中はいったいどれほどの知識で溢れているのだろう。

　たしかに、一番下の段はファイルがいくつも並べられていて、資料の保管場所にしているようだった。

　緑色の分厚いファイルはすぐに見つかったので、ファイルの背に人差し指をかけて取り出す。

　そのときふと、悪い考えが浮かんできた。

　――何か、相良家の弱みを握れるようなものはないだろうか。

　でも、外では井之頭さんが待っている。長い時間を使うことはできない。

　私は立ち上がって上から順に書籍のタイトルを流し読みしたけれど、極秘の患者情報の書類などはありそうにない。

　もし、差別をしている証拠が掴めれば……。隠したい患者の個人情報を持ち込んでいたりすれば……。そんなことを考えたけれど、本棚には一切の隙がない。

　そんな中、私はふととある書籍が気になり、手に取った。

『オメガ型とアルファ型の因果関係について　相良寿』

　オメガ型・アルファ型等について書かれた、バース性に関する本だ。

　あまり市場に出ていないので、聞いてはいたものの、目にすることは初めてだった。

　著者は旦那様だから、この本にはきっと、差別を助長するようなことが多く掲載されているのだろう。

　怒りを必死に抑えながら表紙を開くと……、信じられないものを目にした。

「何で……？」

　ほとんどのページが、雑に破られていたのだ。

　どうして？　いったい誰がこんなことを？

　もしかして、内容を知られないため？　いや、数少ないとはいえ一般でも発売されていた本だから、それは考えにくい。むしろ、旦那様はこの考えを世間に広めたいと思っているはずだ。

　だとしたら、こんなことをするのはその逆の考えを持った人間としか考えられない。

「まさか、優弦さんが……？」

　ふと、そんな考えがよぎる。

　今まで、彼は私を助けることばかりしてきた。

　もしかして、彼も何か葛藤しているというのか。

　何もかもわからなくなって、思考が停止した。

「奥様？　見つかりそうですか？」

「あっ……今！」

　井之頭さんに急かされた私は、急いで緑のクリアファイルを手に持ち、咄嗟にその本を着物の袂たもとに隠した。

　どぎまぎしながらファイルを井之頭さんに渡すと、彼は「助かります」と目を細めて、すぐにその場を去っていった。

「バレなかった……」

　ひとりになり、縁側でぽつりとつぶやいた。




　読める部分だけ読み終えたらすぐ戻そう――。

　そう思い、自室に本を持って行った私だったけれど、その後急な仕事が入り、夜まで帰ってこれなくなってしまった。

　つまり、本を返すタイミングを、すっかり失ってしまったのである。

「どうしよう……」

　深夜の二十三時。今日は優弦さんの帰りも早かったため、ずるずるとこんな時間になってしまった。

　きっともう優弦さんは床についている。

　部屋の灯が完全に消えたタイミングで、そっと中に入って戻せばいい。日中勝手に優弦さんの部屋に入っているところを誰かに見られたら怪しまれるだろうし……今戻すしかない。

　ちなみに、こんな危険を冒してでも手に入れた本は、結局ほとんどの内容がわからず、差別的な発言の証拠も取れなかった。

　そのことを知ったときはかなりぐったりしたけれど、落ち込んでいる暇はない。

　彼にバレる前に、本を元の場所に戻して、何事もなかったことにしなければ……。

　こういうとき、どこの扉も障子でよかったと思う。

　優弦さんの部屋の明かりが消えるのを遠くから確認し、三十分ほど過ぎた頃、私は優弦さんの部屋に再び忍び込む覚悟を決めた。

　スーッと音もなく障子を開けて、畳の上に足の指から慎重に着地する。

　優弦さんはこの前と同じように、入り口から少し離れたところで、仰向けになって綺麗に寝ている。

　スースーという微かな寝息を聞きながら、月明かりだけを頼りに、優弦さんの布団を足元から通り過ぎて、本棚に向かった。

　本を、記憶していた場所にすぐに戻すと、また同じように布団を通り過ぎる。

　大丈夫、もう少しでこのまま出られる……。

　しかしあろうことか、行燈のコードに足を引っかけて、私は体勢を崩してしまった。

「えっ……」

　簡単にバランスを崩した私は、優弦さんめがけて布団にダイブした。

　なんてことだ。最悪だ……。

　一気に青ざめた私は、恐ろしくて顔も上げられないまま、優弦さんの胸の上で固まっている。

「まさか夜よ這ばいに来てくれるとは思わなかったな」

「いえ、あの、これは……」

　当然だけれど、優弦さんは起きてしまい、私はより一層顔をサーッと青ざめさせた。

　彼は「大丈夫？」と言って優しく私の体を起き上がらせ、向かい合うように座った。

「あまり俺に近づくと、この前みたいになってしまうよ」

　この前みたいというのは、発情してしまったときのことを言っているのだろう。思い出しただけで、カーッと体が熱くなる。

　月光に照らされた優弦さんは恐ろしいくらい綺麗で、少し崩れた着物の隙間から、逞しい胸筋が見えた。

　こんなに色気のある男性を、今まで見たことがない。

　特殊なフェロモンが作用してそう思ってしまうのか、一般論的にそうなのかはわからない。

　私はとっさに視線を逸らして、「勝手に忍び込み申し訳ございませんでした」と土下座した。

「なぜ？　君は奥さんなんだから、いつでも歓迎するよ」

「いえ、滅相もございません……」

「何か俺に用があった？」

　そう問いかけられ、この人には嘘はつけないと思った。

　何を言っても暴かれそうなので、素直に答えるしかない。

「今日、ファイルを取りに行った際に、優弦さんの本棚に気になる本があり……、勝手に持ち出してしまいました」

「……何だ、そんなことか」

「申し訳ございません。このようなことはもう二度と……」

「世莉」

　言いたい言葉を、名前を呼ばれて遮られた。そして、両肩を掴んで無理やり体を起こされた。

　優弦さんは、私のことをさんづけで呼んだり、時折呼び捨てで呼んだり、敬語だったりため口だったりする。

　その不安定な態度が、より一層私の心を揺さぶるのだ。

　遠いような、近いような……。

　私は、この人のことを、本当に何も知らないのだ……。

「ずっと、呼び方を迷っていたけれど、これからは世莉と呼んでいい？」

　心の内を読んだかのようなタイミングで、優しく問いかけられた。

　私はこくりと頷いて、「お好きにお呼びください」と答える。

　すると、優弦さんはすごく不服そうな顔をした。

「世莉の、その距離の置き方は、どうやったら縮められるかな」

「え……？」

「いつか本当の夫婦のように親しくなりたいと、俺は思っているよ」

　本当の夫婦のように……？

　そんなことは無理だ。だって私達はそもそも自然な結婚をしていない。

　お互いに遺伝子の相性で決められただけで、そこに私的な感情は生まれていないのだから。

　たとえ一瞬心を通わせたとしても、私達の間には大きな壁がある。

「女中達には、あれから何もされていない？」

　何も答えない私を気遣うように、優弦さんは話題を変えてくれた。

　その気遣いさえ、今の私には窮屈に感じる。

「はい。真面目に働いてくださっています……」

「そうか、よかった。大変な思いをさせてしまったね」

「いえ……、こういうことには慣れておりますのでお気にせず」

「こういうこと……？」

　しまった。つい余計なことで口を滑らせてしまった。

　私は慌てて口を閉ざすも、優弦さんはじっと私から視線を外さないでいる。

「子供時代にも、似たようなことがありましたので……」

「そんなことが……」

　眉を顰めて苦しそうにしている優弦さんを見て、複雑な感情になった。

　そんな苦い思いをさせた元凶は、相良家そのものだというのに。

　自分の怒りを再燃させるためにも、私はこのことをあえて伝えようと思った。

「優弦さんのような、優秀な婚約者がいることを、疎まれまして」

「え……」

「なぜお前なんかがと、よく言われておりました」

　たんたんと、感情をすべて抜いて、そう伝えた。

　優弦さんは想像通りショックを受けた顔をして、そのまま口を閉ざした。

　あまりに悲しそうな顔をするので良心が疼いたけれど、私はそれ以上に傷ついてきたのだ。言い聞かせるように心の中で唱える。

「つまらない話をしました。では、私はこれで……」

　そう言って立ち上がろうとすると、突然ぐいっと手首を掴まれた。

　そのまま体は簡単に優弦さんの方へ倒れ込んで、再び布団の上に戻されてしまった。

「え……」

　自分の戸惑った声だけが、広い部屋に響く。

　がっちりとした腕に包まれ、完全に思考が停止した。

「君のことは、俺が生涯かけて愛そう」

「な、何を……」

「今まで、君が感じてきた悲しみの分まで……」

　切なげに囁かれたと同時にぎゅっと腕に力を込められ、心臓が跳ね上がった。

　どうして、そんなことを言うの。

　思い切り恨みをぶつけた私に、どうして。

「は、離してください！　またこの前みたいに……っ」

　今の状況のまずさにハッと気づいた私は、優弦さんの胸を押し返した。

　けれど、彼の体はビクともせず、離してくれる気配を微塵も感じない。

「大丈夫。今日もオメガ型の患者の検診があったから、以前より多めにフェロモン抑制剤を飲んでる」

「え……？」

　オメガ型の患者というワードを聞いて、ドクンと心臓が波打つ。

　優弦さんは、私と同じ型の患者も請け負っているのか……と、少し驚いた。

「だから、この前みたいにはならないよ」

「そう……ですか」

　私を安心させるように言ったつもりだろうけれど、優弦さんの口からあの夜のことに再び触れられて、羞恥心が一気に沸き起こってしまった。

　私はぎりっと奥歯を噛みしめて、屈辱の感情を今すべてぶつけようと思った。

「この前のことは、ただ本能に抗えなかっただけで、私の意思ではありません……！」

「わかっているよ」

　その言い方が、あまりにも優しくて、私は心の底から動揺した。

　わかっているよ、という、たったそのひと言が、ささくれだった私の心を途端に静めてしまった。

　読めない。優弦さんという人間が……、まったく読めない。

　私が思い切り困惑していることに気づいた優弦さんは、その隙をついて私の手の甲にちゅっとキスをしてきた。

「な、何を……」

「試してる。遺伝子の反応に関係なく君に触れたら、どんな風になるのか」

　指先から慈しむように、私の手を包み込み、手の甲に唇を寄せる優弦さんは、思わず見み惚とれてしまうほどに美しい。

　こんなこと、許していいはずがないのに。

　なぜか魔法がかかったように体が動かない。

　今は、遺伝子のせいで惑わされているわけではないというのに、どうして。

　色気を含んだ半月型の目が、濡れたように艶やかな黒髪が、恐ろしく形の整った唇が、私の体の奥の奥を刺激する。

　どうしてこの人は、私のことをそんなに愛おしげに見つめてくるのだ。

「世莉。君は、やっぱり魅力的だ」

「え……？」

「もっと俺に欲情して、溺れて。遺伝子など、関係ないところで……」

「な、何を言ってるんですか……」

「俺は、君の心が一番欲しい」

　真剣な瞳でそんなことを言い放つ優弦さんに、再び激しく動揺した。

　どうして？　彼にとってもこの結婚は仕方なく受け入れたものではなかったの？

　私がいなければ、優弦さんは自由に恋愛をして、好きな人と一緒になることができたはずなのに。

　私のことを感情で好きになるなど、ありえない話だ。

「これは決まった結婚ですから、私が優弦さんに私的な感情を抱くことはありません……っ」

　声を振り絞りそう答えるも、優弦さんはまったく動じていない。思い切り突き放すつもりで言ったのに。

　それどころか、より一層物欲しそうな瞳で私を見つめて、両手で私の顔を包み込んできた。

「本当に？　今も世莉の感情はひとつもない？」

「え……っ」

「……よく考えて。ちゃんと俺を感じて」

　ダメだ、逆らえない。その目で見つめられると、何も考えられなくなる。

　圧倒的なアルファ型で、世間の関心を一挙に集めてもまったく動じないような男と、今、キスしてしまいそうな距離にいる。

　優弦さんに触れられると、自分の体がどこか遠くに行ってしまったような気持ちになる。

「……キスしていい？」

　少し掠かすれた声で問いかける優弦さん。

　私は首を縦にも横にも振れずに、何とか目だけサッと逸らした。

　けれど、すぐにぐっと顎を掴まれ上向かされる。

「いいね？」

　その目で暗示をかけられるように言われたら、私に残された選択肢はひとつだった。

　キスされる――そう思って、私はぎゅっと強く目を瞑った。

「え……」

　しかし、唇が触れた場所は、唇ではなく額だった。

　驚き目を丸くして優弦さんのことを見つめると、彼は「強引に迫りすぎたね」と切なげに目を細めた。

　なぜ、そんなに優しくしたりするの。

　子孫繁栄のためだけに嫁がせられた私のことなんか、どうでもいいと思っているはずなのに。

　唇が触れた額が、ひりひりと火傷したくらい熱い。

　この人が運命の番なのだという事実を、まざまざと思い知らされた夜だった。




　side 優弦




　それは一瞬の出来事で、瞬きをしていたら見逃してしまうほどのものだった。

　……まだ医大生だった二十四の頃のこと。

　俺は雪島家へ、病弱な母の代わりに着物を取りに行かされたことがあった。

　婚約者でまだ高校生である雪島世莉さんとは顔を合わさぬよう言われていたから、平日の昼間に受け取りに行った。

「優弦さん、ご足労わざわざありがとうございます。腰をやってしまいましてね……」

「いえ、こちらこそいつもありがとうございます」

　雪島家の邸宅は、歴史を感じる趣のある木造建築だ。

　うちと同じような横に広いタイプの造りで、長い縁側が続いている。庭も丁寧に管理されていて、華美な花はないけれど、洗練された美しさがある。

　この家に来るのは初めてのことだったけれど、どこかほっとする空気が漂っていた。

「中でお茶でもいかがですか」

「いえ、そんなお気遣いなく……」

　業界でも三本指には入るほど有名な和裁士である雪島梅うめさんは、今年で七十歳になるという。低い位置でお団子にまとめている髪の毛は白髪で、腰を丸めて少し歩きづらそうにしているけれど、梅さんにはどことなく気品が漂っている。

「今は医大に通われているんですよね。お勉強で毎日大変でしょう」

「え……」

　大変でしょう、なんて、そんなことを誰かに言われるのは初めてだったので、俺は少し驚いた。

　成績で一位を取るのも、医大に進学するのも、医者を目指すのも、呼吸をすることのように当たり前だったから。

　代々医師家系である相良家には、ひとつのレールしか敷かれていない。生まれた瞬間に、将来の職業も、結婚相手も決まっていたのだ。

　それを嫌だと思ったことはないし、疑問を抱くこともなかった。

　――いずれお前が相良家のトップになるのだ。

　幼少期から父に言い聞かされていた言葉は、どんどん自分をサイボーグのようにしていたのかもしれない。

「たまにはのんびり気を抜くことも大事ですよ」

「はは、そうですね」

　久々に人間らしい会話を振られて、俺は少しだけ頬が緩んだ。

　梅さんとこうしてちゃんと会話をしたことは初めてに近かったけれど、こんな祖母が欲しかったと、そんなことを思ってしまった。

「丁度今日は世莉もいてね……。高校がつまらないみたいで、早退してきちゃったのよ」

「え、そうなんですか？」

「今は買い物に行っているから、焦らなくても大丈夫よ。まだ顔を合わせないように言われているんだものね」

　急に婚約者の名前が出てきて、心臓がわずかにドキッとした。

　雪島家に娘が生まれたという知らせが届いたとき、相良家は奇妙なほど盛り上がっていた。

　まだ七つだった俺に向かって、父親が『お前の新しい婚約者が決まったぞ』と興奮気味に言ってきたのを今でも覚えている。

　親族も、ようやく先代からの約束が果たされるとか、今まで支援してきた時間とお金が報われるとか、優秀な子供が生まれるとか、そんなことを好き勝手に言っていた。

　唯一母だけは、浮かない顔で沈黙していたけれど。

　わけもわからず婚約者がいること前提に人生が進み、ここまで来てしまった。

　家族への反発心で、途中で恋人を作ったりもしたけれど、結局そこに愛情は生まれなかった。どうせ将来の職業も、結婚相手も決まっているという気持ちが、俺の人生をどうでもよくさせていたからだ。

　――優弦。お前が立派な医師になるまで婚約者には会うな。

　――強烈な遺伝子の作用で医者になる前に子を作られても困るからな。

　父親の発言に、俺は反論する気も起きずに、「わかりました」と答えるだけ。

　強烈な遺伝子の作用など、本当にあるのだろうか。

　半信半疑のまま世莉さんの顔を写真で見たことはあったけれど、この女の子と自分の人生が交わるとは到底思えず、どこか他人事のように感じていた。

「優弦さん、大丈夫ですか？　お顔色が悪いようですが……」

「すみません、少し考え事をしていました」

　随分暗い顔をしていたのだろう。梅さんの声にハッとして、俺はすぐに固まった表情を片手で隠した。

　長居しすぎた。世莉さんと鉢合わせる前に帰らなくては……。

「着物ありがとうございます。では、お体気を付けて」

「優弦さん。世莉のこと、よろしくお願いいたします……」

「え……？」

　軽く会釈をして帰ろうとした俺に向かって、梅さんは急に頭を下げた。

　先ほどの優しい空気感とは打って変わって、真剣な様子で。

「あの子は、若いうちに両親を亡くして、寂しい思いをたくさんしてきました。できる限り私がずっとそばにいてあげたいですが、もうこんな年寄ですから……」

「そんな……」

　彼女の切実な思いが伝わってきて、思わず同調してしまい胸が苦しくなった。

　医療に携わる身として覚悟はしているけれど、人の命が消えるのは本当に一瞬のことだ。

　世莉さんのご両親が亡くなったと聞いたときは、直接会ったことのない世莉さんのことが心配になったのを覚えている。

「本当は、こんなしきたりにあの子を巻き込むことなんて……と、私と息子達はナーバスでした。婚約は形として交わしたけれど……、本人の意思なしでは結婚はさせられないと」

　その言葉に、俺は思わず押し黙る。父親が脅すくらいの勢いで、かなり強引に話を進めたと知っているから。

　申し訳ない気持ちでぎゅっと拳を握りしめると、梅さんがそんな俺の手を手で包み込んだ。

「でも、一方で、特殊な体質のあの子を、いつまで守りきれるかわからない。そんな不安もあったんです」

「梅さん……」

「だから、あなたに直接会って安心しました。あなたなら、世莉の孤独を埋めてくれると感じました」

「え……？」

「長いこと生きていますから。優しい人は目を見たらわかるんです」

　そう言い切って、目を細め目尻に皺を作る梅さん。

　まさかそんなことを言われると思っていなかった俺は、その場に硬直した。

　俺が、優しい人間……？

　そんなこと、生きてきて一度も言われたことがない。

　冷徹だ、心がない、人を愛せない……過去の恋人に言われた言葉が、頭の中を駆け巡る。

「それは……買い被りすぎですよ。俺は何もない人間ですから……」

　低い声で返すも、梅さんは笑顔を崩さない。

　気まずい思いになり、俺はすっと視線を逸らす。

「……また来ます」

「今日はわざわざありがとうございました。お足元お気を付けて」

　動揺を悟られないように俺は再び会釈をして、今度こそ雪島家を後にした。

　――あなたなら、世莉の孤独を埋めてくれると感じました。

　そんなこと、あるわけない。俺のような人間に、人を愛する力があるとは思えない。

　あんなに優しい笑顔を向けてくれた梅さんのお孫さんを、幸せにすることができなかったら、俺は……。

　俯きながら歩いていると、急に向かい風が吹いたので、俺は風で暴れる長い前髪をどかした。

　すると、前方からブレザー姿のすらっとした女子高生が歩いてきたのが見えた。

　胸元まである長い黒髪を風に靡なびかせて、どこか厭えん世せい的てきな空気を纏っている彼女を見た瞬間――、勝手に心臓がドクンと大きく跳ねた。

　彼女が雪島世莉さんであることは、火を見るよりも明らかだった。

　彼女の顔がよく見えていなくても、彼女が婚約者であると、心臓が激しく反応して教えている。

　世莉さんはこっちに気づくことなく俺の横を通り過ぎ、雪島家の邸宅へと戻っていった。

「これが……」

　これが、父親がよく言っていた、遺伝子の作用というものなのだろうか。

　俺は案外冷静に、そのことを受け止めていた。

　自分の感情に関係なく体が反応するなんて、正直言って気分のいいものではない。

　もちろん恋愛感情など沸き起こるはずもなく、俺の心の中には、世莉さんの暗い瞳だけが残っていた。

　自分ばかりつまらない人生を歩まされていると思っていたけれど、彼女もまた、決められたレールの上を歩かされているのだ。

　婚約者に初めて抱いた感情は――深い深い、〝同情〟だった。




　それから俺は研修医になり、世莉さんのことなど考える暇もないほど忙しい日々を送っていた。

　社会人になり一層、何人もの女性に言い寄られることがあったけれど、その好意のどれもが居心地が悪かった。

　俺を求めているわけではなく、俺のスペックや相良家自体が欲しいように思えてしまい、誰も信じることができなかった。

　一方で、医療の仕事は、最初は受け身だったけれど、人のために仕事をするということは、案外自分の性格に合っていると感じた。

　何もない空っぽな自分だからこそ、目の前にいる人のために尽力することが、今まですべてのことに対して無関心に生きてきた罪滅ぼしのように思えたのだ。

　自分が少しでも人の命を救うことに関われたかもしれない……。初めてそんな感情に包まれたときは、言いようのない達成感に包まれた。

　俺は、医大生のとき以上に勉強に励み、ほとんど自由な時間などない日々を送った。

「優弦、これを見て」

　そんなある日の夜のこと。

　夕食後、ここ数年で体が弱くなり、ほとんど床に伏せている母親が珍しく部屋から出てきて、一枚の写真を俺に見せてきた。

　そこには、美しい水色の着物の横で、凛とした表情で立っている女性の写真があった。

「世莉さん。専門学校の着物デザインコンペで優勝したんですって」

「え……」

「郵送でわざわざ梅さんが送ってくださったの」

　これが、あの暗い顔をしていた世莉さんなのか……？

　あのときの自信のなさそうな世莉さんの面影は微塵もなく、自信を持って着物と向き合っている彼女の姿がそこにある。

　着物をモデルに着せてデザインを説明している様子の写真もあり、その表情はプロそのもので、活き活きとしている。

　そうか、彼女は、自分の人生に必要なものを見つけられたんだな……。

　そのことが、自分の中で信じられないほど大きな希望になった。

「綺麗な人ね……」

「そうですね」

　母親の言葉に、自然と頷く。

「こっちに彼女が来たら、守ってあげるのよ。あなたが」

　初めて母親に真剣な声で詰め寄られて、俺は少し驚いた。

　けれど、気づいたらすぐに「はい」と返していた。

　世莉さんとはまったく違う業種だけれど、自分と同じように定められた環境の中で、精一杯やりがいと向き合って模索している彼女の姿を見たら、急激に親近感が沸いて出てきた。

「彼女と結婚するのは、僕が三十五になったときだと言いましたね」

「そうね。外科専門医になって、病院の移転が落ち着いたらと……寿さんは言ってるわね」

「わかりました」

　今まで言ってきた「わかりました」という答えより、ずっと自分の感情が入り込んでいることに自分でも気づいた。

　母親も何か俺の覚悟を感じ取ったようで、何も言わずに目を細めている。

　バース性のことには極力触れたくないけれど、母親も世莉さんと同じオメガ型の人間だ。何か感じ取ることがあるのだろう。

　幸せにできるかどうかはまだわからないけれど、この人が大切にしたいものだけは、何があっても守ってあげたい。この写真を見て、心からそんなことを思ったのだった。




◆　◆　◆




　季節は移ろい十月に入り、かなり風が肌寒く感じるほどになった。

　今日は大きな手術があったものの、予定通りに終えることができ、残りは当直医に引き継いでいつもよりは早めに帰宅することができた。

【たまには外で夕飯を食べないか？】

　世莉にそんなメッセージを送ったのは、夕方すぎのこと。

　彼女も忙しい人だからどうなるかはわからなかったけれど、意外にもすんなり【わかりました】というメッセージが届いた。

　今日は丁度彼女に話したいと思っていたことがあったから、タイミングが合ってよかった。

　仕事終わりに着物姿の世莉を迎えに行き、車に乗せて一緒に行きつけの料亭へと向かう。

　車を停めて外に出ると、すでに外に出ていた着物姿の女将さんが、俺達を出迎えてくれた。

「相良様、いらっしゃいませ」

　昭和十年に創業した老舗の料亭は、幼い頃からよく訪れていた。

　敷地は百坪以上あり、緑豊かな中庭に臨むように配された和室はすべて完全個室で、中庭にある池では美しい鯉こいが泳いでいる。

「お越し頂きありがとうございます。お料理はもう始めさせて頂いてよろしいでしょうか」

「はい、よろしくお願いします」

　池が一番よく見える和室に案内され、世莉と向かい合うように座る。

　女将さんが部屋を出ていくと、世莉はきょろきょろと落ち着きなく視線を泳がせ、「こんなにいいお店だなんて聞いていません」と少し戸惑ったようにつぶやいた。

「たしか、雪島家がこの店の店員が着る着物を手掛けていたよね」

「そうですけど、実際には入ったことはありません……、こんなに高級なお店」

　もう少し堅苦しくないお店の方がよかっただろうか。

　次は世莉に好きなものを聞いて、色んなお店を調べておこう。

「最近、百合絵さんはどう？」

　飲み物が届いたので、静かに切り出してみる。

　彼女の悪行はすべて突抜けだったため、印象は悪いままだ。世莉は許してあげていたけれど、まだ信用することはできない。

「ええ、頑張ってくれていますよ。あれから被害は受けていません」

「そうか。それはよかった」

　嘘のなさそうな言葉に、心底安堵した。

　世莉に何も危害を与えていないのなら、もうそれでいい。心からそう思える。

　井之頭から、百合絵さんは相当反省しているどころか、世莉に恩返しをしていきたいと、彼女なりに誠意を持って仕事に励んでいると聞いていた。

　それでも疑心が消えなかったけれど、人を見抜く力があるあの井之頭が言うのだから嘘ではないのだろう。

　――全員の解雇を私の独断で取り消そうと思います。

　あのときの世莉には、俺も井之頭も、その場にいた女中全員が、圧倒されていた。

　冷徹なように聞こえて、強い意思のある堂々とした発言。

　そこに自分の私情は一切挟まないという彼女の決意に、驚き言葉が出なかった。

　女中からひどい仕打ちを受けていたというのに、まさかあんな行動に出るだなんて、いったい誰が予想できただろう。

「その節は、ありがとうございました」

「いや、俺は何も……」

　静かに御礼を伝えてくる世莉を、そっと制する。

　あのとき隣にいた井之頭は、思わず拍手をしてしまいそうなポーズを取っていた。

　それほどに、世莉の発言は見事で、かっこよかった。

　世莉の強さに触れたと同時に……、俺はどうしようもないほど彼女が欲しいと思ってしまったのだ。

　世莉と初めて目を合わせたあの瞬間から、心ごとすべて攫さらわれてしまったような気持ちでいたけれど、それとは比べ物にならないほど彼女に心酔している。

　父親の前での毅然とした態度、着物を裁断している真剣な様子、女中の仕事をたんたんとこなす姿、何より自分の仕事を誇りに思っていること――そのどれもが魅力的で、どんどん目が離せなくなっていた。

「もし、また何か困ったことがあったらすぐに教えてほしい」

「わかりました。でも……きっともう大丈夫です」

「……そうか、ならいい」

　凛とした表情で「大丈夫」と言い切る世莉。

　どこまで彼女と距離を詰めていいのかは、正直いまだにわからない。

　――消えてっ……。

　世莉に近づきたいと思うたびに、あの夜の彼女が浮かび上がってくる。

　俺はあのとき、じつはずっと起きていたけれど、彼女に殺されても仕方ないと思って目を閉じていた。

　でも、言葉とは裏腹に彼女が泣いている気がして、俺は我に返ったのだ。

　世莉のおばあ様……、梅さんとの約束を果たすためには、今ここで彼女を殺人犯にさせるわけにはいかないと気づいた。

　案の定、目を開けた直後の世莉はひどい顔をしていて、今にも壊れそうだった。

　そんな世莉を見て、月並みだけど心の底から〝彼女を守りたい〟という気持ちが沸き起こってきたのだ。

　俺は……、どんなことをしたら、彼女を幸せにできるのだろう。

　そんなことを、相良家の人間である俺が思うこと自体、彼女に恨まれてしまいそうだけれど。

「優弦さん……？」

「え……」

　ふと名前を呼ばれて、自分がお猪口ちょこを持ったまま固まっていることに気づいた。

　目の前では、世莉が訝しげな表情を浮かべている。

　いったいどれほどの時間、停止していたのだろう。相当難しい顔をしていたに違いない。

　俺は「すまない」とひと言詫わびて、すぐに日本酒を口に運んだ。

　世莉は不思議そうな顔をしていたものの、それ以上深掘りしてくることはなく、食事を口に運ぶ。

　地鶏や海老を使用した繊細な盛り付けの前菜は、さすがの出来栄えだ。

　世莉は鶯うぐいす色の着物姿で、髪はいつもよりシンプルなお団子にしている。

　どんな着物も着こなす世莉は、いつ見ても美しい。

「お仕事は忙しいですか？　今日は大きな手術があったと聞きましたが」

「ああ、井之頭から聞いたのかな？」

「はい。意外と気さくに話してくださいますね、井之頭さん」

　いつのまにそんなに仲良くなっていたのだと、心の奥底で嫉妬の火を燃やす。

　世莉はそんな俺の心情には一切気づかずに、刺身をつまんでいる。

　井之頭の話題から逸らすために、俺は今日メインの話題にしようと思っていたことを話すことにした。

「世莉、ドラマの衣装製作には興味はある？」

「え……？」

「この前、テレビ局に勤めている、大学時代の知り合いから急にメッセージが来てね。時代劇の衣装を本格的に任せられる人を探しているって」

　俺が雪島家と繋がりあることを知っていた友人だから、この話を持ちかけてきたのだろう。

　どうやらいつも頼んでいたベテランの和裁士が倒れてしまい、代わりの人を探していたのだとか。

　その話を聞いて、すぐに世莉のことが頭に浮かんだ。

　彼女がこの仕事に興味があるかどうかはわからないけれど、訊いてみる価値はあるのではないかと思った。

「ほ、本当ですか……!?」

　目の前にいる世莉は一瞬固まってから、今まで一度も見たことないほどキラキラと目を輝かせた。

　想像以上に喜んでいる世莉の姿に驚き思わず言葉を失っていると、彼女はいつもとは違い、饒じょう舌ぜつに語りだす。

「祖母が亡くなってから、そういった仕事との縁はすっかり切れてしまって……どうしたものかと思っていたんです」

「え……」

「もちろん今頂いている仕事も大切です。ですが、もし雪島家の名をもう一度広めるチャンスがあるのなら、全力で挑みたいです……！」

　身を乗り出すほどの勢いで語る世莉を見て、目をぱちぱちとしばたたかせた。

　そんな俺の様子で正気に戻ったのか、世莉は急に口を閉ざして、「すみません……」と恥ずかしそうにつぶやいた。

　彼女に少しでも何かできたらと思っていたけれど、まさかそこまで嬉しがる様子が見れるだなんて……。

　想像以上に可愛い反応を見れて、俺はすでに捧げた以上のものをもらってしまった。

「わかった。じゃあ、話は繋いでおこう」

「ありがとうございます……！」

　また、パッと明るい笑顔を見せてくれた世莉に、心臓が跳ねる。

　こうして少しでも、彼女の役に立てたなら……。

　そんなことをささやかに思いながら、世莉がワクワクしている様子を、ただ静かに見つめていた。










心の距離が縮まるとき




　大河ドラマで女優さんが着る着物を仕立てられるなんて――初めての経験だ。

　優弦さんからその話を頂いたとき、私の頭の中にあった〝復讐〟の文字は一瞬だけ吹っ飛んでしまった。

　ドラマ関連の仕事は、雪島梅の名前で仕事を受けていたため、私の力ではまだまだ及ばないところがある。

　それがまさか、こんなに早く転がり込んでくるなんて夢にも思わなかった。

　だから、優弦さんにお願いする屈辱より先に、この仕事を受けたいという気持ちが勝ってしまった。

　そこから先は、あれよあれよという間に話が進み、担当者を紹介され、衣装係と綿密な打ち合わせが始まった。

　デザインも決まり、いよいよ裁縫に取り掛かるまで、わずか三週間の出来事だった。

　この着物を着てくださる女優さんをイメージしながら、私はひと針ひと針本気で思いを込めて縫った。

　任されたからには、本気でやり抜く――。

　そんな気持ちで、一着一着にしっかり時間をかけて完成させた。

　正直、寝る間も惜しんで作業をしていたせいで、ばあやにもすごく心配をかけてしまった。

　だけど、私はずっとドキドキワクワクしていた。まるで、楽しいイベントごとを待つ子供のように。

　そうして、何とか納期までに着物を完成させ、無事に納品が完了した今日。

　私は今、お行儀が悪いけれど、自分の部屋でひとり大の字になっている。

「終わった……」

　これが、燃え尽き症候群というやつだろうか。

　体が動かないし、もう何も考えることができない。

　ここ数日はＴシャツにパンツ姿というラフな格好で屋敷内をうろついていたけれど、女中もばあやも何も言わないでいてくれた。

　たまにすれ違う相良家の親族には、陰でこそこそ何か言われていた気もするけれど、そんなことは関係ない。

　とにかく私はやり切ったのだ。

　あとは、女優さんが綺麗に着こなしてくれるのを、テレビ越しに見守るだけ……。

「おばあちゃま、私頑張ったよ……」

　目を閉じながら、そうつぶやいて、私はそのまま深い眠りへと落ちていった。




　それから数週間経って、いよいよドラマが放送される日になった。

　放送時間は夜の八時だったけれど、遅い時間帯に仕事の打ち合わせがあったためリアルタイムでの視聴はできなかった。

　テレビを買って録画の準備をしようと思っていたところ、井之頭さん伝いで私の部屋にテレビがないことを知った優弦さんが、居間のテレビは普段誰も使っていないから、そこで録画すればいいと言ってくれた。

　その言葉に甘えて私は昨夜録画の手配を済ませ、今、夜の二十二時になってそっとテレビのある居間へと向かっている。

　思ったよりも仕事が終わるのが遅くなってしまった。

　朝の早い優弦さんを起こさないようにしなければと、気を付けながら向かったけれど、なぜか居間の明かりがついていた。

　もしかして、誰かいる……？

　そーっと障子の隙間から中を覗くと、そこにはソファに座って真剣な顔でテレビを見ている優弦さんがいた。

「え……？」

　思わず小さな声をあげると、優弦さんはすぐ私に気づき珍しく焦った様子を見せた。

　もしかしてだけど、今彼が観ているのは、私が衣装作成に協力したドラマ……？

　静かに障子を開けると、優弦さんは映像を一時停止して、「すまない。もうすでに観終えて寝ているかと思った」と謝ってきた。

　もしかして、私の仕事に関心を持ってくれているの……？

　まさか、そんなことは……。

　動揺しながらも、私は「いえ」とだけ短く返した。

　優弦さん革張りの黒いソファの隣の席をポンと叩いて、「おいで、一緒に観よう」と誘ってきた。

　どうすべきか戸惑いながらも、ここで断るのもおかしいと思いおずおずと横に座る。

　もう紺色の浴衣の寝間着に着替えている優弦さんは、前髪も下ろしていて、いつもより少し幼く見える。

　完全にオフ状態の彼とこんな風にテレビを観るなんて……、まるで夫婦みたいだ。

　優弦さんは映像を最初まで早戻ししてくれて、さらに映像が見やすいように部屋の照明を絞って暖色系のライトにしてくれた。

「始めるよ」

　彼の低い言葉にこくんと頷く。私はすでに逸はやる気持ちを抑えられないでいる。

　子供のように画面に釘付けになって、両膝の上で拳を握った。

　主人公の姫役を演じる女優・小お田だ島じまさくらの足元が映ると、私は息を止めていた。

　物語の時代は平安中期。私は、光栄なことに成人女性の正装と言われている〝十じゅう二に単ひとえ〟の制作を任せてもらえた。

　宮中での儀式に備えた姫が十二単を身に纏い、颯さっ爽そうと現れるこのシーンのためだけに、すべての技術を注ぎ込んだ。

　女優さんの個性に合わせていくつも色のパターンを相談し合い、彼女の魅力が最大限に引き出されるように計算して作った。

　足元から上にカメラが移動し、いよいよ女優の全身が映されたその瞬間、全身に鳥肌が立っていくのを感じた。

「綺麗……」

　思わず感想が漏れる。

　大お垂すべら髪かし姿の小田島さくらさんは、見事すぎるほど美しく十二単を着こなしてくれていた。

　まだ実年齢は二十三歳と聞いたけれど、大人びた色気がある。

　朱色の唐衣は彼女の白い肌を明るく見せ、五衣も綺麗に層を重ねていて、内衣も足元で華やかに広がっている。

　これは、彼女のために作られた、世界でたったひとつの着物だと、彼女自身が物語ってくれているようだった。

「すごいな……君の仕事は」

「え……」

「着物の力で、女優の魅力が溢れ出ている」

　ぽつりとつぶやくように、優弦さんが隣で心から感心したように言い放った。

　感動でひとり言葉を失っていた私に、そのひと言は水のように染み渡ってしまった。

　嘘でもお世辞でもなく、心から言ってくれているように感じたから。

　不覚にも胸の中が、じんわりと温かくなっていく。

「ありがとうございます……」

　恥ずかしげに返すと、優弦さんはドキッとするほど優しく目を細めてくれた。

　どうして、そんな温かい眼差しを私に向けてくれるのだろう。

　私が相良家を恨んでいることを、彼は知っているのに。

　もしかして、彼は旦那様と同じような、差別的思想は持ち合わせていないの……？

　ダメだ。また、心が揺らいでしまっている。

　これ以上心を乱されてはいけないのに、優弦さんの優しさに気を許し始めている自分がいる。

「このまま、最後まで一緒に観よう」

「はい……」

　彼の提案に頷き、私はテレビ画面と向き合った。

　心臓がトクントクンと心地よいリズムで心音を刻んでいることに、私は必死に気づかないふりをした。




　ドラマの評判は上々で、私もいちスタッフとしてとても誇らしい気持ちになった。

　ＳＮＳで感想を検索しては、小田島さんの十二単姿を褒めるコメントを見つけて、幸せな気持ちになる。

　もう六話まで撮り溜めてあるので、七話以降に使用する着物にそろそろ着手しなければならない。

　朝起きて、打ち合わせの日程を相談しようとスマホを開くと、タイミングよくプロデューサーから一件メールが届いた。

　しかしそこには、衝撃的なことが綴つづられていた。

【大変申し訳ございませんが、女優の強い希望で、雪島さんには衣装担当を降りてもらうことになりました。このたびはご尽力頂き誠にありがとうございました。ご請求につきましては……】

「え……？」

　いったいどういうことなのか、さっぱりわからない。

　納得がいかなかった私は、すぐにプロデューサーである長なが野のさんの番号を検索し、直接電話をかける。意外にも二コールで電話は繋がった。

「長野さん、メール拝読しました。これはいったい……」

『いやー、雪島さん。申し訳ございません……せっかく最高の仕上がりにしてくださったのに……』

　かなりバツが悪そうな声で勢いよく謝られ、私はぐっと感情を抑える。

　きっと長野さんにもどうしようもないことだったのだろうけれど、納得がいかない。

　だってあの十二単は、これ以上ないほどの出来だったはずだから。

　それは現場の人にも認めてもらえていると思ったのに……。

「理由を教えて頂けませんか。今後の参考にしたいのです」

『やー、ちょっとそれは……ほんと申し訳ない……』

「長野さん。私は理由を聞くまで降りることはできません」

　私の真剣な声に、長野さんは電話の向こうで押し黙ってしまった。

　だけど、私もこんなあっさりとは引き下がれない。

　何か女優さんが満足できなかった点があるのなら、次に活かしたい。

『雪島さん、優弦と結婚されているんですよね……？』

「え……、それが何か……？」

　どうしてここで相良家の話が出てくるのだろう。

　不穏な気配を感じながら、私は必死に耳を傾ける。

『じつは小田島さくらは大きな財閥の娘さんで……。相良家に嫁いだ雪島さんのお話を知っていたんですよ』

「え……」

『それで、オメガ型の人間が作った着物なんか着れないと騒ぎ始めまして……。小田島さくら自身もアルファ型だから、強いこだわりがあるみたいでね……いやーいますよね、たまに』

「わ、私が、オメガだからですか……？」

『十二単は何とか説得してこのまま着てもらうことになったんですけど、これからの衣装は別の人に依頼してほしいって言われちゃったんですよ』

　ガラガラと、何かが音を立てて胸の中で崩れ落ちていく。

　ショックで頭の中が真っ白になって、すぐに言葉が出てこない。

　デザインや技術上の問題なら、何でも受け止めて次に活かそうと思っていた。

　だけど、こんな理由は予想していなかった。

　私が私として生まれた時点で、この差別からは逃れられないというのか。

　そんなの、いったいどうしたらいいの。

　今回の着物にかけた情熱が、すべて全否定された気持ちになり、気づいたら涙が出ていた。

『いやー、ほんとに、こんなことがあってはならないんですけどね……。うん……』

「いえ、長野さんは何も悪くないですから……」

　察してほしい空気を感じ取り、私は震えた唇を噛みしめ何とか声を絞り出す。

『本当に申し訳ございません。また別の仕事で穴埋めさせて頂きたいです。優弦にもよろしく言っておいて……！』

　それだけ残して、長野さんは電話を切った。

　私はスマホの画面を見つめながら、静かに涙を流し続けている。

　皮肉なことに、今日私が身に纏っていたのは、祖母が縫ってくれた観世水の柄の着物だった。

　――新しい未来を受け入れることは、楽しいですよ。

　おばあちゃま。私、必死に雪島家の伝統を守ろうとここまで新しい道を歩んできたけれど、どうにもならないことはあるみたいだよ。

　私がどんなに着物に思いを込めても、私がオメガであることが問題なら、もうどうしようもないじゃない。

　悔しくて、悔しくて悔しくて、涙が止まらない。

　今日は打ち合わせが入っていなくてよかった。このまま泣き続けても問題はないのだから。

「まあ、どうしました！　世莉お嬢様……！」

　静かにぼろぼろと涙を落としていると、部屋に入ってきたばあやが血相を変えて私に近づいてきた。

　ばあやも、今回のドラマの仕事を心から喜んでくれていたのに……。

「ごめんね、ばあや……」

「さあ、あったかいものでも淹れてきますから。ここに座って……」

　ばあやに誘導されるがままに、私は座布団の上に座り込んだ。

　そしてそのまま、私は記憶がなくなるほど泣いた。




　ばあやが私を心配しながら、泣く泣く自宅に戻っていったところまでは覚えている。

　いつのまにか眠ってしまっていた私は、月の光で目が覚めた。

　長い髪が、机の上に散らばっている。顔は涙の跡でパリパリになっていて、表情を動かすと引きつった。

　大丈夫。こんなことは大したことではない。今までだって何度もあった差別だ。

　そう言い聞かせてどうにか気持ちを抑えようとしたけれど、心と体が上手くリンクしない。

　今夜、優弦さんは会食で遅くなると言っていたから、よかった。

　こんなに泣き腫らした顔でもし鉢合わせてしまったら、驚かれるだろうから。

　暗い部屋の中でひとり、私は障子の隙間から見える月を見上げた。

　私以外にも、こんな風にバース性で差別をされ悲しい思いをした人は、たくさんいるんだろう。

　どうして、こんなにくだらないカテゴライズをされなければならないのだ。

　ただ、私は、真剣に着物と向き合いたいだけなのに。どうして……。

　まずい。また、悔しさで涙が滲んできてしまった。

　私は涙が流れないように、再び月を見上げる。

　……そのとき、月の前に突然黒いシルエットが現れて、私は「え」と声を漏らした。

　そこには、血相を変えた様子の、スーツ姿の優弦さんがいた。

　彼は戸惑う私などまったく関係なしに障子を開け、私の部屋に勢いよく入ってきた。

「え、優弦さん……？」

「世莉っ」

　切実な声で名を呼ばれ、そして強く抱きしめられた。

　今、何が起こっているの……？

　状況が把握できないまま、優弦さんはまるで壊れ物を抱きしめるように私のことを優しく包み込んでいる。触れるとまた発情してしまうのではと不安に思い、すぐに体を押し返そうとするも、ビクともしない。

「か、会食はどうしたんですか……？」

「欠席した。話は全部長野本人から聞いた」

「え……」

「すまない。こんなことになるなんて……」

　ぎゅうっと、痛いほど私を抱きしめる力を強める優弦さん。

　まさか、私の話を聞いて駆けつけてくれたのだろうか。

　優弦さんの気持ちがひしひしと伝わってきて、反射的に自分の瞳から涙がこぼれ落ちてしまった。

「せっかくの機会を、申し訳ございません……」

「世莉が謝る必要なんてない」

　精一杯の強がりで言葉を絞り出すも、優弦さんには何もかも見透かされている。強めに言葉を返されて、私はぐっと涙を堪えた。

　彼の体温に包まれて、どうしてこんなにも切なくなるのか。泣きたくなるのか。

　世界で一番憎い人に、子供のように甘えてしまいたいと思っているなんて、矛盾している。

　だけど、この体温を今は手放したくないと感じている。

「世莉。君は素晴らしい仕事をした。そんな君を逃した制作班は哀れだ」

「うっ……、うぅ……っ」

「俺も、視聴者も、現場のスタッフも、皆認めている。君の着物にかけた思いを、ちゃんと見ているよ」

　私の頭を撫でながら、毛布のように優しい声で包み込んでくれる優弦さん。

　泣き声を我慢できるはずがなかった。

　私は初めて彼の背中に腕を回して、彼の体温を自ら求めた。

　遺伝子が作用して発情してしまうかもとか、そんなことはもう考えていなかった。

　ただ、目の前のこの人に、今は甘えてしまいたいという気持ちでいっぱいで……。

「世莉。泣かないで」

　黒い瞳に見つめられたその瞬間――、心臓が締め付けられるような衝撃が走った。

　あ、まずい、またあの発情現象だ……。

　自分が自分じゃなくなっていくこの感じ……すごく怖い。

「ゆ、優弦さん、ダメ、離れて……っ」

「離れない」

「あっ……」

　頭の中が、クラクラする。

　敷きっぱなしにしていた敷布団の上に、私はそのまま組み敷かれてしまった。

　慣れた手付きで行灯の光が灯され、逆光でよく見えなかった優弦さんの美しい顔があらわになる。

　今、どうしようもなく触ってほしいと願っている相手は、憎い憎い相良家の長男だ。

　その矛盾した感情が、私のことをどんどん追い込んでいく。

「こんな世界を作った、相良家が憎いですっ……」

　このまま理性が飛んで行ってしまうことが怖くて、私は溜まっていた感情をそのまま口に出して正気を保った。

「アルファだのオメガだの知られなければ、こんな差別は生まれなかったというのにっ……」

　怒りに任せて、泣き叫ぶように吐き捨てた。

　勝手な言い分だと自分でもわかっている。

　いずれにせよ誰かがこの遺伝子の関係性には気づいていただろう。

　差別が生まれたのも人間の性というやつで、相良家に限ったことではないのもわかっている。

　だけど、言わずにはいられなかった。

　こんな世界がこれからもずっと続くのなら、私は生きている意味がない。

　泣き腫らした目で彼を睨みつけるも、優弦さんの表情はひとつも変わらなかった。

「世莉。俺がこの家の全部……いや、この差別が残る世界を変えるまで、もう少し待ってくれないか」

「え……？」

　全部を変える……？　いったいどういうこと？

　思わぬ返事に驚き言葉を失っていると、優弦さんは私の手を取り、そのままぎゅっと優しく包み込んだ。

「アルファ型がオメガ型を支配することなんて、俺は一切望んでいない」

　真剣な瞳で、はっきりと言い切る優弦さんから、一切目が離せない。

「今、誰もが遺伝子に振り回されないための薬の開発を、共同研究で進めてもらっている」

「遺伝子に、振り回されない……？」

「感情に関わらず、誰彼問わずに発情したり発情されたりしてしまうなんて、屈辱でしかないだろう」

　優弦さんは切なげに眉を下げる。

　まさかそんな開発に優弦さんが関わっているだなんてまったく知らなかった。

　押し倒されたまま、私はじっと優弦さんの真っ直ぐな瞳を見つめる。

　真剣な彼の瞳には、私の戸惑った顔が映し出されていて、そこでハッとした。

　私は、この人のことを何も知らない――。

　私を嫁に迎え入れると決まったとき、彼はどんな風に思ったのか。

　アルファ型として優遇される人生に何を思っていたのか。

　祖母の命を見過ごしたあの瞬間、彼はどういう気持ちだったのか。

　聞いてないから、知ろうとしていないから、私はこの人のことがずっとあやふやなままなのだ。

「世莉が安心して着物と向き合える世界を、俺に作らせて」

　何の混じり気もない真剣な声で、優弦さんははっきりとそう宣言した。

　本能も遺伝子も関係ないところで、私の心臓が動くのを、はっきりと感じていた。




　side 優弦




　あれは忘れもしない、八年前の冬のこと。

　まだ研修医だった俺は、手術には助手として加わり、カルテ記載やサマリー作成に追われる日々を送っていた。

　院長である父親も同じ病院で働いているけれど、院内では私的な会話は一切しないどころか、目も合わせない。

　職場での父親の印象は家とさほど変わりなく、冷徹で効率の悪いことが大嫌いという感じで、患者からもスタッフからも評判はよくないことも知っていた。

　電子カルテを入力するためにパソコンを立ち上げると、机の横に『オメガ型とアルファ型の因果関係について』という題名の書籍が置かれていることに今さら気づいた。

　父親が最近熱心に執筆していた本が、ついに形になったのだ。父親の指示で、スタッフの誰かがひとりひとりに配ったのだろう。

　最近ではテレビにも出演して、アルファ型の特徴を語っていたりもする。

　俺はそんな父親の活動を、心底嫌悪している。

　パラパラとページをめくると、そこにはどうしてオメガ型とアルファ型が惹かれあうのかとか、〝運命の番〟がいかに特別なのかということまで深堀りされていた。

　俺と世莉さんは、人生のうちで見つけられることはほとんど奇跡と言われるほどの、運命の番同士らしい。遺伝子的相性が百％だと、子の能力に大きく関係してくると、本には書かれている。

　俺は外科医としての勉強に専念しようと、あえてバース性の勉強は避けてきた。

　でもそれはただの言い訳で、心の奥底では、遺伝子で命に優劣をつけるようなことを、したくなかったからだ。

　たしかに相性によって体に影響があることは認めざるをえないが、だからと言って、感情を置き去りにして結婚することを推奨したくはない。

　アルファ型の方が優れているという考えが世に広まることは、恐怖だと思った。

　その差別的な考えがこの本から滲み出ているのを感じて、俺はバン！と強めに本を閉じて頭を抱える。

　今は研修医の身で何もできていないけれど、いずれこの考えをひっくり返してやる。

　そう思ったとき、ふと頭の中に、着物を眺めて生き生きとしている世莉さんの顔が浮かんだ。

　写真で見た光景なのに、どうしてこんなにも頭にこびりついているのだろう。

　あの表情を守るためには……、今のままではダメだ。

　それだけは、はっきりとわかっていた。

「相良先生！　急患です！」

　突然、血相を変えて看護師が事務室に入ってきた。

　俺は瞬時に立ち上がり、「助手として参加します」と言ってすぐに白衣を着た。

　チラッと時計を見ると、夜の十二時を回っている。

　深夜帯は医師ふたりと看護師四人ですべてに対応するため手薄になる。だから、人手が足りているか激しく不安だ……。何科の患者かを早く知りたい。

　俺は看護師に案内されるがまま、手術室へと向かった。

「おばあちゃま！　おばあちゃまあああ……っ！」

　途端、泣き叫ぶような声が聞こえてきて、胸が軋んだ。

　寝間着姿のひとりの女の子が、ストレッチャーで運ばれているおばあさんの手を握って、ボロボロと涙をこぼしている。

　胸を痛めながらその様子を見ていると、俺はあることに気づきその場に停止した。

「世莉さん……？」

　あれは間違いなく、婚約者である世莉さんだ。

　ということは、今運ばれているおばあさんは……。

「梅さん!!」

　すぐに事態に気づき、俺はストレッチャーで運ばれている梅さんの元に走って駆け寄ろうとした。

　この世でたったひとりの、世莉さんの大切な家族。

　何があっても、助けてあげたい。

　号泣している世莉さんを見たら、今にも胸が張り裂ける思いになった。

　しかし、そんな俺の前に、突如大きな背中が現れ、誰かが立ちふさがった。

「急患はどこだ!!」

　野太く、少し掠れた声。

　声の主は、まごうことなき自分の父親だった。

　彼は血相を変えて現場に現れ、梅さんの元へ駆け寄った――と思いきや、その横を通り抜けた。

「え……？」

　二台目の救急車が到着していたことに、今気づいた。

　ストレッチャーで新たに院内に運ばれてきた男性患者の元へ、父親は一直線で向かうと、周りにいるスタッフにキツく指示を出し始めた。

「こっちが先だ!!」

　廊下で茫然と突っ立っている俺をすぐに見つけた父親は、信じられないひと言を言い放った。

　あまりの衝撃に、何も言葉が入ってこなくなる。

　こっちが先……？　いったい、どういう判断で……？

　父親は梅さんのことを見てすらいないというのに、なぜそんな判断ができたのだ。もし緊急度が明らかに違ったのだとしても、他の患者さんの前であんな風に言うなどありえないこと。

　あんなに血相を変えた父親は滅多に見られないので、自分の中で最悪の考えが浮かんできた。

　もしかして、〝バース性〟で判断したのか……？

　最悪の考えがよぎり、すぐに世莉さんに視線を向けると、彼女は完全に瞳から光をなくし、絶望しきった顔をしていた。

　誰がどんな言葉をかけても、今の彼女には何も届かないだろうと、思うほど。

　その顔を見て、ふつふつと抑えきれない怒りが沸いてきた。

「雪島さん、すぐにもうひとりの医師が来ますから！」

　看護師が世莉さんにそう呼びかけて、何とかその場を保とうとしている。

　彼女は空っぽの表情のまま、梅さんを見てぼろぼろと涙を流す。

「優弦!!　お前はこっちの助手につきなさい!!」

　怒鳴り声に近い声で呼ばれ、俺の怒りのボルテージは上限に達した。

　けれど、俺は今、研修医の身だ。院長である父親の言葉に従うことしかできない。

　運ばれてきたもうひとりの患者さんの命も、もちろん等しく大事だ。

　今の俺に、他の選択肢はひとつもない。

「くっ……」

　ぎりっと、爪が食い込むほど拳を握りしめて、何とか感情を抑えようとした。

　俺は俯いている世莉さんに頭を下げて、悲痛の思いでその場を後にしたのだ。

　心臓が破れそうなほど、やりきれない思いだった。




　そして、男性患者の処置は無事終わり、怪我も軽症で命に別状はないとわかった。

　予想通り、この患者は相良家の大事な得意先の社長で、アルファ型。病院に運ばれた原因は、泥酔して二階から落下したから。

　父親は心底安堵した様子で、処置を終えるとすぐに帰宅していった。

　俺はすぐに梅さんの元へ行こうとしたけれど、すでに亡くなったと看護師から知らされ、その場に崩れ落ちた。

　もし、あのときすぐに手術室に入れていれば……。

　人が足りていて、十分な処置がすぐにできていれば……。

　波のように後悔が襲ってくる。世莉さんの慟どう哭こくする声が頭の中に響いて、離れない。

　彼女のたったひとりの家族が、もうこの世からいなくなってしまった。

　梅さんの元へ今すぐ行きたいと思ったけれど、いったいどの面を下げて会えばいいのかわからない。

　俺はふらふらと事務室に戻り、自分の席に座ると、ダン!!と思い切りデスクを叩いた。

　そして、声を押し殺して涙を流した。

「くそっ……」

　――こっちが先だ!!

　なぜだ。なぜ、あんなことが言えた。他の患者の前で。

　もしかしたら父親は、梅さんだったことすら把握していなかったのかもしれない。

　それほどに自分のことしか……アルファの人間のことしか考えていない様子だった。

　業火のごとく怒りの炎が胸の中で燃えている。

　俺は、目の前にあった父親の本を手に取り、びりびりに中身を破り捨てた。

「クソッ……」

　こんなものがあるから。こんな、腐った考えがあるから。

　悲しむ人が増えた。傷つく人も増えた。救えない人が出てしまった。

　ふざけるな。こんなことが、あっていいわけがない。

　俺はさっき、父親の指示を無視してでも梅さんのそばにいるべきではなかったのか。

　無力な自分に、一番、腹が立つ。

「変えてやる……」

　俺は、くしゃくしゃに丸めた紙を握りしめながら、ひとりつぶやいた。

　絶対に、変えてやる。この腐った病院も、この世にある差別的考えも、すべて。

　そのためなら、俺は何を犠牲にしたっていい。

　そう、強く強く胸に誓ったのだった。

　俺はこの日のことを、絶対、死ぬまで忘れないと。




◆　◆　◆




　ひどく魘うなされて、目が覚めた。

　ハッとして目を開くと、いつもと変わらぬ天井の風景が目の前に広がっている。

　ゆっくり起き上がると、心臓がバクバクとうるさく鼓動していることに気づいた。額にもうっすらと汗をかいている。

「夢か……」

　あの日のことを夢に見るのは、いったいもう何度目だろう。

　俺は深く息を吐き、まだ薄暗い夜明け前の空を、障子の隙間から眺めた。

　自分があの出来事を忘れないでいることを再確認でき、安堵すらしている。

　――世莉が安心して着物と向き合える世界を、俺に作らせて。

　あの日の夜から、世莉と一度も顔を合わせていない。

　元々タイムスケジュールが合うことは少ないけれど、明らかに避けられている気がする。

　自分でも、彼女に向かってよくあんなことが言えたと思う。

　世莉から見た俺は、ただの憎しみの対象でしかないというのに……。勝手な宣言をして、彼女を戸惑わせてしまったに違いない。

　もうすぐ、梅さんの命日が近づいている。

　葬式にも参列させてもらえなかった俺は、毎年花を手向けることしかできない。

　――優弦さん。世莉のこと、よろしくお願いいたします……。

　いつかの、梅さんの切実な声が、胸に沁しみる。

「はい、必ず……」

　俺は空を見上げながら、小さくひとりごとを漏らす。

　どこかで、梅さんが聞いてくれていることを、願いながら。

　そのまま俺は、静かに部屋を出た。

　まだ起きるには早いが、職場に行って溜まった資料作成を片付けておこう。

　朝食は不要だと女中達に伝えておかなければ。

　洗面室に向かおうとしたところで、俺はぴたっと歩みを止めた。

　今日も世莉とは顔を合わせてもらえないかもしれない……という考えが、彼女の部屋へ足を向かわせていた。

　少しだけ、一瞬だけ寝顔を見られたら、もうそれでいい。

　そんな思いで、俺はよくないと思いながらも、そっと障子の隙間から彼女の寝顔を眺めようとした。

　けれど、微かに泣き声が聞こえてきて、俺はピタッと手を止める。

　すすり泣くような声が、布団にこもって聞こえてくる。

　もしかして起きているのかとドキッとしたけれど、世莉は魘されて泣いているようだった。

「う、おばあちゃまっ……会いたいっ……助けられなくて、ごめんなさいっ……」

　そんな寝言が聞こえてきて、胸が千切れそうになった。

　病院内で泣き叫ぶ世莉の顔が重なって、その場に立ち尽くすことしかできない。

　世莉が背負っている悲しみは、きっと海よりも深い。

「世莉……」

　俺はそっと部屋の中に入ると、寝ながら涙を流している彼女の頬をそっと撫でた。

　そのまま涙を拭うと、彼女は小さく唸うなり声を出す。

　玉のように美しい白い肌に、涙の跡がいくつもできている。

　それを見ただけで、胸が千切れるほど、ぎゅっと苦しくなった。

「世莉、愛してる……」

　本心が、口からこぼれ出てしまった。

　今まで、一度も口にしたことなどなかったというのに。

　切なさと愛しさが複雑に折り重なって、どうしようもなくなる。

　ふいに出てしまった告白に、自分自身でも驚いていた。

　俺は……世莉を愛している。遺伝子など、関係ないところで、彼女を愛しいと思う。

　でも、そのことを今の彼女に伝えることなど、到底できないと思った。

　世莉にとって、たとえ俺がどんな人間だろうと、きっと関係ない。

　俺が相良家の一族で、跡取りである限り、世莉は俺といればいるほど祖母のことを思い出して、悲しくなるだろう。

　そんな状態で、彼女に思いを伝えることは、酷こくすぎる。だから……この気持ちは一生伝えない。

　でも、それでもいい。俺はただ、彼女のそばにいられたら、十分だ。

「君のことは俺が守るから……、安心しておやすみ」

　最後にそっと世莉の髪を撫でて、俺は部屋を後にした。




　出勤用の私服に着替えた俺は、駐車場へと向かった。

　まだ時間は朝の五時で、辺りは薄暗い。

　誰かを起こさないようにひっそり家を出て庭先に向かうと、前方から誰かがやって来るのが見えた。

　世莉専属のお手伝いさんである、敏子さんだった。

　彼女と他の女中は、ここから歩いて五分ほどの場所にある離れに住んでいる。

　もうこんな時間に出勤しているのかと驚きながらも、俺は軽く会釈をした。

「まあ、優弦さん。おはようございます」

「おはようございます。早いですね」

「優弦さんこそ」

　敏子さんは驚いたように目を見開き、頭を下げた。

　彼女とコンタクトを取れたのは、すべて井之頭の調査力のおかげだ。

　最初に電話をしたときはとても驚いていたけれど、世莉の現状を聞くとふたつ返事で力になりたいと言ってくれた。

　あのときの世莉が一番求めていたのは、絶対的に信頼できる味方だと思っていたから、敏子さんが来てくれて心底安堵したのを覚えている。

　再会したときの、心から喜んでいる世莉を見て、敏子さんのことをとても信頼しているのだとすぐにわかった。

　そんな彼女に、俺はひとつ聞いてみたいことがあった。

「あの……、ひとつ教えてほしいことがあるのですが」

「はい、何でしょう」

　ふたりきりになるタイミングなどなかなかなかったため、今しかないと思った。

「梅さんは、どんな人だったのか教えてもらえますか」

「え……」

「数える程度しか話したことがなく、知りたいんです」

　敏子さんも、相良家がしてきたことは知っているはずだ。それなのに、こんなことを聞くなんて、失礼極まりないだろう。現に、敏子さんは今驚いた顔で固まっている。

　だけど、俺は知りたい。世莉という人間を作ってきた大切な人のことを、もっとわかりたい。

「世莉が幼い頃、梅さんとどんな会話をしていたとか、どんなことをして遊んでいたとか……。些さ細さいなことでいいんです」

「優弦さん……」

　俺は、世莉の抱える悲しみに、少しでも触れたい。

　一緒に、傷をわかち合いたいと思っている。

　傷を与えたのは、相良家そのものだというのに……。

　複雑な顔をしている俺を見上げて、敏子さんは目尻を下げて静かに微笑んだ。

「ええ、もちろんです。なかなか世莉お嬢様は昔のことをご自分から話さないでしょうから」

　俺が軽はずみな気持ちで聞いたわけではないと悟ってくれたのか、敏子さんは優しい声音でそう返してくれた。

「丁度もうすぐ、梅さんの命日ですからね。私が話せるのは些細なことばかりですが……」

「ありがとうございます……」

「今度お茶でもしながら話しましょう」

　優しい笑顔を向けてくれた敏子さんに、俺もつられて静かに目を細める。

　世莉にとって、たとえ俺がどんな人間だろうと関係ないだろう。俺が相良家の跡取りである限り、世莉は俺といればいるほど梅さんのことを思い出して、複雑な感情になっているに違いない。

　それでも、俺にできることは何だってしてあげたいと思ってしまう。

「優弦さん、もっと世莉お嬢様の前でも、そんな風に笑われては」

「え……」

「ゆっくり時間をかけて、夫婦になるのもいいことですよ」

　ふいにそんなことを言われ、俺は気の抜けた声を出してしまった。

　今自分がどんな顔をしていたのかわからなくて少し羞恥心を抱き、思わず手で顔を隠す。

「色んな夫婦がいていいんです。どうか焦らず。では私はそろそろ仕事に……」

　いったい、どこまで俺の気持ちを察しているのかわからないが、敏子さんはさりげなくそんなひと言を添えて、家の中へと入っていった。

　ゆっくり時間をかけたら……いつか本当の夫婦になれたりするのだろうか。

　まさに夢のような考えに、俺はひとり切ない微笑を浮かべるしかなかった。




　side 世莉




　八年前のあの日のことを、今でも鮮明に思い返す。

　苦しむおばあちゃまの表情、私達の横を通り過ぎていった旦那様の必死な顔、その様子を黙認することしかできない看護師達の気まずい様子。

　今まではっきりと映像が浮かんでいたのに、なぜか最近、優弦さんの顔にだけもやがかかって思い出せなくなった。

　あのとき、彼はどんな顔をしていた……？

　ズキンと頭に痛みが走って、私は片手でこめかみ部分を押さえた。

　今日はひどい雨で、電車の窓にいくつもの水滴の道ができている。

　私は車内の入り口付近で棒立ちしながら、気を紛らわすために灰色の空を眺めた。

　今日はおばあちゃまの命日だというのに、この天気はとても残念だ……。

　おばあちゃまが大好きだったお花をたくさん買い込んで、家族が眠っているお墓を目指した。

　外に出た頃には少し雨が弱まっていたけれど、傘がないと歩けないくらいには降っている。

　閑静な住宅街を抜けた、比較的緑の多い場所に霊園はある。

　駅から十分ほど歩き辿り着いた私は、水桶おけと柄ひ杓しゃくを持って雪島家の墓へと向かった。

　すると、私より先に綺麗なお花が供えてあることに気づく。

「まただ……」

　毎年、朝一番に供えられているお花がある。

　生前家族の誰かとよっぽど縁の深かった人なのか。誰なのかは私にはわからない。

　傘を差しながらお墓の前に座り込むと、お花を供えて雪島家のお墓をただじっと見つめる。

　父も母も大好きな祖母も……もうみんな、この世にいない。

　家族は今の私を見て、どんな風に思っているだろうか。

　早く相良家を陥落させることを願っているだろうか。

　そこまで考えて、私の口からふっと悲しい笑いが零こぼれ落ちた。

　そんなはずがない。私の家族はきっと、そんなこと一ミリも望んでいない。

　私が勝手にひとりで、躍起になっているだけ。そんなことはとうにわかっていた。

　墓前で俯き、私はこの前の夜のことを思い出す。

　――世莉が安心して着物と向き合える世界を、俺に作らせて。

　あの言葉に、嘘があるとは思えなかった。

　優弦さんは、真剣に私のことを思ってくれているのだと、あの瞬間にわかってしまった。

　理由は理解できずとも、彼が敵ではないことは明らかで、それは認めざるをえない。

　憎むべき対象にあんな言葉をかけられ、私はもう、どうしたらいいのかわからなくなっている。

「私は、どうしたら……」

　ザーザーという雨音を聞きながら、私は傘の持ち手を脇に挟んで、顔を両手で覆う。

　揺らぐことのないはずだった怒りが、激しく不安定になっている。

　私は、優弦さんのことを、ちゃんと知りたいと思ってしまっている。

　そして、そんな風に思っている自分のことが……許せない。

「世莉さん……？」

　後ろからふと私の名を呼ぶ声がして、私はゆっくり向き直った。

　するとそこには、まったく予想外の人物が立っていた。

「お義母様……」

　上品な黒いワンピースにグレーのコート姿の優弦さんのお母様が、男性のお付きの人と一緒に現れた。

　病弱でなかなか部屋から出てこれないということもあり、一度ご挨拶したきりだった彼女が、なぜこんな場所に……。

　お義母様は黒い髪をひとつに縛ってマスクをしており、地味な恰かっ好こうをしているけれど、さすが優弦さんのお母様なだけあって顔立ちが整っている。落ち着いた服装でも、気品が溢れ出ていた。

　彼女は私のそばに静かに歩み寄ると、「梅さんに、お線香をあげさせて頂いてもいいかしら」と透き通った声で話しかけてきた。

「は、はい。もちろんです」

　わざわざ命日にお墓参りに来てくれたなんて……。

　正直、お義母様の印象はとても薄くて、悪い印象も良い印象もどちらもない。

　旦那様は、雪島家に女性が生まれなかったため、オメガ型の御令嬢に絞ってお見合いをし、その後結婚したと聞いている。

　つまり、彼女も私と同じオメガ型の女性ということだ。

　お義母様が横に座り、静かに手を合わせている。ふわりと上品な香水の香りが雨に交じって漂ってきた。

「ずっと、お話したいと思っていたのに、なかなか挨拶できずにごめんなさいね」

「とんでもないです。ご体調、今日はいかがですか」

「ええ。今日は落ち着いているわ。ありがとう」

　にこっと目を細めるお義母様に、不思議と心が解ほぐれる。

　彼女も相良家に嫁いできた身……。色々と思うことはないのだろうか。

　それとも、相良家に骨をうずめ、心から旦那様を慕っているのだろうか。

「優弦は、ちゃんと世莉さんに優しくしていますか」

「え……」

　疑心を抱いている私に、お義母様はふいに問いかけてきた。

「わかりづらい性格をしていますから。世莉さんにご迷惑をおかけしていないか不安で……」

「そ、そんな……。優弦さんにはいつも助けてもらっていて……」

　そこまで言いかけて、ハッとした。

　相良家に嫁いだあの日から、私はたしかに彼にずっと助けられていた。

　火傷を処置してもらったり、着物を取り返してもらったり、女中のいじめを暴いてもらったり、ばあやを雇ってもらったり、お仕事を頂いたり……。

　もしそこに何の計算もなく、ただ私を思っての行動だったのなら、私は……とんでもなく失礼な態度を取っていた。

「優しく……して頂いています……」

「そうですか。それなら、よかったです」

　たどたどしくもしっかり答えた私を見て、お義母様は優しい声でそうひと言添えてくれた。

「梅さんの作るお着物は……、私も大好きでした」

　お墓を見つめるお義母様の横顔は、どこか切なげだ。

　私は何と返したらいいのかわからないまま、ただ耳を傾ける。

　雨はまだ降り続けていて、後ろにいるお付きの人が、お義母様の上で傘を差したまま何も言わずに立っている。

「世莉さん。私はあなたに死ぬまで恨まれても仕方ないと思っています」

「え……」

「本来なら、私があの家を……あの人を、正すべき立場でした……」

　お義母様の言う〝あの人〟が旦那様であることは、悲しげな表情からありありと伝わってきた。

　思わぬ発言をされ、私はただ動揺している。

　目を見開き固まっている私の手に、お義母様はそっと手を重ねてきた。

「こんなことをお願いするのは間違っていますが、でも、あなたしかいません。どうか相良家のすべてを、暴いてください。そして、変えてください……」

「お義母様……？」

「優弦と一緒に」

　可か憐れんな印象とは違った、その力強い言葉に、私は再び押し黙ってしまった。

　お義母様も、あの家を変えることを望んでいるの……？

　いったい、どういうこと？

　考えがまったくまとまらず、緊張でただ喉が渇いていく。

「お義母様、私は……」

　ドクンドクンと、心臓が激しく鼓動している。

　お義母様も、旦那様の考えには辟へき易えきしているの？

　優弦さんとお義母様は同じ考えの持ち主で、味方だと思っていいの？

　今、何て答えることが正解？

　もしかして、今言っていることは私を探るための何かの罠わな？

　ここで回答を間違ったら、復讐を実行する前に追い出されてしまう…？

　動揺と疑心と困惑とすべてが入り交ざって、感情がぐちゃぐちゃだ。

　……だけど、意外にも私が今一番訊きたいことは、たったひとつだった。

「私は、優弦さんを、信じてもよいのでしょうか……」

　今、私は、どんな顔をしているのだろう。

　降りしきる雨の中、私の心からの言葉は、震えていた。

　ずっと、ずっとずっとひとりで戦ってきた。孤独だった。味方などいないと思っていた。

　だけど本当は、誰かを信じてみたかった。

　そういう感情を、思い出してみたかった。

　もう何かをひとりで背負い続けるには……、限界だった。

　こんなことを、どうしてまだ数回しか話したことのないお義母様に、打ち明けてしまっているのだろう。敵か味方かもわからないというのに。

　彼女もきっと困っている。息子を信じていいのかなんて聞かれて、困らない母親はいない。それに、信じる信じないなんて、自分の判断ですることだ。

　今まで優弦さんにしてもらったことが、ただの優しさであることなんて、本当はとっくに気づいていた。

　でも、誰かに、信じていいと言ってもらえないと、私はここから先、前に進めない。

「それは、世莉さんが決めることです」

　しばしの沈黙の後、もっともな言葉が返ってきた。

　幼稚な質問をしてしまったと、すぐに恥ずかしい気持ちになったけれど、お義母様の表情は想像以上に優しかった。

「でも、優弦は毎年この日、花を持って必ず早朝に家を出ていきます」

「え……」

「七年前から、かかさず……」

　それだけ言い残すと、お義母様はすっと立ち上がり静かに頭を下げた。

「大切なお時間にお邪魔しました」と言って、お付きの人と一緒に静かに離れていく。

　残された私は、傘を持ったまま茫然と先に供えられていた花を見つめていた。

「これを、毎年優弦さんが……？」

　ずっと、いったい誰が供えてくれているのか疑問だった。

　どんなに朝早くに行っても、私より先に供えられているお花達。

　草むしりも綺麗に終えられていて、家族の誰かによっぽど親交の深い人がいたのかと不思議に思っていた。

　でもその人物は、ずっと恨み続けていた優弦さんだったというの……？

　彼は、毎年毎年、ひとりでここへ来て、墓前で何を思ったのか。

　想像しても、彼の気持ちはちっともわからない。

　恐る恐る、彼が持ってきてくれた花に、触れてみる。

　すると、まるで彼の葛藤が流れ込んでくるかのような感覚になった。

　――私は、優弦さんを、信じてもよいのでしょうか……。

　あれは、私の、ほとんど願いみたいな問いかけだった。

　心の奥底では、復讐心だけで生きていく私を、誰かに止めてほしいと、願っていたのかもしれない。

　自分でも気づいていなかった感情が、雨に洗われて、浮き彫りになっていく。

「優弦さん……」

　彼の名をつぶやくと、なぜかふと、旦那様が執筆した本のことが浮かんできた。

　恨みを感じるほど、無残に引き裂かれていたあの本。

　……あれを引き裂いたのは、間違いなく優弦さんだ。

　なぜか今、確信をもってそう思えた。

　それに気づいた途端――どうしてか、今すぐ彼に会いたいと思ってしまった。




　茫然としたまま電車を乗り継ぐと、あっという間に自宅についた。

　間違いなくこの辺りでは一番大きなお屋敷に戻ることには、もうすっかり慣れ、手際よくセキュリティを解除して、大きな門扉を開けて中に入る。

　すると、駐車場に見慣れない高級車が止まっていることに気づいた。

　来客だろうか……？

　サングラスをした運転手が車中にいる。

　不思議に思いながらも玄関に向かうと、丁度お客さんが中に上がろうとしている場面に遭遇した。

「ああ、丁度いいところに」

　玄関前で私を呼び寄せたのは――久しく会話すらしていなかった旦那様だった。

　彼の顔を見た瞬間、憎しみの気持ちが沸き起こり、ゾワゾワッと全身に鳥肌が立っていく。

　優弦さんのことで心が揺らいでも、旦那様に対する恨みの感情は、いまだ一切薄まってなどいないことに心底ほっとしていた。

　こんな昼間に家にいるなんて……、今日は彼らの接待だったのだろうか。

　沸き起こる憎悪を何とか落ち着けながら、静かに彼らに歩み寄る。

「彼女が優弦の妻で、雪島家の娘です」

「まあ、初めまして……」

「君が雪島家の待望の娘さんでしたか。お会いしたかった」

　白いワンピースを身に纏った黒髪のお嬢様と、白髪でスーツ姿の男性が、私ににこやかな笑みを向けてきた。

　でも、瞳は笑っていない。笑顔の奥で私のことを見定めているかのような視線を感じる。

　嫌な気分になりながらも、私はぺこっと頭を下げた。

「木島財閥の社長と、その娘の梨り沙ささんだ。挨拶しなさい」

「雪島世莉です。よろしくお願いいたします」

　木島財閥と聞いて、体がピクッと反応した。

　たしか、元々優弦さんと結婚する予定だった許嫁だと百合絵さんが言っていたような……。

　それを思い出して、今の私に向けられている好奇の目にも納得がいった。

「まあまあ、中へどうぞ」

　旦那様はふたりを招き入れると、横にいた私に「百合絵にお茶を持ってこさせてくれ」と指示を出した。

　言われた通り、私はすぐに百合絵さんの元に向かう。

　今日はこのあと着物を縫う予定だったけれど、仕方がない……。一緒にお茶をしないといけない空気からは逃げられないだろう。

　自分のタイミングの悪さを恨みながら、半分諦めの気持ちで台所へ向かうと、百合絵さんはすでに手際よくお茶の準備をしてくれていた。

「さすがですね。ありがとうございます」

　そう言うと、百合絵さんと他の女中はびっくりした顔でこっちを向き直った。

　彼女達とまともに会話をするのは久々だったので、驚かせてしまったのだろう。

　気にせずお茶請けの準備を手伝おうとすると、「とんでもないです」と言って遮られた。

「私達がお持ちしますので、奥様は戻られてください」

　百合絵さんは焦った様子で、私の行動を制した。

　こんな風に面と向かって、百合絵さんに奥様と呼ばれたことは初めてだったので、少しこそばゆい。

　私は彼女達の邪魔になってはいけないと思い、仕方なく部屋を出ることにした。

「皆さん、ありがとう。では、よろしくお願いします」

　深々とお辞儀をして去ろうとしたけれど、なぜか部屋の中がしんと静まり返っていることに気づいた。

　女中達が、なぜか心苦しそうな顔で立ち尽くしている。

　何か言いたいことがあるのかと思い待っていると、百合絵さんが口を開いた。

「奥様……。ずっとお伝えできずに申し訳ございません。改めまして、私達を残してくださりありがとうございます……」

「え……」

「身寄りのない人間にとって一番大切なのは居場所だと、奥様が言ってくださったことが、とても心に響いて……」

　私と優弦さんの会話を思い出す。

　たしかにそんなことを言ったけれど、彼女達はそれを聞いていたのだろうか。

　疑問に思っている私に気づいた女中が「謝罪をしようと思い、奥様の後をじつは私達は追いかけていました」と説明を付け足した。

　百合絵さんは深く頭を下げたまま動かない。

「おっしゃる通り、私達には帰る場所がありませんでした。奥様に到底許されない態度を取ったにも関わらず、私達を必要だと言ってくださったこと、忘れません……」

「百合絵さん……」

「もう一度信用してもらえるとは思っていません。ただ、奥様のお世話をすることが許される日が来るまで、誠心誠意努めさせて頂きます」

　震えた声で宣言する百合絵さんの姿に、胸が痛くなった。

　彼女達にされたことを忘れたわけではないけれど、彼女達も環境を変えたくない気持ちが大きかったのだろう。

　大事な職場と居場所。そこに突然現れた余所者の私は、邪魔に見えても仕方がない。

　とはいえ、これからも身の回りのことはばあやに頼むつもりでいるし、彼女達を心から信頼できるわけでもない。

　でも……、彼女達が心から反省しているかどうかは、日々の仕事ぶりからとっくに感じられていた。

　私はそっと百合絵さんに近づき、「顔を上げてください」と言った。

「十二月に、雪島家主催の大きな懇親会があると言っていましたね」

「は、はい……！」

　ばあやから事前に知らされていたこと。

　その日はばあやがどうしても私用で来られないらしく、着つけも何もかも自分で済ませようと思っていたけれど……。

「もし手が空いていたら、支度を手伝って頂けますか。目を通しておくべき資料ももしあったら教えてください」

「もちろんです」

　百合絵さんは即答すると、少しほっとしたような表情を見せた。

　私も勝手がわからず戸惑っていたので、正直とても助かる。

　いつか彼女達とも、もっと歩み寄れる日が来たらいい。

　そんなことを思いながら、私は準備されたお茶に視線を向ける。

「お茶を一緒に持って行ってもらえますか」

「はい、承知いたしました」

　私はお茶を持った百合絵さんと一緒に、台所を後にした。

　長い廊下を歩き客室に戻ろうとすると、盛り上がっている話し声が聞こえてくる。

　どこもかしこも障子の扉なので、正直この家にはプライベートというものがない。

　旦那様の声も特別大きいので、嫌でも耳に入ってしまう。

「本来は木島さんのお嬢さんと優弦がぴったりだと思っていたんですがね……」

「いやー、私も正直、優弦君と結婚してほしかったなんていまだに思っていますよ。娘もすっかり惚れ込んでいましたから……」

「ちょっと、お父様やめて」

　何とあけすけな話題だろう。

　楽しげな会話に、完全に入るタイミングを失ってしまう。

　隣にいる百合絵さんは、かなりムッとした顔をして障子を睨んでいる。

「奥様……」

　怒りを含んだ小さな声で私を呼び、どうしますかと訴えかけてくる百合絵さんに、私も苦笑を返す。

　むしろわざと聞かせようとしているのかと思うほど、下品な笑いだ。

「会話が落ち着いてからにしましょう」と小声で伝えて、私達はバレないように身を潜めた。

「優弦様はとても素敵な方ですから……。私以外の方々も皆狙っていましたわ」

「優弦君が婚約相手に決まったとき、娘は飛び跳ねて喜んでいましたよ。まだ優弦君も娘も小学生の頃の話でしたけど……ははは」

「もう、そんな昔の話を……お恥ずかしい」

　なるほど。優弦さんがとんでもなくモテてきたことだけはわかった。

　まあ、そんなことは言われなくとも十分に想像できることだけれど……。

　そんな中生まれてしまった私が、ふたりの仲を引き裂いてしまったというわけか。ただ女として雪島家に生まれてきたというだけで。

「正直私も、梨沙さんにお嫁さんに来てほしかったですよ。お恥ずかしいことに、うちの嫁は学歴も家柄も梨沙さんの足元にも及びませんから……」

「まあ、そんな……。雪島家は伝統ある家ですから」

「古い着物を縫っているだけの家です。うちの資金援助がなければとっくに仕事がなくなっていたでしょう」

　隣にいる百合絵さんが、奥歯を噛みしめ明らかに怒りを剥き出しにしている。

　一方で私は、とても冷静な気持ちでいた。

　旦那様がそんな風に私を見下していることなどとっくに知っていたし、何も意外ではなかったから。

「百合絵さん、大丈夫……？」

「え……？」

「主の知らなくていい一面を、知らせてしまったわね」

　むしろ旦那様のことを慕っていた百合絵さんのことが心配になり、私は思わず眉を下げた。そんな私を見て、なぜか、百合絵さんは「奥様……」とつぶやいて、今にも泣きそうな顔を見せた。

　可哀想に。ずっと慕っていた旦那様の汚い一面を知ってしまって……。

　まあ、こんなことは序の口で、これよりずっと残酷な一面があるのだけれど……。

「失礼」

　どうしたものかと途方に暮れていると、突然低い声が隣から聞こえてきた。

　え、と驚きの声をあげたときには、すでにその声の主は目の前の障子を開け放っていた。

「一緒に入るよ」

「ゆ、優弦さ……」

　私だけに届くように、耳に口を近づけ低い声で囁くと、背の高いスーツ姿のその人――優弦さんは、私の肩を強く抱いた。

　何……。何が起こっているの……？

　状況がまったく何もわからず、頭の中が真っ白になる。

　お茶を持っていた百合絵さんも、部屋の中にいた木島財閥のふたりも、突然現れた私達を見て一様に目を丸くして驚いている。

　お嬢様に至っては、顔面蒼白になっていた。

「遅れて申し訳ございません。ただいま着きました」

「優弦……。遅かったな」

「妻は同席させなくていい話だったはずでは？　外で待機していたようですが」

　優弦さんは開口一番そう言い放つと、渋い顔を見せている旦那様に怯むことなく、冷たい視線を向けている。

　私の肩を抱く手の力を一切緩めることなく凄む彼。その姿を見て恐ろしく思った。

　木島財閥のお嬢様も、優弦さんを見てかなり顔を青ざめさせている。

「丁度タイミングが合ったんだ。どうせならと思って誘ったまでだ」

「大切な妻を勝手に連れ出されては困ります。彼女を部屋まで送ってきますから、ひとまずここで失礼します。木島さん、お騒がせしてしまい失礼しました」

　優弦さんは木島さんに軽く頭を下げると、「行こう」と優しい声で言って、部屋に背を向けた。

　去り際に視界に入った梨沙さんは、大変ショックを受けていた様子で、口を両手で覆って固まっていた。

「百合絵さん。お茶出しを任せていいかな。すぐ戻る」

「もちろんでございます」

　そんな会話を済ませて、優弦さんは戸惑っている私を強引に部屋から連れ出す。

　部屋の中にいる三人のことを見れるはずもなく、私はされるがままに廊下を歩く。

　優弦さんの足取りは速く、いつもはポーカーフェイスな彼だけど、かなり怒っている気配を感じた。

「あ、あの、優弦さん……」

　ご丁寧に自分の部屋まで送られてしまった私は、戸惑いの声をあげる。

　元々昼から接待に付き合う予定だったのだろう。私服ではなくスーツ姿の優弦さんを見て、新鮮に感じる。

　部屋の中で困惑しながら彼を見上げていると、突然抱きしめられてしまった。

「すまない。嫌な思いをさせたね」

「え……」

「俺も、大人げない対応を見せてしまった」

　ぽんぽんと、子供をあやすように私の背中を撫でる優弦さん。

　発情してしまうのではと不安になったけれど、今はトクントクンと優しい心音が、自分の中から聞こえてくる。

　私は、ただの偶然が重なって、木島財閥との接待に巻き込まれただけだ。悪口も立ち聞きしてしまっただけなのに……。まさか優弦さんがあそこまで怒ってくれるとは思わなかった。

「君の仕事を貶けなすような言葉が聞こえて、黙っていられなかったんだ」

　その言葉に、再び心臓がうるさくなる。

　旦那様に何も期待していない私としては最早怒りの感情すら湧いていなかったけれど、そんな風に言ってもらえて救われた気がした。

　私のことで、こんなにも真剣に怒ってくれる人がいる……。しばらく味わってこなかった感覚に、胸がじんとしてしまった。

　トクン、トクン、トクンと、いつもと違う鼓動に心が温かくなっていく。

　そして、気づいたら、私もそっと彼の背中に手を回していた。

「世莉……？」

　初めて自分から、彼に優しく触れた。

　優弦さんは驚いたように私の名前を呼んで、固まっている。そんな彼の背中に回した腕の力を、私はさらに強める。

「ありがとうございます……代わりに怒ってくださって」

　素直な言葉が、するりと出てきた。

　優弦さんを知りたいと思うようになってから、少しずつ自分の中の毒が抜けているようだ。

　まだ、正直複雑な気持ちではあるけれど……今は、彼にありがとうと伝えたかった。

「世莉……」

　優弦さんの手が、するりと頬に伸びてきて、自然と顔を上向かされていた。

　彼はとんでもなく美しい顔で、切なげに私のことを見つめている。

　今、彼が感じていることを、全部知りたい――。

　でも、そんなことを伝えるには、もう少しだけ自分の気持ちの整理が必要だ。

　私は、優弦さんのことを、信じてみたいと思っている……。

　彼から目を離さずに見つめていると、ふっと視界が陰って顔が近づいてきた。

「え……」

　キスをされる。そんな状況であることに気づいた私は、ぎゅっと目を閉じた。

　しかし、唇には何の感触もなく、代わりに額に柔らかいものが触れた。

「ゆ、優弦さん……？」

「ごめん。驚かせたね」

　額を指で押さえて彼を見上げる。

　キスの直前に目を伏せた彼はとんでもなく色っぽくて、そのままの流れでついキスをしてしまいそうだった。

　私今、いったいなんてことを……。

　ハッと正気に戻り、必死に羞恥心と戦う。

　何とか平気なふりをするけれど、今、耳まで赤くなってしまっている気がする。

「じゃあ、俺は部屋に戻るね。世莉は仕事に専念して」

「は、はい。ありがとうございます……」

　私よりずっと平然とした様子で、部屋を出て行った優弦さん。

　障子が閉まった瞬間、私はペタリと畳の上に座り込んだ。

　彼が触れた場所全部が、いつまでもいつまでも熱を持っていて、熱い。

「これから、どうしたら……」

　自分の気持ちが、わからない。いや……、わかりたくない。

　そんなせめぎ合いが起こり、自分の心臓が爆ぜてしまいそうだ。

　憎んでいた人を愛することなど、ありえないこと。

　私は自分の心臓付近を手で押さえて、必死に感情を押し殺すしかなかった。




　side 優弦




　――お恥ずかしいことに、うちの嫁は学歴も家柄も梨沙さんの足元にも及びませんから。

　父親の汚い発言を聞いた瞬間、頭にカッと血が昇って、どうにかなってしまいそうだった。

　木島財閥の接待に強制的に参加しろと言われ、大切な患者がたくさんいる中、どうにか仕事に折り合いをつけて時間を作ってきた。

　懇意の仲である木島財閥は、うちとは切っても切れぬ縁があるらしく、父親は定期的にこうして会食の場を設けている。

　木島財閥の長女・梨沙さんとは、勝手に婚約者にされた仲で気まずく、俺的には二度と会いたくないと思っているけれど、先方の強い要望で呼び出されていたのだ。

　最初、父親は世莉も紹介すると強気でいたけれど、世莉を同席させるなら俺は出席しないと断言した。父親は必ず俺を取ると思ったからだ。

　正直、うちと木島財閥の縁なんて、汚い金で繋がっているとしか思えないし、そんな人間に世莉を会わせたくなかった。

　それなのに、なぜかお茶を持った百合絵さんと、入るタイミングをうかがっている世莉が部屋の前に立ち尽くしていたのだ。

　それを見ただけで怒りが頂点に達したというのに――聞こえてきたのはあの下世話な会話だ。

　今すぐに障子を蹴破って、父親の胸倉を掴み発言を撤回させたかった。

　けれど……。世莉は怒るどころか、百合絵さんの心配をしていたのだ。

　どこまでも冷静で心優しい世莉を見て……、怒りに任せて行動しようとしていた自分が恥ずかしくなった。

　しかし、反省したにも関わらず、俺は、部屋で世莉にキスを迫ろうとしてしまった。

　――ありがとうございます……代わりに怒ってくださって。

　恥ずかしげにつぶやく世莉を見て、気持ちを抑えられるはずがなかった。

　庇ひ護ご欲を一瞬で煽あおられて、気づいたら彼女に触れてしまっていたのだ。

　世莉の気持ちを考えもせずにあんなことをしてしまった自分が……、心から許せない。

「優弦さん……、あの、先ほどの会話は……」

　怒りに震えてずっと俯き押し黙っていると、今もまだ木島家の接待中だったことを思い出してハッとした。

　梨沙さんは、ずっと気まずそうな顔で俺の様子をうかがっている。

　空気を察した父親が、「私と似て、意外と愛妻家な一面があるだなんて、驚きでしたよ」と笑って俺の肩を叩いてくる。木島社長もそれに合わせて大きな声で笑った。

　何が愛妻家な一面だ……。自分の妻でさえ見下しているというのに……。

　冷めた目つきのまま梨沙さんを見つめると、彼女はびくっと肩を震わせ沈黙した。

　一度でも世莉を侮辱したことを、許せるわけがない。

　元々木島財閥には何の興味もなかったけれど、今日からはっきりと憎しみの対象になった。

「では木島さん、縁談の話はまた後ほど……」

「ええ。相良家の血筋の方なら安心です」

　どうやら今日は仕事の話の他、木島家の縁談の話もあって呼び寄せていたらしい。

　一度破談になった家に再び縁談の話を持ちかけるなど、どうかしている。

　けれど、木島家はとにかくうちの血筋であれば誰でもいいようで、俺の従兄弟を紹介されてまんざらでもない様子だ。

「では、私達はそろそろ失礼するかな。さあ、梨沙、行くよ」

「嫌です……」

「梨沙……？」

「私やっぱり、優弦さんと結婚したかったです……！」

　唇を噛みしめて、梨沙さんはそんなことを言ってのけた。

　木島社長も父親も、そんな梨沙さんの様子を見て驚いている。

　俺よりもひとつ年上だというのに、あまりに幼稚な発言に深いため息が出そうになった。梨沙さん自身は一度離婚経験があり、そのわがままさに夫が耐えられず、突然別れを告げられたと聞いている。

「梨沙。優弦君にはもう奥さんがいるんだ。諦めなさい」

「優弦さんが私と結婚してくださるなら、私が所持している土地の権利を相良家にすべて譲渡します！」

「こら、梨沙っ……何を勝手に！」

　木島社長が焦ったように言葉を制したけれど、彼女の様子は本気だった。

　まるで子供が悪あがきをしているような姿に、気持ちが氷点下まで下がっていく。

　ちらりと横にいる父親に視線を向けると、彼は土地の権利の話を聞いてまんざらでもない表情を抑えきれずにいた。

　なんて汚い人間ばかりなんだ……。

　早く世莉の元へ行って、彼女が静かに着物と向き合っている姿を眺めていたい。

　俺はこれ以上汚いものを視界に入れたくなくて、何も言わずに立ち上がると、「外まで送りますよ」とたんたんと返した。

「優弦さん……っ、最初は私と結婚する予定だったではないですか……っ。それを遺伝子の関係だけであの方と結婚なさるなんて……、そんな関係夫婦だとは」

「梨沙さん。何か勘違いしていますね」

　言い募る言葉を遮り、俺は虚無の視線を彼女に向ける。

「俺は彼女と結婚できてこの上なく幸せですよ。遺伝子などまったく関係ないところで妻を愛しています。ですので、何もご心配なく」

「え……」

「妻の気持ちは、わかりませんが」

　自虐気味に薄い笑みを浮かべる俺を見て、梨沙さんは絶望した顔になっていった。

　これで、ようやく諦めてくれただろうか……。

　もっと絶望させる言葉なら、いくらでも出てきそうだけれど、泣かせたら面倒なのでこの辺にしておこうと思った。

　まさか俺の方が妻に惚れ込んでいるなど、思ってもみなかったのだろう。

　世莉が玉の輿こしのような形で結婚したと思って嫉妬しているのなら、それは大きな間違いだ。

　俺が彼女にあげられるものなど、何もない。

　世莉から与えてもらうものの方がはるかに多いのだから。

「娘がわがままを言ってすまない。優弦君、困らせたね」

「はい」

　俺はあえて否定せずに、薄ら笑いのまま「はい」と答えた。

　木島社長は少し引きつった表情を見せたけれど、そんなことは関係ない。

　もうこれきりで、接待に呼ばれることはないだろう。

　俺と父親は外まで木島社長達を見送って、ようやくその日の接待を終えたのだった。




「おい。さっきの態度は何だ……？」

　高級車が見えなくなると、横にいた父親が低い声をあげる。

　俺は少しも動揺せずに「何がですか」と答えると、父親は激高して俺の胸倉を掴んできた。

「木島家は財界との繋がりも強い取引先だぞ！　いくらアルファの孫が生まれようと、人脈が狭まったら意味がない……。今後関係性を強化していくべき家だというのにお前は……！」

　もし俺以外の人間が父親にこんな風に迫られたら、腰を抜かしてしまうだろう。

　それほど父親の怒り顔は恐ろしく、まさに鬼という表現が似合う。

　こんな風に脅されて、いったい何人の医者がうちを辞めていったと思っているんだ……。

「取引先って……。医者は患者を助けることが仕事でしょう」

　吐き捨てるようにそう言い放つと、父親は俺の体を思い切り壁に打ち付けた。

　と言っても俺の方が身長がはるかに高いので、大した威力ではない。

　今すぐにでも出てしまいそうなため息を何とか我慢することに集中するしかない。

「まさかお前……、あの女に何か唆されたか」

「あの女……？」

　急に父親の声のトーンが焦った様子に変わったので、俺はすぐに聞き返した。

「雪島の娘に決まっているだろう。まさかあんな生意気な娘に惚れたわけでもあるまいし……」

「……は？」

「ふたりのことだからと放っておいたものの、まだ子作りもしていないようだし、お前達どうなっているんだ？　それでは雪島家と結婚した意味がないだろう」

　こいつ、何を言っているんだ……？

　子孫を残すことにしか、結婚した意味がないとでも……？

　怒りで頭の中が真っ白になり、思考が停止した。

　それと同時に、俺が今相良家のためにやるべきことを、さらに強く実感した。

　こんな人間を、いつまでもトップの座に置いておくわけにはいかない――。

　必ずこの手で変えてみせる。地位も名誉も、何を捨て去ったとしても……。

「子供を作ったら離婚して、木島財閥の娘と再婚させるのもありか……？　相当お前のことを気に入っているようだし」

　その言葉を聞いた瞬間、俺は自分の胸倉を掴んでいる父親の手首を強く掴み、勢いよく振り払った。

　恐らく全力で掴んでいただろう父親の手は、いとも簡単に外れて、父親は痛めた肩を押さえている。

「優弦、貴様……！」

「あなたのことを、心底哀れに思います」

「何だと……!?」

　暴言を吐き捨てた俺に殴りかかろうとした父親だったけれど、力では敵わないことを察したのか、途中で矛を収めた。

「そこまでお金が欲しければ、相良家の土地ごと売るなりなんなりしたらどうですか」

「お前に何がわかる……！」

「そろそろ気づいては？　この家に縛られているのは、もうあなただけだと」

　俺はそう言い残すと、怒りで震える父親をその場に置き去りにして歩きだした。

　必死に感情を抑えていたせいだろうか。

　手のひらには爪がかなり強く食い込み、内出血を起こしていた。

　自室に入ると、俺は本棚へ向かい、父親が執筆したバース性に関する本を手に取る。

　自分の無力さに絶望したあの夜、ビリビリに引き裂いたこの本。

「もう少しだ……」

　ぐっと本を片手で握りしめ、怒りを鎮める。

　そっと目を閉じると、病院で泣き叫んでいる世莉のことが浮かんでくる。

　彼女を救いたいなんて大それたことは思っていないけれど、どうか、心から笑ってくれる日がきたら……。

　俺にはもう、何も残らなくたっていい。










明かされる事実




　十二月には毎年、相良家の一大イベントである総会が開かれることになっている。

　政界の有名な方も来るようで、ドレスコードもかなり厳しく設けられていると聞いていた。

　どんな服装にすべきか悩み、冬の植物である椿つばきが施された赤い着物を選んだ。

　髪型はいつものように低めのシニヨンにして、着物の色が鮮やかな分、ボリュームを抑えよう。

　明日の着物の準備を終えた私は、仕事のメールをさばこうとパソコンに向き直る。

　もうすでに深夜の一時になろうとしている。目にくまができないように、もう寝なくては……。

　そんなことを思いながらメールを返していると、あるメールが目に留まった。

【相良病院で受けた差別について】

　告発するために、相良病院の悪い口コミを書いていた人にターゲットを絞って、ここ数年何人にも取材を申し込んでいた。

　こうした告発メールは一カ月に一本のペースで届いており、相当集まってきている。

　そっとメールを開くと、同じようにオメガ型の女性が、相良院長からひどい差別用語を言われたという内容だった。

　名指しで書いていないメールがほとんどだけれど、名指しの場合、ほとんどの確率で相良院長の名前が書かれている。

　逆を言うと、優弦さんの名前は一度も見たことがなく、やはり彼は旦那様とはまったく違う人間なのだとわかる。

　一度火傷を手当てしてもらったことがあるけれど、あんな風に真剣に患者と向き合っているんだろう……。退院した子供達からたくさん手紙が届いていることも、この前百合絵さんから聞いた。

　もし、私がこの告発内容をすべて明らかにしたら――、優弦さんを頼りにしている患者さんはどうなってしまうのだろう……。

　そんな考えが頭をよぎった。

　万が一、相良病院が閉鎖されることになったら、告発者の思いは報われるかもしれないけれど、その逆の人達もたくさんいるのだ。

　こんなこと、少し前までは考えたこともなかったのに……自分の考えがとても浅かったことに、幻滅する。

　私は告発メールをフォルダに移し保存すると、深い深いため息をついた。




「とてもお似合いです、奥様」

「百合絵さん、ヘアセットまでできるのね」

　すべて自分でセットしようとしていたけれど、髪やメイクは百合絵さんに任せてよかった。

　絶妙な色合いの赤い口紅が、椿柄の着物とよくマッチしている。

　髪の毛はシニヨンを今っぽく崩した形にセットしてもらい、いつもと違って新鮮だ。

　どうやらメイクとヘアセットが趣味らしく、いつも動画を観て勉強していたらしい。

　感心して鏡に映った自分を見ていると、百合絵さんは「お役に立てて光栄です」と少し照れくさそうにぼそっとつぶやいた。

　事前に百合絵さんに出席簿を見せてもらったお陰で、今日の会にどんな人が来るかはだいたい把握している。

　政治家から芸能人まで多岐にわたって招待しているようで、相良家の人脈の広さを改めて知った。

「もうこんな時間。百合絵さん、ありがとうございました」

「お迎えの車がすでに手配されています。優弦様と一緒にご乗車ください」

「え……」

　そうか。夫婦なのだから、同時に会場に入って当たり前だ。

　木島家とのことがあってから何となく気まずい気持ちでいたけれど、ふたりで車に乗らなくてはならないのか……。

　少し緊張している自分に気づき、私はふーっとひとつ深呼吸をする。

　大丈夫。いつも通りに過ごせば……。

「いってらっしゃいませ、奥様」

「いってきます」

　荷物を持つと、私は車が用意されている駐車場へと向かった。




　黒塗りの高級車の後部座席には、すでにスーツ姿の優弦さんがいた。

　専属のドライバーにドアを開けてもらい、優弦さんの隣に乗り込む。

「素敵な着物だね」

　目が合ってすぐにそんなことを言われ、ドキッとしてしまった。

「あ、ありがとうございます……」

「赤い着物も世莉に似合っている。綺麗だ」

　恥ずかしげに俯く私などお構いなく、優弦さんは歯の浮くような言葉をかけてくる。

　自分の顔が赤くなっていないか不安に思いながら、私は「とんでもございません」と小さく返した。

　優弦さんは左耳側の髪を少しあげていて、グレーの高級そうなスーツを身に纏っている。

　背が高く足が長いから、優弦さんはスーツがとても似合う。

　足を組んで私のことを愛おしげに見つめてくる優弦さんに、どんな反応を返したらいいのか悩む。

　――大切な妻を勝手に連れ出されては困ります。

　あのときの、優弦さんの真剣な顔が、いまだに頭から離れない。

　大切な妻と、堂々と宣言されたことにも……。

「ネイルも着物に合わせているんだね」

　突然手を取られ、じっと爪先を見つめられ、私は激しく動揺した。

　優弦さんの大きな手にすっぽりとおさまってしまった自分の手が、緊張で少しだけ震えている。

　彼が敵でないとわかった途端、こんなに少女のような反応になってしまうなんて……自分らしくなくて恥ずかしい。

「もしかして寒い？　羽織を取りに戻ろうか？」

「いえ、大丈夫です……！」

　寒くて震えていると勘違いした優弦さんがそんなことを言ってきたので、私は慌てて断った。

　優弦さんは「本当に？」と言って、私の手をぎゅっと包み込んでくる。

　――どうか相良家のすべてを、暴いてください。そして、変えてください。

　優弦さんの優しい顔を見ていたら、お義母様の言葉が、頭の中に蘇よみがえってきた。

　私は……真実を知りたい。彼の口から、直接。

　そして、どんな事実でも、優弦さんの言葉をそのまま信じよう。

　自分の判断で、そう決めたのだ。もうひとりで悶もん々もんと悩んでいても意味はない。

　この会が終わったら……相良家のすべてを確かめ、今後のことを話し合いたい。

　そう決意し、私は会場へと向かったのだった。




　誰もが知っている高級ホテルが会場となっていて、今日は一番大きなホールを貸し切っているらしい。

　ホテルに入ると、豪華な装飾が建物を埋め尽くしており、まるで美術館のようだと感じた。

　広いロビーには、浮き彫りの装飾が施された重厚感溢れるソファと机が置かれており、美しい中庭がガラス越しに広がっている。上を見上げると、今まで見たことがないほど大きなシャンデリアが煌きらめいており、その美しさに思わずため息が出そうになった。

　優弦さんにエスコートしてもらいながら中に入ったものの、こういう場所に来るのはかなり久々だったので、どうふるまったらいいのかわからないでいる。

　会場は、千人は余裕で入れるほど広く、すでに多くの人がお酒を片手に賑にぎわっていた。来年からは、私がこの会を仕切ることになっているので、よく見て勉強しておかなくてはならない。

　立食形式なので、ゲストは丸テーブルを囲んで楽しげに話し込んでいる。

　テレビで見たことのある人がすでに何人かいて、私の緊張はマックスになっていた。

「世莉。はぐれないようしっかり腕を組んで」

「は、はい」

「人が多くて疲れるだろう。最後までいなくて大丈夫だから」

　私を気遣うような言葉をかけてくれる優弦さんだけど、さすがこういった場所に慣れているだけあって、彼はまったく緊張していないみたいだ。

　通り過ぎる誰もが、優弦さんを見ると話しかけたそうにしている。

　私が隣にいるせいで話しかけられないと思っている人もいるかもと感じ、申し訳ない気持ちになった。

「やあ、優弦君。探してたよ」

　何とか存在を消して隣を歩いていると、六十代くらいの大柄の男性が、優弦さんの元に近づいてきた。

　優弦さんは彼を見た途端とても嬉しそうな顔になって、「大おお石いしさん、本日はありがとうございます」と頭を下げた。

　私も一緒に頭を下げて挨拶をする。

　優弦さんがこんなに心を開いている人なんて、もしかして貴重なのではないだろうか……。瞬時にそんなことを思った。

「紹介します。妻の世莉です」

「やあ、話は聞いていましたよ。さすが着物がよくお似合いだ」

「恐れ入ります……」

「世莉、この方は医薬品開発の社長の大石さんだよ。普段からとてもお世話になっているんだ」

　医薬品開発の社長さん……？

　そんなとんでもない人にいきなり紹介されるなんて。

　急に緊張してきた私は、もう一度ぺこっと頭を下げた。

　大石さんはとても優しそうな雰囲気で、黒い丸眼鏡がよく似合っている。

「大石です。今は、オメガ型の人間が、普通に暮らせるようになるための薬の開発を進めています。じつは、私の妻も偶然オメガ型でね」

「え……」

　オメガ型の抑制剤の開発を進めているという話は、やはり本当だったんだ。

　驚きつつも、大石さんの話に耳を傾ける。

「もし日常生活で困っていることがあったら、ぜひ意見を聞かせてほしい」

「大石さん……」

「優弦君の協力もあって、研究は予定よりも早く進んでますよ」

　大石さんの言葉に、優弦さんは「とんでもないです」と謙遜している。

　オメガ型が安心して暮らしていける世界を、優弦さんは本気で望んでくれているのだ……。

　そのことがとても嬉しくて、思わずじんとしてしまった。

「それにしても大きな会場だね。吉よし野の製薬の社長も来ていると聞いていたので挨拶をしようと思っていたんだが……」

「あ、それでしたらご案内させてください」

　優弦さんは咄嗟にそう答えてから、ちらっと私に視線を向けた。

　それから、囁き声で「着いて早々すまない。吉野社長は女性に絡みたがるから、今だけ休憩室で休んで待っていてくれないか」と耳打ちされた。

　私としては面倒な絡み方をされても躱かわせるので問題ないと思ったけれど、切実な表情の優弦さんを見てこくりと頷き、大石さんに向き直った。

「では、お邪魔しては申し訳ないので、私はここで一旦失礼いたします」

「いやいや、私はひとりで大丈夫だから、気を遣わずに」

「とんでもございません。オメガ型に関することで何かご協力できることがあれば、いつでもご連絡ください」

　にこっと笑みを浮かべてから、私は深々とお辞儀をした。

　大石さんはとても申し訳なさそうにしていたけれど、優弦さんがそっとエスコートに回った。

　しかし、優弦さんが一度こっちを振り返ってとても心配そうな顔をしたので、私は静かに頷いて「大丈夫です」というサインをした。

　そのサインを見て、「すぐに戻る」と口パクで伝えてから、優弦さんは人ごみの中に消えていく。

　大石さん、とても優しそうな方だった。

　奥様がオメガ型だと言っていたけれど、もっとお話を聞いてみたかったな……。

　そんなことを思いながら、私は優弦さんの言葉に甘えて、二階の休憩室を目指そうと一度外に出る。

　どうも人ごみは昔から苦手で、疲れてしまう。

　廊下に出ると幾分か人が少なくなって、私はひとつ深呼吸をした。

「どうも。おひとりですか？」

　窓から中庭を覗いてぼうっとしていると、ふと見知らぬ男性に話しかけられた。

　見た限り私と同年代か少し若く、茶髪に染めた髪の毛をオールバックにしている。

　急に話しかけられたことに驚きつつも、私はぺこっと頭を下げた。

「お名前は？　僕は内うち田だ医院の跡取りの内田誠まことです」

　内田医院……。県内で二番目に大きな病院と聞いたことがある。

　跡取りということは院長の息子か。この若さならまだ研修医か、もしかしたら医大生かもしれない。

「相良世莉と申します」

　警戒しつつも自己紹介をすると、彼はにこやかな笑顔を消してピクッと片眉を動かした。

「相良……？　もしかして、あの相良優弦さんの奥様ですか？」

　急に真顔になった内田さんは、確認するようにそんな質問をぶつけてくる。

　戸惑いつつ「はい」と返事をすると、途端に彼はニッと口端をつり上げ、目を怪しげに細めた。

「ということは、あなたが雪島家のオメガ型の女性……」

「え……？」

　なぜそんなことを知っているの、という顔をすると、彼は「相良院長が触れ回ってましたよ。ついに運命の番が生まれたって」と、言葉を続けた。

　途端に、内田さんの視線がいやらしいものに変わった気がして、私は思わず二の腕をさすって後ずさりする。

「オメガ型の人間なんて滅多に出会えないですから、光栄です。今日この会場にいるのは恐らく全員アルファ型ですよ」

「何型とか、あまり関係ないと思いますが……」

「丁度退屈なパーティーで飽き飽きしてたんです。ちょっとふたりで飲みませんか」

　急に手を掴まれて、その瞬間ビリッとした感覚が走った。

　まるで、優弦さんに初めて触れられたときと同じような……。

　戸惑った視線を内田さんにぶつけると、彼は、目に見えてわかるほど興奮しきった顔をしていた。

「アルファとオメガの相性は最高って、本当だったんだ……」

「ちょ、離してください……！　んっ」

　思い切り手を振り払うと、敬語を止めた内田さんは急に私の口を手で押さえてきた。

「口答えするなよ。オメガなんて黙って優秀なアルファに抱かれてればいいんだ」

「っ……！」

「君も、本当は触ってほしくて仕方ないんだろう？」

　腰に手を添えられて、ゾクリと全身に鳥肌が立つ。

　完全にオメガ型を見下した発言に、怒りが頂点に達した。

　腕の力で勝てないと思った私は、自分の口を塞いでいる彼の手に思い切り嚙みつく。

「痛って……！　おい、お前ふざけるなよ！」

　すぐに逃げ出そうと思ったけれど、とんでもない力で両手首を掴まれ、柱の陰に押し付けられた。

　まずい。完全に死角に入られてしまった……。どうすれば……。

「オメガごときがアルファに逆らいやがって……！」

「その差別的発言、全面的に撤回して頂けますか」

「調子に乗るんじゃねぇよ……！」

　バッと腕を振り上げられ、私は殴られると思いギュッと目を閉じた。

　しかし、いつまで経ってもどこにも痛みが走らない。

　恐る恐る目を開けると、そこには鬼の形相で内田さんを見下ろす優弦さんがいた。

「おい、誰の女に触ってるんだ」

　地を這うような、低い声。

　私に向けられた言葉ではないのに、その恐ろしさにゾッとした。

　さっきまで威勢のよかった内田さんは優弦さんを見るなり「え……いや」と言葉を濁して目を泳がせまくっている。

　まるで、ライオンと子ウサギのように見えるほど、ふたりの間には圧倒的な力の差があると感じた。

　いつも冷静な優弦さんは怒り心頭と言った感じで、内田さんの手をひねり上げた。

「簡単に許されると思うなよ……。二度と表に出られないようにしてやろう」

「ひ、ひぃ……！　申し訳ございません……！」

「優弦さん！」

　このことで、もし優弦さんの立場に何かあってはならないと思い、私は優弦さんの行動を制した。

　私の大きな声に、優弦さんは少し正気に戻るも、怒りの火は消えていない。

「も、申し訳ございません……！　相良さんの奥様だとはつゆ知らず……！」

「もっとマシな言い訳をしたらどうですか……内田誠さん」

「い、いえ、その……」

「このことは、内田院長によくよく伝えておきます」

「そ、それだけは……！」

　縋すがるような声をあげる内田さんを睨みつけて、優弦さんは「二度とうちに関わらないで頂きたい」と言い捨てた。そして、勢いよく内田さんの手を振り払う。

　内田さんは痛めた手首を押さえながら、情けないほどぺこぺこと頭を下げて、会場の中へと戻っていった。

　唖然としながらその様子を眺めていると、突然視界がぐるっと変わり、足が宙に浮いた。

「えっ、優弦さん……!?」

「ゲストルームで手当てをしよう」

「ど、どこも怪我してないです！　大丈夫ですから……！」

　突然お姫様抱っこをされて慌てて制すも、優弦さんはまったく聞いてくれない。

　そのまま階段を上がり、二階にあるゲストルーム――と言っても、豪華な宿泊室に運ばれてしまい、キングサイズのベッドの上に優しく寝かされた。

　優弦さんは、思い切り戸惑っている私の顔をそっと撫でて、苦しそうに眉を顰める。

「すまない。俺がずっとそばにいればこんなことには……」

「優弦さん、大丈夫です。何もされていないですから」

「怖かっただろう」

　そう言って、私を見下ろしながら優しく手首を包み込んでくる優弦さん。

　内田さんに思い切り掴まれたせいで、赤く腫れていたのかもしれない。それでも、我慢できないような痛みではない。

　あまりに優弦さんが辛そうな顔をしているので、私はどうにかして宥なだめてあげたいと思い、もう一度「大丈夫です」と言いながら、優弦さんの手を握りしめた。

　一心に私を見つめている優弦さんをベッドから見上げると、いつも以上に色っぽく感じてしまい、心臓がドクンと跳ねる。

　グレーのスーツを見事に着こなしている優弦さんは、さっきからずっと切なげな表情をしている。

　そして、何かを決意したように私の手をぎゅっと握り返して、ゆっくりと口を開いた。

「世莉を手に入れたいんじゃない。俺は……世莉を守るためにも、そばにいたいんだ」

「え……？」

「世莉は俺に守られるなんて望んでいないだろうけど、そんなことは関係ない。実際にこういうことが起きているし、現実は残酷で、俺はアルファで君はオメガという事実も一生変わらない」

「優弦さ……」

「だから、耐えられない。君にこんな思いをさせることは、もう二度と……」

　優弦さんに、珍しく早口で捲し立てられ、私は言葉を飲み込んだ。

　どうしてこんなに、私のことを真剣に思ってくれているのかわからない。

　だって私は……優弦さんに何も返せていない。

　こんなにそばにいたら、フェロモンの関係で優弦さんも正気を保っていられないはずなのに、彼はちっとも様子を変えていない。

　きっと、必死に耐えているんだろう……私のために。

「でも、世莉を守りたいと思うのは俺の勝手だ。だから、世莉の気持ちが固まるまで、俺は何十年だって待つ。そのときまで……、番関係は結ばない」

「番関係を結ぶ……？」

　資料のどこかに書いてあった気はするけれど、思わず聞き返してしまった。

　優弦さんはハッとしたような顔をして、「一方的に話してすまない」と謝った。

　私はふるふると首を横に振って、そっと起き上がり、優弦さんの顔を真っ直ぐ見つめる。

「番関係を結ぶと、互いにしか欲情しなくなるんだ。だから、さっきのように他の誰かに襲われるような可能性も……低くなる」

　耳にしたことはある情報だったけれど、優弦さんの口から聞くと信しん憑ぴょう性せいが増してくる。

　もしそんなことができるなら、愛し合っているふたりなら番関係を結ぶに越したことはない。

「でも、結ぶって、いったいどうやって……？」

「君の、ここを咬かむ」

　スッとうなじを人差し指と中指で撫でられて、ゾクッと肌が粟立つ。

　もし、番関係を結んだら、私は優弦さんにしか欲情しなくなり、優弦さんも私にしか欲情しなくなるということだ。

　想像しただけで体が熱くなり、思考が止まってしまった。

　そんな私を見て、優弦さんは安心させるようにふっと目を細めた。

「大丈夫。世莉の同意なしには、絶対にそんなことはしない。もし番関係を結んだとしても、世莉に手を出したりはしない。さっきみたいなやつに予防線を張りたいという、ただの俺のわがままだ」

「え……」

「怖かっただろう。今、水を持ってくるから」

　ベッドから立ち上がり、水を取りに行こうとした優弦さんの服を、気づいたら掴んでいた。

　優弦さんは少し驚いたように目を見開いている。

　私は優弦さんの服を掴みながら、ずっと訊きたかったことを今口にしようと決めた。

「私は……相良家を心底憎んでいました」

　私の言葉に、優弦さんはピタッと動作を止める。

　そして、悲しそうに目を伏せて、再びベッドの上に座った。

「祖母が相良病院に運ばれたとき……、優弦さんはあの場にいましたね」

「……ああ」

　私の言葉に、優弦さんは嘘偽りのない瞳のまま頷く。

　過去のことを思い出すのは、とても勇気がいる。

　声も手も震えてきて、たどたどしい話し方になってしまう。

　だけど、私は確かめたいのだ。

　この人を――優弦さんを、信じていいのか。

　……愛していいのかを。

「優弦さんは、あの日のことを、後悔していますか……？」

　泣かないように精一杯堪えながら、切実な声でそう問いかけた。

　優弦さんは私の言葉に瞳を震わせ、長い長い沈黙が続いた。

　ドクンドクンと心臓が不安で激しく鼓動しているというのに、私は絶対に優弦さんから目を離さなかった。

　彼の口から、真実を聞きたかったから。

「あの日のことを忘れたことは一度もない」

　掠れた声が部屋に響いて、胸が軋んだ。

「自分の非力さを……あれほど憎んだ日はないよ」

「優弦さん……」

「世莉が部屋に忍び込んできたあの夜。世莉に殺されても仕方がないと思った。すべて覚悟してこの結婚を受け入れた」

「え……？」

「けれど、そんなことを梅さんは望んでいないと思った……」

　おばあちゃまの着物を捨てられたあの夜。

　私は、優弦さんの首を絞めようとしていた。

　殺されても仕方がないなんて、そんな覚悟の上でこの結婚を受け入れたなんて……。

　優弦さんは真剣な顔で私を見つめたまま、たんたんと言葉を続ける。

「でも、それは俺の勝手な判断だ。世莉が俺を殺したいと言うなら、受け入れる」

「な……」

「相良家を破滅させたいと言うのなら、それも全部受け入れる」

「何を……言ってるんですか……」

「俺はただ、世莉がこれ以上泣かないで済むことだけを、望んでいる」

　今まで感じたことのない切ない感情が込み上げてきて、私は下を向いた。

　どうして……？

　どうしてこの人は、私のためにそこまでしてくれるの。

「いつか、話さなければと思っていた。辛い話を、世莉の方からさせてすまない」

「優弦さん……」

「世莉と少しでも夫婦になれたことが幸せで、ここまで来てしまった。世莉が家に戻りたいと言うなら、いつでも支援するから」

　初めて聞かされた、優弦さんの本音。

　私はただ困惑するばかりで、上手く言葉を返すことができない。

　彼が今までどんな思いで私に接してきたのか……想像するだけで、胸がギュッと苦しくなった。

「まだ、訊きたいことがあります……」

「うん、何でも訊いて」

「どうしてそんなに、私のことを思ってくださるんですか……」

　最後に力なく問いかけると、優弦さんは斜め先を見上げて、何かを思い出そうとしている顔をした。

「専門学校の着物デザインコンペで優勝したときの写真を、梅さんが送ってくれたことがあった」

「えっ、そんなことが……？」

　まったく以て初耳な話に、私は思わず大きな声をあげてしまう。

　専門学校時代まで遡ることにも驚いたし、おばあちゃまが勝手に写真を届けていたことにも驚愕した。

「そのときの世莉が、すごく輝いた瞳をしていて……。俺もまだ研修医時代だったから、勝手に励まされた気持ちになったんだ」

「そう……だったんですか」

　優弦さんはふっと目を細めて、懐かしそうに語っている。

　私は昔の写真を見られていたことを知り、気恥ずかしい気持ちになった。

　優弦さんは、婚約相手の私なんかには、一切興味がないと思っていたから……。

「正直、世莉には当初、同情めいた気持ちしかなかったけれど……、その写真を見たとき、世莉が大切にしたいものだけは、何があっても守ってあげたいと思ったんだよ。不思議と」

「え……」

「随分勝手な感情だけど、よく覚えている」

　そう言って微笑む優弦さんを見たら、咄嗟に彼のことを抱きしめたいと思ってしまった。

　私は……ずっとずっと、自分の運命を呪って、相良家を憎んで生きてきた。

　アルファ型だからとかオメガ型だからとか、そんなことで人生を左右されて、見下される日々。

　相良家に嫁ぐ前は、憎しみの感情を煮えたぎらせていた。絶対に許さない、破滅させるという覚悟で。

　だけど……、優弦さんに出会って、何度も助けられて、優しい言葉をかけられるたびに心が揺らいだ。

　そしてそんな自分が、許せずにいた。

　まさか、憎むべき相手を愛してしまうなんて……そんなことはありえないと。

　だけど今、心からこの人を抱きしめたいと思っている。

　遺伝子など関係なく……、優弦さんを愛しく思っている。

　私は思いのままに、優弦さんに正面から抱きついた。

「世莉……？」

　戸惑いの声に、私は何も答えることができない。

　胸がいっぱいで、言葉が出てこない。

「……世莉、危ないから離れて」

「……離れません」

　私を案じて、優弦さんがそっと肩を掴んだけれど、私はより一層腕の力を強めた。

　優弦さんの鼓動が速くなっていくのを感じて、愛おしくなる。

「世莉……、これ以上は」

「……好きです」

　言い募る言葉を遮って、隠していた思いを言葉にした。

　もう、認めるしかない。私は、優弦さんのことを愛している――。

　恨んでいたはずなのに、いつのまにか自分の中で大きな存在になっていた。

　彼が微笑むたびに胸が苦しくなり、体に触れられるたびに熱くなる。

「優弦さんのことが、好きです……」

「世莉……？」

「こうして認めるまで、ずっとずっと、苦しかった……っ」

　遺伝子の作用なんて関係ない。

　私の感情が、心が、彼を求めていることに気づいてしまった。

　優弦さんは突然の告白で完全にフリーズしてから、私の顔を覗き込んできた。

「……君の本心だと思っていい？」

　真剣な瞳に見つめられてドキッとしながらも、私はこくりと頷く。

　優弦さんが好き。それはもう、紛れもない事実だった。

　私の頷きを見て、優弦さんは信じられないというように息を吐くと、私の方にこつんと額を乗せてくる。

　心の整理がついていないようだったので、私はちゃんと自分の気持ちを説明したいと思った。

「優弦さんは、旦那様が書かれた本を、破っていましたね……」

　自分の気持ちも一緒に整えるように、ゆっくり過去を遡ってみる。

「なぜそれを……」

「すみません、勝手に部屋に入ったときに見てしまいました。でもきっと……あのときからです」

「あのときから……？」

「あのときから、優弦さんのことを知りたいと思うようになりました。あの本はまるで、優弦さんの心のようで……」

　そう言うと、優弦さんはそっと顔を上げて、私の顔を真っ直ぐ見つめてきた。

　最初は驚いた顔をしていたけれど、だんだんと力が抜けて、優弦さんを覆っていた何かが剝がれ落ちていく。

　今日という日まで、彼はいったいどれだけの後悔をひとりで背負ってきたのだろう。

　たくさんの葛藤があの本の中に詰まっているのを感じて、優弦さんのことを知りたいと思っていた。

　今までだましだまし気持ちを抑えてきたけれど……もう限界だった。

　しばらくの沈黙の後、優弦さんは、そっと私の頬に手を添えて顔を上向かせる。

「全部嘘だと言ってももう、止められないよ」

「はい、止めないでください……」

「……本当に上手だね、俺の理性を壊すのが」

　優弦さんの美しい顔が近づいてきて、次の瞬間、深い口づけが降ってきた。

　溶けてしまいそうなほど優しいキスに、体中の力が抜けていく。

「世莉……、愛してる」

　キスの合間にそう囁かれて、胸が焦げる。

　いつのまにか体がベッドに沈んでいて、優弦さんに覆い被されていた。

　彼は愛しげな目で私を見つめたまま、親指で優しく私の唇を撫でる。

「もう二度と、誰にも触れさせない」

「優弦さん……あっ、待っ……」

　さすが着物を着慣れているせいか、あっという間に帯を緩められていた。

　太ももを大きな手でそっと撫でられて、ふいに甘い声が漏れ出てしまいそうになる。

　優弦さんを好きだと認めたら……、心がとんでもなく軽くなった。

　今まで抑え込んでいた感情が溢れ出て、なぜか涙に変わっていく。

　……愛おしい。何があっても、彼のことを守りたいと思う。

「世莉……？」

　泣いている私を見て、心配したように優弦さんが頬を撫でてくる。

　私はふるふると首を横に振って、ちゃんと今の気持ちを言葉にしようと思った。

「優弦さんに気持ちを伝えられて、ほっとしたんです……」

「え……」

「一生、認めてはいけない感情だと思っていたので……」

　そこまで言うと、言葉を塞ぐように再び深いキスをされた。

　さっきよりもずっと強引で、激しく甘いキスに、脳が溶けそうになっていく。

　完全に発情状態になっているけれど、自分の感情と体が結びついているだけで、全然多幸感が違う。

　私はこの人を愛しているから、触れてほしいのだ。

「世莉のすべてが欲しい……ずっとそう思っていた」

「あっ、優弦さんっ……」

「もっともっと俺に欲情させて……、何も考えられないようにしたいと……」

　首や肩口にキスをされ、どんどん下の位置に唇が移動していく。

　甘い刺激が走り、思わず声が漏れ出てしまい口を手で隠したけれど、すぐに優弦さんによって剥がされてしまった。

「隠さないで。世莉の全部が見たい」

「は、優弦さん……っ、ん……っ」

「愛してる、世莉……」

　その言葉に、私も涙ながらに頷く。

「私もです、優弦さん……っ」

　そっと彼の背中に手を回すと、グッと力強く引き寄せられた。

　愛してはいけない人を愛してしまったと思っていた。

　けれど、彼は偶然相良家に生まれたというだけで、誰よりも優しい心を持っていた。

　家でくくって見ていた自分は、なんて浅はかだったのだろうと思う。

　それこそ……オメガ型に対する差別とそう変わらないものだったかもしれない。

「世莉を、もう一生離したくない……」

　優弦さんが切なげな声で囁き、体が疼く。

　この先、誰も信じないし、何にも期待しない。

　そう思っていたのに、自分よりも大切だと思える人に出会ってしまった。

　苦しいくらいに、優弦さんが愛おしい。

「優弦さん……、ずっとそばにいてください」

　私の言葉に、優弦さんは今まで見た中で一番優しい笑みを返してくれた。

　それを見ただけで、私の目からは再び涙がこぼれ落ちてしまったのだった。




　side 優弦




　――優弦さんのことが、好きです。

　その言葉を聞いた瞬間、夢の中にいるのかと思った。

　過去のことを問いただされ、もう完全に終わりだと思っていたから。

　今までずっとギリギリのところで感情を抑えてきたけれど、もうそばにいることも許されないと自覚していた。

　世莉を元の場所に帰してあげることが、一番彼女のためになると……そう思っていた。それなのに……。

　――あの本はまるで、優弦さんの心のようで……。

　その言葉を聞いた瞬間、すべてのタガが外れてしまった。

　ずっとひとりで抱えていた暗い部分に、光が差し込んだようだった。

　世莉が愛おしいという感情以外のすべてが吹き飛んでしまい、気づいたらキスをしていた。

　初めてした彼女とのキスは想像以上に甘く、遺伝子の作用も相まって、意識が飛んでしまいそうなほどだった。

　世莉のすべてが欲しい――。そんな独占欲に駆られて、世莉の奥深くに触れたいという感情で溢れてしまった。

　その声も、髪も、体も、もう他の誰にも見せたくない。

　内田医院の跡取りに触られているところを見たときは、我を失うほど怒りの感情に襲われた。このまま強引にでも番って、世莉を自分のものにしてしまいたいと思ったほど。

　そんな自分が恐ろしくて、もう離れた方がいいのかもしれないと考えた矢先に、まさかあんなことを言われるだなんて……。

　すべてを委ねてくれる世莉を見て、気がおかしくなりそうなほど、欲情していた。

　大切だから、壊したくない……。

　同時に、そんな恐怖心も芽生えたけれど、世莉はそんな俺の気持ちを吹き飛ばすように、背中に腕を回してくれた。

　――優弦さん……、ずっとそばにいてください。

　健気すぎる言葉に、心臓がどうにかなってしまいそうだった。

　その言葉を聞いて、ひとりで生きてきた世莉のそばにいることが、俺にできる唯一のことだと思えた。

　世莉が望んでくれる限り、彼女のそばにいよう。

　そう思いながら、俺は宝物に触れるように、世莉を抱いた。




　カーテンから漏れた眩しい日差しに起こされて、俺は目を開けた。

　昨日は、世莉が寝たのを確認してからひとりで会場に戻り、取引先に挨拶を済ませた。

　と言っても、俺の目的は大石さんに挨拶をすることだけで、他の芸能人や政治家には一切用がなかったけれど。

　声をかけられるがままにテキトーに挨拶を済ませてから、俺は再び世莉がいる部屋へと戻ったのだった。

　相当泣き疲れていたのか、世莉は俺が戻ってきても起きることはなく、着物が皺になる前に部屋着にだけ着替えさせた。

　そして今、目が覚めても横に世莉がいることに、ひどく安堵している。

　彼女の存在を確かめるように頬を指で撫でると、世莉はうっすらと目を開けた。

「あれ……」

「すまない。起こしたか」

「え……、もう朝ですか……？」

　初めはぼーっとしていた世莉だけど、だんだんと今の状況を理解したのか、顔を青ざめさせていく。

　何かを不安に思ったのかバッと布団の中を見て、世莉はすでに寝間着に着替えていることに驚いていた。

「もしかして、優弦さんが……？」

　カーッと赤面しながら問いかけてくる世莉が、愛らしくて仕方がない。

　そのまま何も言わずに見つめていると、世莉は「申し訳ございません……私あのまま……」と小さな声で謝ってきた。

　全部の動作が愛おしいと思いながらも、俺は世莉の頭を優しく撫でた。

「昨夜は無理をさせすぎたな。すまない」

「い、いえ……」

「世莉。もっと顔をよく見せて」

　恥ずかしがって布団の中に顔をうずめようとする世莉をそっと制して、俺は彼女の頬に手を添える。

　そしてそのまま、ちゅっと額にキスを落とした。

「ゆ、優弦さん……っ」

　怒ったような口調で名前を呼ぶ世莉が可愛くて、俺はにこやかな笑みを返す。

　このままずっと彼女のことだけを眺めていたい。

　世莉は額を手で押さえたまま恥ずかしげにしていたけれど、猫のようにそっと俺に近寄ってきた。

「夢じゃなくて、よかったです……」

　俺の浴衣を掴んで、そんなことをつぶやく世莉に、また理性が飛んでしまいそうになる。

　俺はそっと世莉の体を抱き寄せて、胸の中にすっぽりと収めた。

　大人しく抱きしめられている世莉が大切すぎて……、怖くなる。

〝夢じゃなくてよかった〟

　俺も、目覚めた瞬間同じことを感じた。

　世莉に自分の思いを伝えていい日など、一生訪れないと思っていたから。

「夢じゃないよ」

「優弦さん……」

　今度は世莉の耳にキスをすると、彼女はくすぐったそうに体をくねらせる。

　そのまま「愛してる」と、もう何度目かの告白を囁いた。

　途端に世莉は大人しくなり、俺の背中に子供のように腕を回してきた。

　いつもは凛としている世莉にこんな一面があるだなんて……嬉しい誤算すぎて胸が苦しくなる。

「世莉。あんまり可愛い態度を取られると……危ない」

「そ、そうやって優弦さんが恥ずかしいことを言ってくるからですよ……」

「全部本当のことを言ってるだけだよ」

　体を離して世莉の顔を覗き込むと、彼女はたしかに顔を真っ赤にしていた。

　こういうときは、自分は感情が顔に出づらいタイプでよかったと心底思う。

　世莉が愛おしいという感情が、体の中で暴れている。

　しかし……、俺にはまだ向き合わなければならないことがある。

　このまま幸せな時間を堪能していたかったけれど、俺は世莉の笑顔を守るためにもちゃんと話そうと決意した。

「家に戻る前に、君に話さなければならないことがある」

「え……？」

　何年もかけて準備をしてきたことを実行するまで、あともう少しなのだ。

　まだ世莉に詳細を話すことはできないけれど、俺は信じてほしい気持ちを込めて、目を逸らさずに世莉を見つめた。

「まだ詳細を伝えられずすまないが、相良家の今後を正すために俺がこれからする行動を、見守っていてほしい」

「優弦さん……」

「ひとつだけはっきり言えることは、俺は君を裏切ったりはしない……絶対に。だからそのときまで、待っていてほしい」

　切実な思いでそう打ち明けると、世莉は目を丸くして俺のことをじっと見つめた。

　不安で鼓動が激しくなっていたけれど、世莉はふっと目の力を緩めて笑う。

「わかりました。待っています」

　咲き誇る花のようなその笑顔に、ますます惚れ込んでしまいそうになる。

　俺は「ありがとう」と抱きしめながら囁いて、強くあることを胸に誓った。

　必ず、この腐った相良家を変えてみせる――。

　そのためにずっと、父親に対する怒りをどうにか抑え込んできたのだ。

　世莉を強く抱きしめながら、俺は計画実行までの決意を改めて固めたのだった。




　side 世莉




　月が近くに感じる。

　優弦さんと結ばれてから、一週間が過ぎた。

　今日も優弦さんの帰りは遅く、朝に一度顔を合わせたきりだ。

　居間でばあやと一緒に夕食を食べ終えた私は、障子の隙間から見える月を見上げて、優弦さんのことを思っていた。

「世莉お嬢様、ようやくゆっくり夕食を食べられるようになってよかったですね」

「蕪かぶのあんかけが美味しかったわ。ばあやの料理は落ち着く」

「またいくらでも作りますよ」

　私も着物の受注が溜まっていたこともあり、余韻に浸る暇もなく忙しい日々を送っていた。

　あの日の優弦さんを思い出すと、体の内側から熱が込み上げてくる。

　私を見つめる優しい瞳や、壊れ物を触るかのような手つき……かと思えば、キスは深く強引で、息をつく暇もなかった。

　鍛え上げられた体はただ美しく、彼が目を伏せるたびに心臓が苦しくなった。

　私はただついていくのに必死で……、部分的にしか覚えられていないほど。

「世莉お嬢様、何かお考えごとですか？」

「あっ……、ごめんばあや。何か話しかけてた？」

「いいえ、珍しくお嬢様がぼうっとしてなさるので、不思議に思っていました」

　まずい。つい意識を遠くに飛ばしてしまっていた。

　ハッとした私は慌ててばあやに視線を戻し謝ったけれど、ばあやは少し間をおいてから「優弦さんと何かありましたか？」と訊いてきた。

「え……」

「優弦さんの帰りを気にしているようでしたので」

「そ、そんなにわかりやすかったかしら……」

　ばあやの勘は鋭い。さすが長年雪島家を支えてくれただけある。

　恥ずかしくなって口ごもったけれど、ばあやはにこやかな笑みを浮かべている。

「仲良くしていらっしゃるのなら、よかったです」

「ばあや……私……」

「優弦さんは、いい人だと思いますよ。私も」

　ばあやは、祖母が病院に運ばれたときのことを知らない。

　だから、私がどんな思いで相良家に嫁いできたかもわかっていないはずだけれど、きっと私達のことで心配させていただろう。

　私と優弦さんはただ遺伝子で結ばれただけの夫婦だった。

　そんな夫が今、こんなにも心の支えになっているだなんて……。

「この結婚で幸せになれるとは思っていなかったの。だから、受け入れるまですごく時間がかかって……」

　憎しみの気持ちだけ持ってこの家に嫁いできたとはさすがに言えない。

　だけど、ばあやの前で嘘はつきたくなくて、今までの複雑な感情の変化をちゃんと伝えておきたいと思った。

「正直、今も相良家に嫁げてよかったとは思えない。この家の方針に賛同できない部分があるの」

「えぇ……」

　ばあやは穏やかな表情で、私の話に耳を傾けてくれている。

　私は深呼吸をして気持ちを整えると、真っ直ぐばあやのことを見つめた。

「でもね……、優弦さんの妻には、なれてよかったとは思う」

「世莉お嬢様……」

「最近までずっと彼のことを誤解していたけどね」

　苦笑交じりに返すと、ばあやは物凄く安堵したように笑みをこぼした。

「世莉お嬢様が幸せなら、それでいいんです」

「ばあや……」

「人生を共にしたいと思う人を、どうか大切に」

　そっと手を包み込まれて、ばあやの優しい気持ちが直接伝わってきた。

　人生を共にしたいと思う人と聞くと、優弦さんの存在がとてもしっくりくる。

　随分と遠回りをしてしまったけれど、あのとき勇気を出して気持ちを伝えてよかったと心から思う。

「ばあや、ありがとうね」

「いえいえ。こちらこそ嬉しい話をありがとうございます」

「私、優弦さんのこと、とても好きよ」

　心からの言葉を伝えると、ばあやもとても嬉しそうに目を細めた。

「ですって、優弦さん」

「……え？」

　しかし、いきなりばあやの視線が障子の方に移動した。

　驚き私も首を横に向けると、そこには紺色のニット姿の優弦さんがいた。

　いつのまに帰っていたの……？

　もしかしてばあや、途中から気づいていた……？

「すまない。声をかけるタイミングをずっとうかがっていたんだが……」

　少し気まずそうにしている優弦さんの反応を見て、恥ずかしい会話を聞かれてしまったことがすぐにわかった。

　すぐに羞恥心でいっぱいになり、恐らく確信犯であるばあやを恨めしく思った。

「お、お帰りなさいませ……」

　赤面しながら俯いてつぶやくも、ばあやはそんな私達を見て楽しそうにしている。

「新婚というのは初々しくていいですね」

「ばあや……っ」

　恥ずかしすぎて、冷やかしを制すようにばあやを呼ぶも、まったく効果はなかった。

　ばあやはすっと立ち上がると、「あとは若い者ふたりでどうぞ。お食事はあとで下げに来ますから」と言って部屋を出ていこうとした。

「えっ、待ってばあや……！」

「優弦さんの帰りをずっと待っていたじゃないですか。邪魔はできませんよ」

　この状況でいきなりふたりきりにされるなんて、どうしたらいいのかわからない。

　思わずばあやを止めようとしたけれど、ばあやはササッと部屋を出て行ってしまった。

　残された優弦さんと、見つめ合ったまま沈黙が生まれる。

「あ、あの……会話はどこから……」

「この結婚で幸せになれるとは思っていなかった、あたりだな」

　そこから聞かれてしまったのか……。この家に嫁いでよかったとは思えないなんて言ってしまったし、随分心証も悪いことだろう。

　しかもそれに止まらず、後半ではあんなにこっぱずかしい台詞を吐いてしまった。

　すっかり舞い上がっていると呆れられてしまっただろうか。

　恥ずかしい……。すべての発言を撤回したい。

　何と言葉を返したらよいのかわからないまま俯いていると、視界が陰った。

　優弦さんの影が自分の膝に伸びてきたのを見てふと顔を上げる。

「世莉」

　透き通るような声で名前を呼ばれ、気づいたら唇にキスを落とされていた。

　私は目を瞑る隙もなかったので、そのまま唇が離れるまで茫然と優弦さんの美しい顔を見つめてしまった。

「え……？」

「あんなに可愛いことを言われたら、我慢できなかった」

　真顔でそんなことを囁かれ、全身に熱が帯びていく。

　唇が触れただけで沸騰したように体が熱くなってしまう。

　優弦さんは意外と恥ずかしげもなく甘い言葉を言ってきたりするので、そのたびに私は少女のように戸惑ってしまうのだ。

　自分の恋愛経験が乏しいことを知られたくないから、必死に平静を装おうとしているのに、優弦さんはそこを軽く超えてくる。

「す、すみません。優弦さんの存在にまったく気づいていなくて、私……」

「じゃあ、妻になれてよかったという言葉も、好きという言葉も、君の本心だと思っていいね？」

　優しく問いかけつつ迫って来る優弦さんに、思わず身じろぐ。

　一番聞かれてほしくなかったことを、彼はしっかり聞いていた。

「世莉。俺はまだ夢のようなんだ。こうして君に触れられるのも……」

「あ……」

「だからもっと、嫌というほど君の本心を聞かせてほしい」

　頬を大きな手で包み込まれ、思わずピクッと体が跳ねる。

　その反応を見て火が付いたように、優弦さんは再び私に深いキスをしてきた。

「あっ……優弦さ……んっ」

「こんなに俺の心をかき乱してくるのは……、この世で世莉だけだ」

「か、かき乱してなんて……あっ」

　首から鎖骨にかけてキスをされ、思わず甘い声が漏れる。

　心をかき乱しているのは、どう考えたって優弦さんの方だ。

　優弦さんの視線、言葉、行動、すべてに心臓が激しく動かされて、自分が自分じゃいられなくなる。

　彼の動作ひとつひとつから、有り余るほどの愛を感じる。

　まるで、今までの孤独をすべて埋め尽くしてくれるかのように……。

「ずっと一緒にいよう。世莉……」

「優弦さん……」

「すべての方がついたら……、番になってほしい」

　優弦さんと、番に……？

　番になったら、一生涯、お互いにしか欲情しなくなると聞いたけれど……。

　存在を確かめるように私を抱きしめてくる優弦さんの頭を、私はそっと撫でた。

　触れるたび、愛おしいという感情が、波紋のように広がっていく。

　一緒にいたい。この人を生涯……絶対に手離したくない。

　そんな感情が、ふつふつと自分の中に溢れ出ていることに戸惑いを隠せない。

　こんなこと、他人に対して生まれて一度も思ったことはないのに……。

「はい、そのときは、番にしてください」

「世莉……」

　するりと出た言葉に、自分自身も驚いていた。

　だけど、迷いはなかった。

　私は優弦さんと、永遠を誓いたいと心から思えたから。

「信じて待っていて。愛してる、世莉……」

　優弦さんは真剣な瞳でそう囁いてから、より一層強く私のことを抱きしめた。




　……気づくともう、相良家に来てから半年の時が過ぎていた。

　優弦さんの背中越しに月を見上げながら、私はこのままずっと彼と一緒にいるための方法を、考えていた。










生涯を共に




　優弦さんと番になる覚悟を決めてから、彼と物理的な意味ですれ違う日々が続いていた。

　帰宅後も井之頭さんと何かを真剣に話し合っており、多忙を極めている様子で、迂う闊かつに話しかけられるような空気でもなかった。

　けれど、私のことを放置しているわけでもなくて、寝ているふりをしている私の頬にキスをしてから『愛してる』と囁いて部屋を出て行ったりするので、私は日々激しく戸惑っている。

　彼の『待っていて』という言葉をただ信じて、今は邪魔をしないようにだけして過ごそうと思い大人しくしていると、空気を読んだかのように日中メッセージが届いたりもする。

　正直、優弦さんの愛は嫌というほど毎日感じながら、私はただただ彼の多忙ぶりを見守ることしかできなかった。

「じゃあね、ばあや。故郷でゆっくりしてきてね」

「一週間もお暇を頂いてしまい、申し訳ないです……」

「何言ってるの。お正月くらい大切な場所でゆっくり過ごして」

　いよいよ今日で今年も最後というところで、ばあやが地元の青あお森もり県に帰ることになった。

　本当はもっと早く帰省してもらっても大丈夫だったのに、ばあやが心配してギリギリまで一緒にいてくれた。

「世莉お嬢様もどうか、ゆっくりしてくださいね。この一週間ろくに寝れていなかったんですから」

「大丈夫よ。縫い方を忘れるくらい羽を伸ばしてみるわ」

「ふふ、頼もしいことです」

　ばあやは小さく笑って、荷物を持って玄関のドアに手をかけた。

「じゃあ……何かあったらいつでもご連絡ください」

「何言ってるの。スマホの電源なんか切って休んできて」

「ありがとうございます。それではよいお年をお迎えください」

「うん、来年もよろしくね」

　ばあやにひらひらと手を振って、見送った。

　扉が閉まると、私はひとつ気合いを入れる。

　なぜならば、明日の元日は相良家の一族全員が大広間に集まり新年会を開く予定なのだ。

　総勢三十名近く集まるため、さすがに女中の人手も足りないので、外部から出張シェフが何人も来るらしい。

　旦那様を中心に親族全員で輪になって同じご飯を食べ、お酌をするのだとか。

　一番新入りの私がお酌を任されるのは目に見えていたので、今日のうちにエネルギーを溜めておかねばならない。

　優弦さんの隣に座れるのは確実らしいので少しほっとしているけれど、普段顔をまったく合わせない親戚の方達と会うのは緊張する。

　優弦さんのお母様はいらっしゃるのかしら……。

　お義母様に会えることだけは、唯一楽しみかもしれない。

　この前はあまり話せなかったから、今度はぜひお義母様の昔の話を聞いてみたいと思った。

「奥様、明日のお着物はご用意大丈夫ですか？」

「百合絵さん。ありがとう、もう決まってるから心配ないわ」

「そうですか。何か手伝うことがあったらおっしゃってください」

　玄関で突っ立っている私に、通りがかった百合絵さんが声をかけてくれた。

　彼女達も明日のことでてんやわんやな様子で、新年早々、一年間で一番疲労する日だと吐露していた。

　かなり気疲れするであろうことを覚悟して、私は早めに寝付くために、いつも以上に仕事に集中した。




　翌日。宴会は昼から開かれることになった。

　優弦さんは少し仕事をしてからやって来るようで、私は百合絵さん達の仕事を一緒に手伝っていた。

　襖を開けてふたつの部屋を繋げた大広間は、四十畳ほどの広さがある。

　派遣されたお手伝いさんが、部屋の形に沿って、ロの字に漆塗りのお膳をセッティングしていく。

　まるで時代劇で殿様が食事をするシーンのようだと感心しながら、私も配膳を手伝った。

　食事はさすが見事で、今運んでいる先付けは鮮やかなサーモンの小川巻きに、立派な数の子の西京漬け、ひらめの昆布じめなどで、手の込んでいる料理ということが一目でわかる。

　メインには伊勢海老やアワビをふんだんに使った料理が出るようで、今まで自分が経験してきた正月料理とは何もかも違いすぎて驚いた。

　優弦さんは子供の頃からこんなお正月を迎えていたのかと思うと、改めて世界の違う人なのだと実感する。

　と言っても、私は実家で過ごすアットホームなお正月が大好きだったけれど。

　なんて思っているうちに、続々と相良家の人々が集まりだした。

　平均年齢は四十代から五十代というところだろうか。小さな子供や、若い奥さんもちらほらいる。

　男性陣は皆貫禄があり女性陣も華やかで堂々としていて、子供も賢そうな顔立ちだ。

　そういえば、相良家の男性は全員アルファ型の人間で、嫁いできた女性は全員オメガ型なんだっけ……。

　遺伝子でお見合いすることを徹底し、長男は必ずアルファ型にするという決まりごとを、この一族は気持ち悪いほど忠実に守っているのだ。

　優弦さんは、この家でいったいどんなことを言われて、育ってきたんだろうか。

　あんなに優しい人が、幼い頃から旦那様に抑圧されていたかもしれないと思うと、胸が軋む。

「久方ぶりだな」

「え……」

　お盆を抱えたまま、相良家の人が着席するのを見守っていると、薄いグレーの着物に黒い羽は織おり紐ひもをつけた旦那様がやってきた。

　ドクン――。

　旦那様を間近で見た瞬間、黒い感情がせりあがってくる。

　けれど、その後ろに、薄ピンクの着物を着こなしたお義母様がいることに気づき、少しだけ気持ちが鎮まった。

　私はすぐに頭を下げて「あけましておめでとうございます」と挨拶をする。

「優弦はまだ来ていないようだな。どこへ？」

「はい。まだ仕事の残りがあるようで、十二時までには戻るとおっしゃってました」

「そうか。じゃあまもなくだな」

　私には一切興味がないのか、旦那様はそれだけ言うとすぐにスッと視線を逸らして、自分の席へと向かっていった。もちろん、旦那様の席はど真ん中の席だ。

　お義母様とパチッと目が合うと、静かに笑みを向けてくれたのでほっとした。

　私もお義母様だけには笑みを返し、もう一度頭を下げる。

　それにしても、優弦さんはまだだろうか……。

　あと十分ほどで時間になってしまうけれど、旦那様は遅刻を絶対に許さないと聞いていた。

　ハラハラしながら中庭に目を向けていると、優弦さんが運転する黒い高級車がちらっと遠くで見えた。

　よかった……。無事間に合いそうだ。

　私はいてもたってもいられず、玄関へと飛び出した。

「優弦さん……！」

「世莉」

　車から降りて私に気づいた優弦さんは、にこっと優しく微笑んだ。

　私服姿の優弦さんは、重たそうな紙袋を持っていることに気づく。

　後から井之頭さんも車から出てきて、彼も同じようにファイルがぎっしり入った紙袋を持っていた。

「優弦様、お荷物玄関まで運んでおきますね」

「ああ、助かる。もうこの後は解散で問題ない」

「承知いたしました。世莉さん、今日も素敵なお着物ですね」

「えっ……、ありがとうございます」

　突然井之頭さんに着物を褒められ動揺した私は、紙袋のことを突っ込むタイミングを失ってしまった。

　井之頭さんは相変わらず掴めない人だ……。

　どぎまぎしつつ御礼を伝えると、優弦さんが「先に言われた」と少し不服そうにしている。

　今日は、赤い寒牡丹が咲き乱れる着物を選んだ。牡丹は高貴や幸せを象徴とする花として、縁起がいいとされているため、お正月に向いている柄だ。

　髪はハーフアップにして、シンプルな簪かんざしで留めている。

　優弦さんはそんな私をじっと上から愛おしそうに見つめると、「綺麗だ」と花に向けて言うようにつぶやいた。

　やはり、井之頭さんから言われるときとはまた感覚が違う。

　優弦さんに褒められると、カーッと体の奥が熱くなってくる。

「あ、ありがとうございます……恐れ入ります」

「うちの汚い親族にその姿を見せるなんてもったいないね」

「きっ……、そんな、滅相もございません。なんてことを……」

　誰かに聞かれたらどうするのだと思い一気に青ざめたけれど、優弦さんは穏やかに目を細めたままだ。

　やがて井之頭さんが荷物を置き終えて戻ってきたようで、彼とは庭でお別れすることになった。

　井之頭さんに別れを告げ、私達はようやく家に入ることに。

　玄関前に足を踏み入れたところで……、私は何かを感じ取りピタッと足を止めた。

　何だか、今日の優弦さんは、いつもと違う気がする……。

　私への態度はいつも通りだけれど、何だか少しだけ、緊張感があるような……。

「あの、優弦さん……」

「世莉。これから俺がすることを、ただ見守っていてくれるかな」

「え……？」

「俺はね、梅さんのことがあってからずっと、今日という日を待ち望んでいたんだ」

　そう言って、優弦さんはゾクッとするほど冷徹な笑みを浮かべた。

　そして、目の前の戸を開き、私の手を握って中へと入っていく。

　ドクン、ドクン、ドクン、と、自分の心臓がはっきり一音一音聞き取れるほど、私の胸はざわついていた。

　優弦さんが待ち望んでいたこと。

　それはいったい――。

「優弦、遅いぞ。早く座りなさい」

　優弦さんに手を優しく握りしめられて、私は彼の後をついて席に座った。

　旦那様、優弦さん、私……という並びになり、相良家の人々を一望できる状態になった。

　まさに、華麗なる一族。

　誰ひとり和やかな表情の人はおらず、じっとこちらに視線を向けている。

　変な汗がたらりと背中を伝い、一気に緊張感が増してきた。

　元日だというのに、この異様な空気はいったい何……？

　壮観な一族の並びを見ていると、ふと廊下に立ったままの百合絵さんに気づいた。

　挨拶が済んだら新たな料理を運んでくるのだろうか……。彼女も心なしか緊張している様子だ。

「優弦もそろったところで、最初に皆に発表がある」

　おちょこを持ったまま、旦那様が声を張り上げた。

　皆、箸をお膳の上に置いて、集中して旦那様の声に耳を傾けている。

　まるで会議室の中のような張り詰めた空気感に、体が硬直する。

「四月から優弦を、副院長にしたいと思う。異議があるやつはいるか」

　え……？　優弦さんを、相良病院の副院長に……？

　いずれそうなることは十分わかっていたけれど、想像以上に早い。

　今は旦那様の弟が副院長を務めているはずだったけれど、ポジションはどうなるのだろうか。

「ちょっと……っ、優弦にはまだ早いでしょう！　兄さんどういうことですか」

　眼鏡に白髪交じりの短髪の現副院長が、立ち上がって抗議した。

　隣にいた奥様も、うんうんと大きく頷いてこっちを睨みつけている。

　しかし、旦那様はまったく動揺することなく、視線を彼らにゆっくりと向けた。

「幸ゆき久ひさ、単純にお前の実力不足だ。勉強会にも参加せず遊び呆ほうけて……」

「なっ……、さ、相良家のために接待しているんですよ俺は……！　優弦なんてまだ三十そこらの青二才……」

「お前の酒癖の悪さのせいで、いくつの名家と関係性が切れたと思っている」

　地を這うような低い声に、優弦さんを除く全員が肩をぶるっと震わせた。

　幸久さんも唇を噛んで悔しそうに黙り込み、大人しく座り込んだ。けれど、幸久さんの奥様は私のことを鬼のような形相で睨みつけている。初見は四十代くらいの気品漂う女性だと思っていたのに、今はまったく違う人に見える。

　もしかして、私にポジションを奪われたという怒りをぶつけてきているのだろうか。

　目を逸らしても伝わってくる鋭い視線に、また嫌な汗が全身を伝う。

「運命の番がどれだけ希少だとしても、まだ子供も生まれていないくせに……っ」

　耳を疑うような言葉が聞こえて、バッと顔を上げると、幸久さんの奥様が顔を真っ赤にして声を荒らげていた。

　彼女も私と同じオメガ型の女性のはずなのに、アルファ型の子を産むことを義務として受け入れているかのような発言をした。相良家に洗脳されているのか、それともオメガ型の役割は本当に子を残すことだと思っているのかはわからないが……、ショックだった。

　幸久さんの奥様の発言を受けて、旦那様は自分の顎を指で掴み、ふむと頷く。

「たしかに、アルファ型の子供が生まれなければ、価値はないな」

　怒りで、ぶるぶると手が震えていることに気づいた。

　この人達は……、人間じゃない。

　お金や地位のことばかり考えている、ただの化け物だ。

　なぜこんなことを言われなければならない。人の命は皆、平等だというのに……。

　おばあちゃまは、こんなゴミのような人達のせいで死んだんだ……！

「だが、それと優弦に対する評価は別だ。優弦、お前は来月から……」

「百合絵さん、もう十分だ。ありがとう」

　凛と透き通った声が、部屋中に響いた。

　優弦さんはなぜか廊下にいる百合絵さんに向かって、御礼を伝えている。

　誰もが状況を把握できないまま、茫然とふたりの様子をうかがっていると、百合絵さんがすっと着物の袂からビデオカメラを取り出した。

　百合絵さんは、優弦さんの元までサッと近づきカメラを手渡すと、そのまま上座に近い入り口付近に座って待機する。

「何の真似だ……それは……」

　怒りで眉間をピクピク動かしている旦那様に詰め寄られ、優弦さんはうっすら目を細めた。

「取り返しのつかない発言をたくさん残してくださり、感謝いたします。俺が副院長の座につくことが発表されるこの日なら、言い争いが起こり、醜い差別発言が十分残るだろうと思い準備していました」

「は……？」

「撮れ高は十分です。これを記者に流し、内部告発させて頂きます」

　シン……と室内が水を打ったようになった。

　証拠、差別発言、内部告発……？

　予想だにしていなかった展開に、頭の中が真っ白になっていく。

　――これから俺がすることを、ただ見守っていてくれるかな。

　優弦さんに色んな質問をしたかったけれど、彼の言葉を思い出し、私はぐっと言葉を押し込んだ。

　優弦さんは、今日という日をずっとずっと待っていたの……？

　すべては、相良家を陥れるために――。

「百合絵ぇぇえ!!」

　しばらく黙っていた旦那様の怒号が、雷のように部屋中に響き渡った。

　般若のように恐ろしい顔で百合絵さんのことを睨みつけている。

　私は何も考えずに立ち上がり、彼女のそばに寄って、庇かばうように肩を抱いた。

　ほとんど、反射的な行動だった。相良家の人間はそんな私達を白い目で見ている。

　百合絵さんは、ぶるぶると体を震わせていたけれど、でもその視線にはしっかりと意思が感じられた。

「百合絵さん、どうして……」

　小声で問いかけると、彼女は声を震わせながらもしっかりと旦那様を見据えている。

「と、当然のことです……。もう一度、奥様に信用してもらうためなら……」

　もしかして、体を張って私の味方をしてくれたというの……？

　相良家の真実を暴き、向き合い、私の信用を取り戻すために……。

　こんな歯向かうようなことをして、あの旦那様に何をされるかわからない。

　ずっと忠誠心を誓っていた旦那様を裏切るようなことをするなんて、きっと想像以上に勇気が必要だっただろう。

　それを想像するだけで、胸がいっぱいになった。

　思わず泣きそうになっていると、そんな私達を守る壁になるように、優弦さんが目の前に立ちはだかった。

「優弦、貴様……告発などしてどういうつもりだ」

「現状、選択肢がふたつあります。告発して相良家ごと潰すか、俺に院長の座を託し医療現場から退くか、どちらか選んでください」

「お前……ふざけるなよ!!」

　激高した旦那様が立ち上がり、優弦さんの胸倉を思い切り掴み上げた。

　しかし、優弦さんはビクとも動かず、ただ冷めきった瞳で旦那様のことを見つめている。

　それから、すぅっと息を静かに吸い込んでから、逆に旦那様の胸倉を掴んで顔を近づけた。

「全部こっちの台詞ですよ。差別的扱いを受けたと訴えているオメガ型の患者のヒアリングシートが、八年分溜まっていますから、後で全部死ぬ気で読んで目に焼き付けてください」

　さっきの大量のファイルはその資料だったのか。私以上に入念に用意していた優弦さんに、鳥肌が立つ。

「な、何だと……!?　オメガごときの意見など影響するものか……！」

「おい」

　文字にするとたった二文字。でも、そのひと言が、背筋が凍るほど恐ろしい響き方をした。

　旦那様も一瞬顔を強張らせ、目を見開いている。

「俺の前で、二度と差別的な発言をしないでもらえますか」

「なっ……」

「選んでください。早く」

　首を掴まれたままだんだんと苦しそうにしている旦那様に気づいて、私は優弦さんの腕を後ろからそっと掴んで制した。

　それで少し正気になったのか、優弦さんはハッとしたように掴んでいた服を離す。

「ゆ、優弦！　貴様副院長に飽き足らず院長になりたいとほざくなんて、どれだけ傲慢なことを言ってるのかわかってるのか……！」

「そ、そうよ！　その座はいずれうちの夫が譲り受けるべきもの……！　そんなわがまま通るわけ……っ」

　優弦さんの圧に怯えて今まで黙っていた幸久さん夫婦が、怒りを思い出したように騒がしくなった。

　すると、優弦さんはゆらりと視線を移動させ、「俺がいつ院長になりたいと言った？」と低い声で問いかけた。

「そんな地位まったく興味がない。でも、この病院が腐ってる限りトップが変わらなきゃいけない。それだけの話だ」

「ゆ、優弦貴様、叔父に不躾な口をきくなど……！」

「本当はこんな病院残して出ていく予定だったが、差別者ばかりの病院にいる患者があまりに不ふ憫びんだから残ると決めた」

「なっ……！　バース性に関する研究は事実だ！　何が差別だ！　お前だってアルファ型の血の恩恵を受けてきたくせに……！」

「俺の前で二度と差別的な発言をするな!!　……そう言ったはずだが？」

　優弦さんの怒鳴り声で、再び室内に冷ややかな空気が流れる。

　幸久さん夫婦はすっかり怯え切った顔をしていて、もうそれ以上何も言えなくなっていた。

　私も、こんなに恐ろしい優弦さんを見るのは初めてで、ずっと心臓がバクバクしている。緊張感に耐えて百合絵さんと一緒にゆっくり立ち上がり、百合絵さんを守るように前に立つ。

　優弦さんは私の方を振り向くと、そっと隣に引き寄せて肩を抱いてきた。

「驚かせてすまない。怖い思いをさせたね」

「優弦さん……」

　眉をハの字に下げて、申し訳なさそうに謝る彼を見て、ようやく緊張の糸が解けた。

　彼だって、本当は家族に対してこんなことしたくなかっただろうに……。

　苦しい気持ちになって俯くと、優弦さんは私の手をしっかりと握りしめた。

「どのみち、俺は世莉と一緒にこの家を出ていきます」

「な、何だと……！」

「古いしきたりをずっと守ってるこの家は、もう呪いの家にしか思えませんから」

　しばらく意気消沈していた旦那様が再び声を張り上げるも、優弦さんは毅然とした態度だ。

　この家を出ていく……？　私と一緒に……？

　まさに寝耳に水な話に、私自身も驚いている。

　すると、旦那様は私を恨みたっぷりな目で睨みつけて、指をさしてきた。

「どうせこのオメガの嫁にくだらんことを吹き込まれたんだろう！　余所者の言葉で気変わりするなど情けない。もうお前に病院は継がせん!!」

　……その言葉に、優弦さんの怒りが頂点に達したのが、間近で見てわかった。

　音もなく、ただ静かに、優弦さんは怒りの炎を燃やしている。

　旦那様が、越えてはいけない最後の線を越えてしまったことは、この場所でたったひとり私だけが理解していた。

　優弦さんも同じように立ち上がると、恐ろしいほど冷たい目つきで旦那様のことを睨みつけた。

「この件に関して世莉は一切関与していない。全部俺の意思だ。幼少期からこんな家潰れた方がいいと思ってましたよ。あなたが母を軽視するたびにね」

　優弦さんの言葉に、奥に座っていたお義母様が、静かに涙を流し始めた。

　お義母様のことを言われて初めて、旦那様は少し動揺した顔を見せた。

「父さん、あなたが退いてください。じゃないと何も変われません」

「何だとっ……」

「相良家以外のスタッフ全員から、父さんの辞任を希望する署名が集まっています」

　とどめを刺すような優弦さんの圧力に、その場にいる誰もが再び凍りつく。

　茫然としながらも、私はただひとり、過去の優弦さんの言葉ひとつひとつを、思い出していた。

　――あの日のことを忘れたことは一度もない。

　――世莉に殺されても仕方がないと思った。

　――すべて覚悟してこの結婚を受け入れた。

　じわりと、涙が浮かび上がってくる。

　相良家を陥れる。そのためだけに、たったひとりで生きてきた。

　優弦さんごと恨んで、すべての怒りをぶつけて、相良病院を潰してやろうと思って。

　でも、あの日、病院で絶望していたのは、私だけではなかったのだ。

　あなたも一緒に、この日まで、深い深い絶望の中にいたのだ……。

　誰かを許すことは難しく、恨み続けることは簡単だ。

　私はきっと、旦那様のことを本心から許せることは一生ないだろう。

　でも、私は……、少しでも前に進みたい。優弦さんと、一緒に。

「お、お前はいつからそんな親不幸ものになったんだ！　やっぱりその女に何か吹き込まれたに違いない！　今すぐ離婚だ！　誰かこの女を追い出せ……！」

「いいえ、私は優弦さんと一生を添いとげます」

　揺るぎない声で、私は即答した。

　室内に何度目かの沈黙が流れたけれど、そのまま真っ直ぐ旦那様と向き合う。

　目の前の旦那様は、いつもの威厳を失い、すっかり疲れきった顔をしている。

　私はこんな人への怒りのために、何年もの時間を捨ててしまっていたのか……。

「引きずられても押し出されても、ここを出ません。夫である優弦さんの隣にいます」

「な、何を言って……オメガごときが」

「私はオメガでも、オメガの嫁でもこの女でもありません。雪島世莉です」

　突然低い声を出した私に、旦那様は思い切り動揺していた。

　そんな反応を見て、さらに気持ちが氷点下になっていったけれど、私はどうにか気持ちを立て直す。

　私が今一番伝えたいことを、今ちゃんと口にしなければならない。前に進むために。

「命を救う立場なのであれば、どうか、優弦さんの思いを今一度考え直してください。お願いします……」

　私は、すべてのプライドやしがらみを捨てて、深々と頭を下げた。

　その場にいる誰もが息を潜めているのがわかる。

　優弦さんがそっと肩を抱いて体を起こそうとしてくれたけれど、私は頭を下げることを止めなかった。

「私は、祖母を差別したあなたを一生許すことはできません。けれど、この家には変わってほしいと思います」

「な、何を……」

「変わっていくことを受け入れなさいという祖母の教えを、せめて守られたら……っ」

　後半の言葉は、ほとんど震えてしまっていた。

　おばあちゃま。もう二度と会うことは叶かなわないけれど、今の私の判断は間違っていないと、そう思ってくれているよね。

　恨みの感情で心をがんじがらめにして生きてきたけれど、おばあちゃまの願いがこもった着物を思い浮かべたら、自然と前に進みたいと思えた。

　相手に変わってほしいなら、私も変わらなければならない――。

　そのことに気づけたのは、優弦さんがいたからだ。

「くだらん……！　お前達の顔など二度と見たくない！　優弦、お前は二度と医者を名乗れないように手回ししてやるからな」

　しかし、自分の思いは旦那様に届くことはなかった。

　旦那様は荒々しく障子を開けて、部屋から出て行ってしまった。

　足音が遠くなっても、私は頭を下げたまま、動かない。

「世莉、顔を上げて。もう十分だ……」

　優弦さんの優しい声に、また涙が溢れ出そうになる。

「優弦さん……、もしこれで本当に優弦さんが医者でいられなくなったら、私は……」

「なぜ君が泣く。大丈夫だ、何も問題はない」

　ふわっと目を優しく細めて、私の涙を拭ってくれる優弦さんは、さっきまで冷徹な顔をしていた人と同一人物だとは到底思えない。

「奥様、大丈夫でしたか……！」

　後ろにいた百合絵さんもそばに駆けつけて、私の背中を優しく摩さすってくれた。

　旦那様には何も届かなかったけれど、初めてあんなに真っ直ぐあの人と対たい峙じできた。

　その事実は、大きな一歩のように感じた。

「世莉さん……」

　わずかに畳が沈み、目の前に小さな足が見えた。

　涙を拭って顔を上げると、そこには切なげに微笑しているお義母様がいた。

「お義母様……」

　ドクンドクンドクン、と心臓が激しく鼓動している。

　こんなことになってしまって、お義母様は今どんな心境なのだろう。

　旦那様があんな風に言われて、さすがに黙っていられるはずがない。

　緊張しながらお義母様の顔を見つめていると、ふわっと優しく手を取られた。

「ありがとう、世莉さん……」

「え……」

「梅さんの教え……、私も深く胸に刻み、生きていきます」

　予想外の言葉に、胸が熱くなっていく。

　お義母様はとても優しい目をしていて、涙を瞳で潤ませていた。

　こんな優しい言葉をかけてくれているけれど、内心では複雑な感情でいっぱいのはずだ。

　それなのに……、お義母様は私の両手を包み込んで離さない。

「優弦。これからのこと、しっかり時間を取って話し合いましょう」

「一週間で決めましょう。こっちは弁護士挟んでもらっても結構ですから」

「わかりました。いずれにせよ、私が責任を持って、話し合いの場を設けます」

　ひどく業務的な態度の優弦さんに、お義母様は同じくらいたんたんと言葉を返している。

　まるで、こんな日がいつか来ると、すでに覚悟していたかのようだ。

「優弦さん、私……」

　何を言ったらいいのかわかっていないまま、私は優弦さんの名を呼んでしまった。

　すると、彼は私の頭をそっと撫でて、「離れないでいてくれてありがとう、世莉」とつぶやいたのだ。

　お義母様と同じように、優しい笑みで。

　これで何もかもが終わったわけではない。

　だけど……、確実に相良家に亀裂を入れることはできた。

　この亀裂が、いい意味で相良家を変えていってくれることを……私は願いたい。

「私、一生優弦さんのそばにいますから……」

　それだけを伝えて、私は流れる涙をそのままに優弦さんの胸に頭を預けたのだった。




　行燈が、柔らかい光で暗闇を照らしている。

　優弦さんの大きな手で恋人繋ぎをされたまま、私は今、彼と向かい合うように座って、鎖骨付近にキスをされている。

　チュッというリップ音が聞こえるたびに、羞恥心で体が熱くなっていく。

　止まったはずの涙がまた溢れ出てきて、私は気づかれないように彼の肩に顔をうずめる。

「もう、何があっても、そばにいます……」

　夫に対する甘い言葉ではなく、これは、決意の言葉だ。

　優弦さんはキスを止めて、代わりにぎゅっと強く抱きしめてきた。

「俺が医者じゃなくなってしまっても？」

「はい。住む場所に困って野宿になっても、ついていきます」

「はは、それはないかな。残念ながら俺はバース性に関係なく優秀だからね」

　笑って流され、ドサッと布団に押し倒されてしまった。

　今、さらっと物凄い発言をしていた気がするけれど、彼が言うと説得力がありすぎて何も否定できない。

　お互い寝間着の浴衣に着替えたばかりだったけれど、優弦さんがそっと帯に手をかける。

　片手で簡単にするすると脱がされてしまい、恥ずかしさで思わず身をよじると、優しく制されてしまった。

「優弦さん、私、もっと深いところで、確かなもので、優弦さんと繋がりたいです」

「え……？」

「優弦さんと……番になりたいです」

　もうすでに、気持ちは固まっていた。

　真っ直ぐ見つめながらそう宣言すると、優弦さんは驚いたように数回瞬きをしてから停止してしまった。

　私の気持ちが固まるまで何十年だって待つと優弦さんは言ってくれていたけれど、私の気持ちはもう変わらないから……。

　だから今すぐにでも、優弦さんの番になりたい。

「世莉……、気持ちは嬉しいけど、一度結んだら解消はできないんだよ」

「わかっています。むしろ、だからこそ、結びたいんです」

「え……」

「一生優弦さんのそばにいると、言いましたよね」

　ふっと目を細めてそう告げると、優弦さんは一瞬瞳を大きく揺らした。

　大丈夫。絶望を知った私達だから辿り着ける場所が、きっとあるはずだから。

　自分の気持ちを直接流し込むように、私は彼の首に腕を回して唇にキスをした。

「世莉には……驚かされてばっかりだ」

「全部計算通りじゃ、人生つまらないですよ」

「……そうだね」

　流し目で微笑みながら、優弦さんがすっと私の首にかかっていた髪の毛を除けた。

　そうだった。番になるにはうなじを咬んでもらうんだった。

　どんな風にしていたらいいのかわからないまま、私はうつぶせの体勢になり、優弦さんにうなじを向ける。

　今彼がどんな顔をしているのかわからないから、余計にドキドキしてしまう。

「……世莉の全部を、俺のものにしていい？」

　後ろから色気たっぷりな声で囁かれ、ビリビリッと体中に刺激が走る。

「はい。でもそしたら、優弦さんも、私のものですからね」

「……もちろん。俺の全部をあげるよ」

「あっ……」

　優弦さんの吐息が、少しだけ首に触れた。

　それだけで、ゾクゾクと熱い熱が背中を駆け巡った。

　ドクンドクンと心拍数が跳ね上がって、自分からも熱い息が漏れる。

「咬むよ、世莉」

「んんっ……」

　まるで、脊髄に電流が流れるような衝撃。

　少しの痛みが走った後、すぐに快感がつま先から這い上がってきた。

「はっ……優弦さ……っ」

　触れているところが、熱くてたまらない。もう何も考えられない。

　目の前がチカチカして、正気を保っていられなくなる。

　自分の中に優弦さんが混ざっていくようなそんな感覚でいっぱいになって、意識が朦朧とした。

　ああ、これでようやく、番関係が結ばれたんだ……。

　多幸感がじんわりと広がっていき、わけもわからず涙が出てきた。

「世莉……、大丈夫？　痛くない？」

「……優弦さん」

　私達は番になった。その喜びをただ噛みしめていると、咬むのを終えた優弦さんが心配そうに顔を覗き込んでくる。

　そんな優弦さんに、私は思い切りぎゅっと抱きついた。

「優弦さん、愛してます……」

　この人と、どこまでも共に歩いていこう。

　たとえ、どんな困難が待ち受けていようとも。

　オメガ型の自分を受け入れて、戦っていくと決めた。この人と一緒なら戦えると思えたから。

　だからもう、絶対にこの手を離さない。

「優弦さんで、埋め尽くしてください……」

「世莉……」

「もう、あなたと二度と離れられないという幸せを、実感したいんです……」

　涙を流しながら笑顔でそう伝えると、優弦さんの雰囲気が変わったのを感じた。

　さっきまで私の体調を案じて不安げな顔をしていたのに、今はもう、獣のような瞳をしている。

　すっと顎に手を添えられて、気づいたら深い深いキスを落とされていた。

「んんっ、優弦さ……っ」

「世莉、ちゃんと口を開けて」

「え、あっ……」

「悪いけどもう、何も我慢できない」

　ゾクッとするほど、低く艶めかしい声。

　この人に、圧倒的に逆らえないことがわかる。脳が、そう理解している。

　理性が利かない。本能が剥き出しになっていく。

「優弦さん、優弦さっ……」

　でも、私は私の感情を手放したくなくて、何度も名前を呼んだ。

　番を結んだせいだろうか。今までで一番、体が言うことを聞かない。ただただ、優弦さんに触れられることを本能が求めている。

「本当は、世莉が視界に入るだけで欲情してた。……今までずっと」

「え……？」

「でももう、何も制御しない。君は、俺の全部を受け入れるんだ」

「あ、ダメっ……」

　優弦さんの長い指が敏感な部分に触れて、脳が溶けそうになる。

　熱い吐息が首に触れて、意識が朦朧としていく。

　このまま、抗えない熱に、飲み込まれてしまいそう――。

「世莉。愛してる。もう一生、俺のものだ……」

「優弦さん、もう私……っ」

「顔を隠さないで。……こっちを見て」

　そっと顔を隠している手を外され、涙目のまま優弦さんを見つめた。

　あまりに愛おしげな瞳で見つめられていることを知って、余計に体の熱が上がる。

　こっちは快楽に耐えることに必死になっていたというのに、優弦さんはいまだ余裕な様子だ。

「好きだよ、世莉……」

「え、あっ……」

　ちゅっと耳にキスをされたと同時に、痺れるような感覚がつま先から駆け巡った。

　優弦さんの体温が心地よくて、息を乱しながら思わず胸にすり寄る。

　彼の体温、香り、声、動作すべてに、全身の細胞が反応している。

　運命の番なんてどうでもいいと思っていたけれど、遺伝子レベルで相性がピッタリという事実は認めざるをえない。

　私を胸に抱えながら、優弦さんがそっと私のうなじの咬み跡を優しく撫でた。

「結婚指輪なんかより、ずっと独占欲が満たされるな」

「な、何を言ってるんですか……っ」

　冗談を言って笑う優弦さんの発言を制するも、「俺は世莉が思う以上に嫉妬深いよ」と囁かれ、うなじに吸い付かれてしまった。

　咬み痕から感じる、鈍い痛み。

　その痛みさえも愛おしいと感じるのは、もう重症なのだろうか。

　どちらにせよ私はもう、この人を心底愛してしまっている。

　数え切れないほど、自分自身のことを憎んできたこの人のことを。

　――離れないでいてくれてありがとう、世莉。

　あのとき、優弦さんが泣いていたことを、この世界で私だけが知っている。

　その事実だけで、私は一生この人のそばにいようと思えたのだ。

「優弦さん、愛してます……」

　彼の広い背中に、ゆっくりと腕を回す。

　降り注がれる惜しみない愛に、今夜はこのまま溺れてしまおうと思った。










未来へ向かって流れゆく




　中庭の立派な桜の木が、綺麗に開花した。

　私は、障子を開け放って自室の整理をしながら、桜の花びらが舞い降りる様子を眺めている。

　一族の中で、旦那様抜きで話し合いが行われ、優弦さんが院長になることに決まったのは、つい最近のこと。

　旦那様の弟夫婦は最後まで大反対をしていたようだったけれど、ほとんどの親族が旦那様のワンマン経営には辟易していたらしい。

　旦那様は最初まったく聞く耳を持たなかったものの、お義母さんが初めて声を荒らげて説得したお陰で、話し合いに参加してくれるようになった。

　優弦さんはただ静かに状況を説明して、慎重に自分の思いを伝えていた。

　バース性で差別をすることは人権に反する……そんな当たり前の認識を相良家に浸透させるところから説得は始まった。

　毎晩話し合いは行われ、冷戦状態が続いたにも関わらず、優弦さんは私の前では一切疲れた様子を見せなかった。

　心底心配をしていたけれど、何も言わずにグッと耐えて待つことしかできない。

　これは、優弦さん自身がずっと向き合いたいと思っていたことなのだから。

　いくら体調が心配でも、私が口を出すことではない。

　そう決めて……、一月も二月も三月も、ただ優弦さんのことを見守っていた。

　そうして、四月に入った頃……ようやく旦那様が会長の座について現場から離れる……という形でどうにか話し合いがおさまった。

　優弦さん的には徹底的に追放したかったようだけれど、絶対に現場に口出しをしないという条件で進めたらしい。

　そして、私達は四月いっぱいでこの家を出ていくことに決めた。

　百合絵さん達女中はそのまま本家に残ることになり、「旦那様に追い出されない限りこの家に尽くす」と言っていた。苦しいときに雇ってもらった恩があるから、と。

　ばあやは新しい家でもお手伝いをしてくれることになり、一緒に引っ越しの準備をしている。

　相良家に来てから、約十カ月。

　まさかこんなに早くこの家を出ることになるとは、思ってもみなかった。

　感慨深く思いながら、空を見上げる。

　春の澄んだ青い空を見ていると、ここ数カ月に起こった波乱が、少しだけ和らいでいくように思える。

「……日向ぼっこか？」

「え……」

　優弦さんの美しい顔が突然視界に入って来て、思わず驚き固まってしまった。

　正座をしたまま目を見開いていると、優弦さんは私の隣にそっと座り込む。

　今日は珍しくお互いの休みがかぶった日なので、引っ越しの作業を集中して進めていた。

　優弦さんは百合絵さん達と一緒に自室の本棚をずっと片付けていた様子だったけれど、一段落ついたのだろうか。

「優弦さん。作業は進みましたか？」

「いや、本の数が凄まじくて、一旦休憩だ」

「ふふ、床が抜けそうなほど詰まってましたもんね」

　珍しく疲れた様子の優弦さんを見て、頬が緩む。

　今までずっと気を張っていただろうから、ゆっくり休みたいだろうに……。

　家を出ると確定してからの優弦さんのスピード感はさすがで、あれよあれよという間に高級マンションをリストアップしてくれた。

　結局、私は特に希望がなかったのですべて優弦さんに任せた結果、この家と同じように中庭が美しい新築マンションに引っ越せることになった。

　一方で、戻ると決めていた雪島家の家は空き家になってしまう。まだ壊すには忍びないと嘆いたところ、管理も含めばあやが住んでくれることになった。本当にありがたい話だ。

　今日まで、目まぐるしく毎日が過ぎていたので、こうしてふたりでのんびり横に並ぶのはいつぶりだろう。

　私達は同じように桜の木を見上げ、ふと目を合わせて微笑み合った。

「優弦さん……。今日まで本当にお疲れさまでした」

「何も言わずに待っていてくれてありがとう」

「いえ、私は何も……」

　否定しようとすると、肩をグッと抱き寄せられ、頬にキスをされた。

　優弦さんの唐突な愛情表現にはもう慣れたつもりでいたけれど、やっぱりまだ気恥ずかしい。

　お医者様としてただでさえ忙しい日々を送っているのに、大きなお家騒動にならないようにことを進めるには、どれだけの気力がいっただろう。

　優弦さんが用意していた資料の量は膨大で、井之頭さんと結託しながら、旦那様の過去の差別的行動や、スタッフの意見書を粛々とまとめていたらしい。

　結果として、優弦さんは親族からもスタッフからも人望を集め、院長の座に就くことになった。

　もちろん、旦那様や弟夫婦は納得いかないと大暴れしたけれど、スタッフの数々の告発を受け、次第に発言力がなくなっていき、最終的にはお義母様に宥められ、会長として病院の経営を見守っていく立場に落ち着いたというわけだ。

　優弦さんは別に院長を目指していたわけではないので、複雑な気持ちはあるだろうけれど……、間違いなく相良病院を立て直す大きな一歩になったと思う。

「院長になったら、もっと忙しくなってしまいますね」

　苦笑交じりにそう言うと、優弦さんは優しく目を細めた。

「大丈夫。世莉をかまう時間は絶対削らないよ」

「そ、そういうことを心配しているんじゃないです……！」

　慌てて否定するも、優弦さんは私の顔を覗き込みながら「そう？　残念」と妖艶に笑う。

　まったく、この人は……いったいどこまで私の心をかき乱せば済むのだろう。

「色々あったけど……、ここからまたスタートだ」

「そうですね……。いちから始める気持ちですね」

「俺と一生を添いとげますって、父親の前で宣言した世莉、かっこよかったな」

「わ、忘れてください……」

　恥ずかしい。正直あのときは、頭に血が昇りすぎていてよく覚えていない。

　ただ、優弦さんの味方でいることに必死で。

　羞恥心に襲われ思わず俯くと、優しく腰に手を回されて、体をぴったりと密着させられた。

「世莉の前だけは、力を抜いてもいいと思えるな……」

　優弦さんはそのまま、こてんと私の肩に頭を預けて、珍しく甘えてくる。

　やはり、相当疲れていたんだろう。

　彼にこんな風に甘えられることなんて初めてだったので、私は慣れない手つきで優弦さんの頭を撫でた。

「世莉といると、刺激も受けるし、癒される」

「そ、その感情って、両立するんですか……？」

「するよ。世莉といると、毎日が愛おしくなる」

　優弦さんはそっと体を起こして、突然私に向き合うように座った。

　ひらひらと桜の花びらが優弦さんの膝の上に落ちてきたので、それを拾おうとすると、そのまま手をぎゅっと掴まれた。

「子を作ろう。世莉」

「え……」

「引っ越しが落ち着いたら、君の子が欲しい」

　真剣な眼差しで唐突に宣言された私は、今相当間抜けな顔をしていると思う。

　でも、優弦さんは至って真面目な様子で、私の回答をじっと待っている。

　優弦さんと子供を……？

　私がこの家に嫁いだ理由は、子孫を残すこと。ただそれだけだった。

　でも今は……。

「遺伝子など関係なく、俺は世莉の子が欲しいと思ってるよ」

「ゆ、優弦さん……」

「世莉の意見も聞かせて」

　優しい声音で言われて、私はぎゅっと自分の胸あたりの服を掴んだ。

　そして、目を閉じ、優弦さんとの未来を頭の中で思い浮かべてみる。

　自分が母親になることはしっかりとは想像できないけれど、優弦さんと一緒に守るべきものが増えると思うと……、胸が温かくなった。

　どんな未来になるかは、誰にも予測することはできない。

　だけど、優弦さんと一緒なら、どんな未来も乗り越えていけると思えた。

　私は握りしめられていた手に力を込めて、顔を上げる。

「はい。私もです」

　微笑みながらそう返すと、優弦さんは心から幸せそうに目を細めた。

　その笑顔を見て……、この人と家族になれてよかったと、心の底から思えた。

「世莉……。ずっと一緒だ」

「優弦さんの、そばにいます」

　ぎゅっと抱きしめられ、私はそっと優弦さんの背中に手を回す。

　それから、どちらからともなく見つめ合い、キスをした。

　……八年間この人を恨み続け、生きてきた。

　それなのに、優弦さんは今、自分の人生になくてはならない存在になっている。

　人生は不思議だ。いつ何が起こるかわからない。

　そんな人生だからこそ、優弦さんと一緒に生きていきたいと思えた。

　私は……相良家に嫁いで、よかった。今は、心からそう思っている。

　天国にいる家族を思いながら、私は大好きな人の体温を噛みしめた。




◆　◆　◆




「これでよしっと……」

　誰もいない早朝のリビングルーム。桜の花びらのシールで封をして、私は満足げに手紙を掲げた。

　今は朝の五時で、三歳になった娘が起きるまでが私の自由時間だ。

　このあとお散歩に行くときにでも、ポストに投函しておこう。

　そう思ってダイニングチェアから立ち上がると、ひょいと後ろからその手紙を誰かに奪われてしまった。

「あの人宛か。まったく、君はどこまでお人好しなんだ……」

「あっ、優弦さん……！」

　寝間着の浴衣姿の優弦さんが、私の手紙をまじまじと眺めて眉をハの字にしている。

　まさかこんな朝早くに起きてくるとは思わなかったので油断していた。

　優弦さんにバレることなくひっそり投函しようと思っていたのに……。

「いいんです。これは私の自己満足ですから、優弦さんには関係ありません」

　内容を読まれる前に、瞬時に優弦さんから手紙を取り戻す。

「関係大ありだよ。そんなに人に優しさを分け与えて、世莉が壊れないか俺は不安だ」

「ちょ、優弦さん。文ふみ乃のが起きたら……」

　ぎゅっと後ろから優しく抱きしめられて、頬にキスをされた。

　この家に引っ越してから数年経ち、父親になった優弦さんだけれど、愛情表現は減るどころか日々増している。

　院長としての仕事はようやく落ち着いたようで、今日は久々に一緒に休みを取ることができた。私も変わらず和裁士としての仕事を続けているけれど、正直今はかなり子育てに奮闘中だ。

　わんぱくな文乃をひとりで散歩させるのは至難の業で、今日は優弦さんが一緒だからありがたい。

　と言っても、優弦さんはとっても子煩悩で、帰宅するとずっと文乃を見ていてくれるのでとても助かる。

「文乃が起きるまでに世莉を堪能しておかないと」

「な、何を言ってるんですか……っ」

　呆れた声で返すも、優弦さんはぐっと私の顎を掴んで上向かせた。

「本気で言ってるのに、君はずっとつれないね」

「え、あ……」

「好きだよ世莉」

　綺麗な顔が近づいてきたかと思うと、そのまま深い口づけをされた。

　そのまま立っていることができなくて、思わず後ろのテーブルに手をつく。

「んんっ、優弦さん……」

「世莉の可愛い反応は、ずっと見ていられるな」

「もう、本当に文乃が起きちゃ――あ」

　ドタドタと廊下から足音が聞こえてきたので、私は目の前にいた優弦さんを慌てて押しのけた。

　それから数秒後、予想通りリビングのドアが開いて、苺いちご柄のパジャマを着た小さな怪獣がやってきた。

「ママパパ、なんでとなりいないのーっ」

「あー泣かない泣かない」

「ひとりでいりゅのこわいのにーっ」

　寂しがり屋の文乃をすぐに抱っこして、よしよしと赤ちゃんのようにあやす。

　優弦さんも多少責任を感じたようで、文乃の頬を優しく撫でた。

「ごめんね文乃。びっくりさせたね」

「うー、パパあー、だっこーっ」

「はいはい、おいで」

　優弦さんにバトンタッチして、そっと文乃を渡す。

　背の高い優弦さんに抱っこされる方が楽しいみたいで、文乃はわりとこれですぐに機嫌がよくなる。

「たかいたかいちてっ」

「いいよ」

　文乃のわがままを全部聞いてしまう優弦さんは、言われた通りたかいたかいをする。文乃の楽しそうな声がリビングに広がり、私は少しほっとする。

　でも、これを始めるとすぐには終わらないことをわかっているはずなのに……。

　毎回腕が疲れないか心配だけど、優弦さんはちっとも疲れた様子を見せない。

「こんなに朝早く皆で起きちゃって、どうしますか」

「んー、川沿いの桜でも見に行く？　今日が満開で昼は混みそうだからね」

「あ、いいですね」

　ちょっと散歩に行ったら、文乃ももう一回寝付くだろう。

　それを期待して、私達は外に出かける準備を始めた。

　その間、文乃はソファに座って、お気に入りの仕掛け絵本をずっと閉じたり開いたりしている。

　その愛らしい様子を見て、今のこの光景はまるで奇跡だと思った。

　……バース性で言うと、文乃はオメガ型として生まれた。

　運命の番同士でオメガ型が生まれるのは、本当に極稀なことらしい。

　でも、バース性については、もう相良家の誰も聞いたりしてこない。お義母様が相良家のことを取りまとめてくれているお陰で、だいぶ考えが見直されたようだ。

　優弦さんの発信があって、医療界でもバース性に関する勉強は数年前よりずっと進んでいる。

　もちろん私達は、文乃がどんなバース性だとしても、愛する気持ちは変わらない。

　だからどうかこのまま、差別のない世界になっていってほしいと願う。

「文乃ー、行くよ。パパとお手手繋いで」

「はーい」

　本を閉じた文乃が、ゆっくりソファから降りて、優弦さんと手を繋ぐ。

　私は小さなバッグひとつ持って、玄関のドアを開けた。

　自然が多い場所に住みたいという優弦さんの希望があって、私達は清流音が聞こえる新築マンションを購入した。

　この辺りはかなり厳しく景観が守られている街なので、車の通りは少なく緑は多い。

　歩いてすぐに見える川に辿り着くと、私達は感動の声をあげた。

「わあ、綺麗……」

「早起きしてよかったな」

「おはなーっ」

　川の上でアーチ上になっている桜を見て、文乃も目を輝かせている。

　花びらに触れたいみたいだったので、優弦さんがひょいと片手で文乃を抱っこして桜に近づかせた。

「きゃーっ」

「文乃、優しく触るんだよ」

「いいこ、いいこ」

　小さな指で桜に触れる文乃と、そんな文乃を愛しげに見つめている優弦さん。

　そんなふたりを見ていたら……何だか胸がいっぱいになってしまった。

　ここまでくるのに、本当に長い長い時が流れた。

　おばあちゃまの悲しい過去は消えないけれど、旦那様には今までの罪を背負って、これからの生き方を見直していってほしい。

　もし、文乃の存在がその一助になるのであれば、ゆっくり歩み寄っていきたいと思った。

　何度か文乃に会うことをお願いしたけれど、旦那様は『私にはまだ自覚できていないことがたくさんある』と返してくるだけだった。

　私も本当は、旦那様にまた会うことは少し怖いけれど……、人は変われるということを、信じてみたいと思っている。

「本当に、綺麗ですね」

　ふと話しながら自然に、隣にいる優弦さんの手を握ってみた。

　優弦さんはすぐに私の手を握り返しながらも、目を丸くしている。

「珍しいな、世莉から甘えてくるなんて」

「ふふ、何となくです」

　何となく……、美しい景色を眺めていたら、優弦さんの体温に触れたくなった。

　優弦さんに視線を向けると、さっきまで大はしゃぎしていた文乃が、優弦さんに抱っこされただけでうとうとし始めていて思わず笑ってしまった。

「三秒前まで起きていたのに……」

「朝早かったからな」

「このまま起こさないようにもう帰りましょうか？」

　そう提案すると、優弦さんはぎゅっと私の手を握りしめて、じっと私を優しい瞳で見つめてきた。

「……この清流を見ると、世莉が初めて家に来てくれた日のことを思い出すよ」

「え……？」

「とても美しい観世水の柄の着物を着ていた。本当に似合っていたからつい見惚れた」

　おばあちゃまが作ってくれた着物のことを、覚えていてくれたんだ……。

　嬉しくて、胸がきゅっと苦しくなる。

　あの日、私達はとても複雑な気持ちで出会って、お互いを運命の相手だと自覚した。

　あのときは、運命なんて信じたくなくて必死だったけど……。

「変わりながら新しいことを楽しめるといいな。こんな風に幾度も形を変えて、流れるように……」

　優弦さんはふと川に視線を移して、ぽつりとつぶやく。

　その言葉を聞いて、私はおばあちゃまに再三言われていたことを思い出した。

　――世莉。時代というのはね、変わり続けていくものだから、自分も変わらなくてはならない。

　――信念を持ちながら、新しいものに歩み寄って、水のように柔らかい人間になりなさい。

　――新しい未来を受け入れることは、楽しいですよ。

　……まずい。泣いてしまう。

　大好きなおばあちゃまと同じことを、今、最愛の人が言ってくれた。

　それだけで、今まで起きた途方もない量の悲しみが、報われた気がしたのだ。

　新しい未来を受け入れて、今ここまできた。

　正直、運命の相手かどうかなんて、人生が終わってからでなければ、わからないだろう。

　だけど、私は、最終的にどんな人生になろうと、この人を選んでよかったと思える。そう確信している。

「愛してるよ、世莉」

「な……」

　計ったようなタイミングでそんなことを言われ、言葉に詰まった。

　愛してる。もう何度優弦さんに伝えてもらったかわからない。

　この気持ちを全部表現するにはとても文字数が足りないけれど、でも、愛してるという言葉は、優弦さんを見るたびに込み上げてくる。

「私も……、愛してます」

　彼の目を真っ直ぐ見つめながら返すと、自然と私達はキスをした。

　そのときさあっと風が吹いて、綺麗な川に着水した桜の花びらが、海に向かって流れていった。

「この子の未来が明るいものになるように、強く生きていきましょうね、優弦さん」

「ああ……、そうだな」

　ずっと自分のバース性を憎んでいた私だけど、心から愛する人ともう二度と離れることができない制約を結べるのだから、今はオメガ型に生まれてよかったとさえ思っている。

　優弦さんの腕の中には、かけがえのない大切な娘がいる。

　彼と私の心が通じ合った奇跡が、目の前にある。

　遺伝子など関係なく、私は自分の意思で、この人を選んだのだ。

「……あ、そうだ。忘れないうちに、ポストに手紙を入れてきていいですか？」

「ああ。結局、どんな内容を書いたんだ？」

　突然話を切り出す私に、優弦さんが問いかけてきた。

　私はそっと人差し指を唇に当てて、「内緒です」と、にっこり笑って答える。

　すると、優弦さんは私の笑顔から何かを感じ取ったような表情をした。

「まさか、軽かる井い沢ざわの旅行に誘ったり……」

「んー、ママ！　ふみのおなかちゅいたーっ」

　しかし、優弦さんが何か言いかけると、文乃がタイミングよく目を覚ましてぐずり始めた。

「はいはい、お家帰ったら朝ご飯食べようねー！」

「ふみの、いちごたべたい！」

「世莉、まだ話が終わってないぞ……」

　騒いでいる文乃を抱っこしながら、嫌な予感をよぎらせている優弦さんを見て、私は思わず笑ってしまった。

　こんな風に、ささやかな幸せを噛みしめながら、いつかくる最期の時までともに歩んでいきたい。

　流れゆく川のように、穏やかに……清らかに。

　そしていつか、あの人とも、混ざり合える時が来たらいい。

　たとえどれだけ、時間がかかったとしても――。




【拝啓　相良寿様




　いよいよ春爛らん漫まんの季節となりました。

　穏やかな日差しに、コートいらずの日が続いています。

　我が家のベランダにも花々が咲き乱れ、蝶ちょう々ちょうが訪れる季節となりました。




　文乃はもう三歳になり、虫をよく追いかけ回しています。

　相変わらず優弦さんは文乃に甘く、私ばかり叱っていて困ってしまいます。

　そういえば、この前お義母様が文乃に虫を見せられて、尻もちをついていました。

　お義母様は楽しそうに笑っていましたが、お怪我をしていないか不安です。

　お家では変わらずお過ごしでしょうか。




　子供の成長は早いものです。

　目を離した隙にあっという間に大きくなってしまい、寂しいような嬉しいような、複雑な気持ちです。

　文乃は最近、〝おじいちゃん〟という存在を知り始めました。

　どうか、心が落ち着いたときに、文乃に会ってくださいませんか。




　昨今、優弦さんの活動もあり、バース性に関する差別は少なくなってきたように思えます。

　バース性は個人情報として厳重に扱われる風潮になり、家族間でしか知らないものになりましたね。

　お義父様もどうか、オメガもアルファも関係ない世界を、一緒に望んでくださいませんか。

　いつかまた顔を合わせられる日を、私達はずっとずっと待っています。

　この世に、生まれながら特別な人間はいません。

　でも、誰かにとっての特別になることはできます。

　お義父様にとってのお義母様も、きっとそうなのでしょう。

　文乃にとっても、お義父様はたったひとりの〝おじいちゃん〟で、特別な存在です。




　夏には三人で軽井沢の別荘に行きます。

　よかったら、お義母様と一緒に、遊びに来てください。

　いつでも、何年かかっても、お待ちしております。




　敬具




　四月二日

　相良世莉】
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運命の相手はあなただけ




　金木犀の香りがどこからか漂うようになった頃。

　流れゆく黄金色の景色を見ながら、私は不安な面持ちで優弦さんの助手席に座っていた。

「文乃、ちゃんといい子にできているでしょうか……。お義父さんの仕事の邪魔をしないか不安です……」

「大丈夫だ。俺の母親がちゃんとついているし、文乃も来年小学生だろう」

「そ、そうですよね。文乃が暴れて高価なものを壊さないことを願います……」

　気が小さくなっている私とは反対に、優弦さんは至って落ち着いた様子で運転をしている。

　意外と、優弦さんはなるようになる精神の持ち主で、こういうときに考え方の差が出るのだ。

　私は不安になりすぎるところがあるので、優弦さんの大らかな部分には救われているけれど……。

「今日は久々のデートだ。ゆっくり楽しもう」

「そうですね。楽しみましょう。お義母さんお義父さんに感謝ですね……！」

　――文乃を預かっているから、ふたりでたまには旅行にでも行ってらっしゃいな。

　お義母さんがそう言ってくれたのは、今から丁度一カ月前のこと。

　たしかにお互い仕事と育児に追われて、ふたりきりの時間なんて後回しで過ごしてきた。

　お義母さんの言葉に甘えていいものかとても悩んだけれど、優弦さんが「久々にふたりでゆっくりしよう」と言ってくれたので、奥おく日にっ光こうまで旅行することになったのだ。

　……お義父さんが文乃と会ってくれるようになったのは、ここ半年くらいのこと。

　今回も張り切って文乃と遊ぶためのおもちゃを用意してくれていたらしく、微笑ましく思った。

　お義母さん曰く、お義父さんは私の手紙を毎回ちゃんと読んでくれていたらしい。

　文乃と会うようになってくれたきっかけは、私の手紙の効果が大きいとお義母さんは言ってくれたけれど、きっとそうじゃない。

　バース性の差別をなくすため奮闘している優弦さんを見て、少しずつ考えが変わったのだろう。

　どんな理由にせよ、こうして文乃を可愛がってもらえることが、心から嬉しい。

「それにしても優弦さん、相変わらず運転がお上手ですね……」

「そうかな？　ひとりのときはもっと荒いよ」

　絶対に酔うと覚悟していた曲がりくねったいろは坂も、優弦さんがすいすいと滑らかに登ってくれたお陰で、まったく酔わなかった。

　紅葉を楽しむ余裕までできて、私は窓の外の景色にくぎ付けになりながらドライブを楽しんだ。

「うわあ、綺麗ですね……。湖見えてきましたよ！」

　坂を登り切ると、左手に中ちゅう禅ぜん寺じ湖こが見えてきた。

　キラキラと太陽の光で輝く水面に、私は子供のようにはしゃでしまう。

　そんな私を横目に見ながら、優弦さんは優しく目を細めた。

「遊覧船も出ているみたいだよ。後で乗ってみる？」

「いいですね。船なんて、久しく乗ってないです」

　駐車場に車を停めて、私達はすぐに中禅寺湖のそばまで歩いて行った。

　丁度目の前に桟橋があったので、船に乗る前に、湖の上を体感してみる。

　波の動きで桟橋が揺れるので、私は思わず優弦さんの服を掴んでしまった。

「怖い？」

「い、いえ、大丈夫です……」

「はは、何その強がり。ほらおいで」

　優弦さんはそっと私の手を取ると、強く握りしめてくれた。

　じつは泳げないので波の揺れは怖かったけれど、優弦さんの大きな手に包まれると安心する。

「今回は一泊だから近場で申し訳ないけど、もう少し文乃が大きくなったら海外にも行こう」

「いいですね。すごく楽しみです……！」

　パッと笑顔を見せると、優弦さんが想像以上に優しい顔をしていたのでドキッとしてしまった。

　紅葉シーズンなので、桟橋には結構な人がいるけれど、優弦さんは背も高いのでひと際目立っている。

　紺色のセーターに黒いパンツという至って普通の格好なのに、どうしてモデルばりの雰囲気が出てしまうのだろう。

「今日のグレーのワンピース、上品で似合ってる。綺麗だ」

「えっ、あ、ありがとうございます……」

「ポニーテールもいいね。世莉の可愛い顔がよく見えるし」

　そう言って、優弦さんはそっと私の頭を優しく撫でた。

　どうしてそんな歯が浮くような言葉を、結婚して何年も経つのに言えるのだろうか……。

　周りの人に聞かれていないかひやひやしながらも、嬉しい気持ちは否めない。

　優弦さんは、不老なのではと思うほど結婚当初から見た目年齢が変わらず、むしろ大人の色気が増して魅力的になっている。

　風に舞い上がった黒髪をかきあげる仕草が色っぽくて、私は再びドキッとしてしまった。

「あ、船！　戻って来てるみたいですよ。行きましょう！」

　優弦さんの言葉に舞い上がっていることを悟られたくなくて、私は船を指さして話を強引に切り替えた。

　私は今も変わらず、優弦さん主導でドキドキさせられている。

　何とかバレないようにしたいけれど、優弦さんにはすべて見透かされている気がして、さらに鼓動が速まってしまうのだ。




◆　◆　◆




　遊覧船とランチと周囲の観光を楽しんだ後、優弦さんが手配してくれていた高級ホテルに着いた。

　美しい中禅寺湖を部屋から眺められる五つ星ホテルに、私はまた興奮を抑えきれなかった。

　高級な家具が並んだ、シンプルでモダンな部屋。開放感溢れる広い窓からは、夕焼けに染まった中禅寺湖が見渡せた。

　さっきあれほど眺めたというのに、初めて見たような感動を覚える。

「すっごくいい部屋ですね。ここ……！」

　すぐに外の景色に食いついてしまったけれど、ふたりでは持て余すほど広い部屋だ。

　リビングには大きなＬ字型のソファが置かれていて、木製の仕切りの向こうにはキングサイズのベッドが見える。

「紅葉シーズンなのに、たまたまスイートが空いていてよかったよ」

「こんなにいいホテル……。ありがとうございます」

　優弦さんにとっては日常の範囲なのかもしれないけれど、私にとっては思い切り非日常だ。

　丸風呂やトイレ、洗面所……と、全部覗いている私を見て、優弦さんは楽しそうに笑っている。

「ベッドもこんなに大きいと、文乃の寝相でも余裕ですね」

　寝室に入ってベッドの大きさに感動していると、優弦さんがそばにやってきた。

「文乃が小学生になったら、もっと大きい家に引っ越そう」

「あ、いえ、そういう意味じゃなく……！」

　今住んでいる家も十分大きい。私は慌てて優弦さんに向かって、手を横に振る。

　寝室からも中禅寺湖が見えるデザインになっていて、夜になったらとてもロマンチックだろうと思った。

　久々にふたりで過ごす夜が楽しみすぎて、胸が躍る。

　ぼうっと外の景色を眺めていると、優弦さんがそっと後ろからハグをしてきた。

「今日の夜、世莉の可愛い声がたくさん聞けるのが楽しみだよ」

「なっ……、何を言ってるんですか」

　優弦さんに突然耳元で囁かれ、ぼっと一気に顔に熱が集まる。

　そんな私を見て、優弦さんはすっかり楽しんでいる。

「もう、からかわないでください」

　拗すねたようにそう言って、私は優弦さんからふいっと顔を逸らす。

　元々恥ずかしいこともサラッと言ってしまう優弦さんだけど、文乃が生まれてからより一層甘くなっている気がする。

　いちいち動揺しないようにしたいと思いながら、私は優弦さんにしばらく抱きしめられていた。




　夕食の時間になり、ホテルの中に入っているレストランへと向かった。

　地元の食材を活かした洋食が頂けるレストランで、有名なシェフが料理長を務めていると事前に聞いていた。

　レストランの支配人に案内されてから、テーブルに置いてあるメニュー表を眺める。

　栃とち木ぎのフレッシュな野菜を使った前菜に、鴨肉のロースト、穴子を使った少し変わったパスタまで……見ているだけでお腹が空いてくる。

「お料理、どれも美味しそうですね」

「そうだな。ワインは何にする？　何でも頼んで」

「ま、迷ってしまいますね……」

　差し出されたワインリストには、色んな銘柄の高級ワインが並んでいる。

　正直、どれを頼んだらいいのかわからないので、いつもこういうときは優弦さんにお任せしてしまっている。

　だから今回も、最初は白で銘柄はお任せすることにした。

「お、美味しい……！」

　甘みがぎゅっと凝縮されたトウモロコシの温かいスープを口に運ぶと、一気に幸福感で満たされた。

　口当たりがとても滑らかで、ずっと味わっていたいほど優しい甘みが広がる。

　感激して固まっている私を見て、優弦さんはずっとにこにこしている。

「こうして世莉とお酒を飲みながら食事をするのも、久々だね」

「そうですね。前回はお義母さんの誕生日会でしたでしょうか。文乃もはしゃいでいて楽しんでましたね」

「そういえば、さっき母親から写真が届いたよ。ほら」

　優弦さんのスマホに視線を向けると、そこにはお義父さんと一緒にままごとをして遊んでいる文乃がいた。

　何とも微笑ましい光景に、思わず頬が緩む。

　お義父さんはすでに会長も辞めて、完全に医療界から引退してしまったけれど、お義母さんと一緒に旅行に行ったり、趣味を探したりして楽しんでいるみたいだ。

「文乃もすっかり懐いてますね。最初はぎゃん泣きでしたけど……」

「父親のあんなにショックな顔は今まで見たことがなくて面白かったな」

「ふふ。今ではこんなにくっついて……」

　写真は全部で五枚送られてきていて、最後に【心配ないから今日はゆっくり楽しんできてね】というお義母さんのメッセージが添えられていた。

　初めてのお泊りでどうなることやらと思っていたけれど、文乃の元気な様子を見てほっとした。

　優弦さんのご両親に感謝して、今日は存分に、恋人気分で楽しもう。

「すみません、少しお化粧室へ……」

「ああ、行ってらっしゃい」

　料理も後半に差し掛かったところで、私はお化粧室に行くために立ち上がった。

　店内を見渡すと、お客さんは私達の他に五組ほどいる。

　家族や恋人同士で来ている方がほとんどのように見えた。

　お化粧室はお店を出た廊下の突き当たりにあって、私は少し迷いそうになりながらも辿り着いた。

「ふぅ……」

　鏡に映った自分の頬は飲みすぎたせいかほんのり赤くなっている。

　はしゃぎすぎて、あまり飲みすぎないように気を付けなくては……。

　手を洗ってお化粧室を後にすると、たまたま廊下を通りがかった男性と、ぶつかりそうになってしまった。

「失礼。お怪我は？」

「あ、いえ、こちらこそ……」

　すぐに見上げると、同年代くらいの高身長の男性が、私を見て目を丸くしていた。

　え……？　何だろう、この反応……。

　私はバッと距離を取って、頭を下げる。

「こちらの不注意で失礼いたしました」

「もしかして、雪島さん……？」

「え……？」

　どうして、私の名前を……？

　スーツ姿に眼鏡をかけた知的な雰囲気のその男性は、なぜか私の名前を知っていた。

　どうして……と戸惑っていると、彼は「やっぱり雪島さん？」と目を輝かせる。

「あ、突然申し訳ない。雪島さんは覚えていないだろうけど、俺高校が一緒で……Ｓ学園の生徒だったんだけど」

「え……！」

「一応生徒会長もやってたんだけど、覚えてないかな」

　あはは、と苦笑いを浮かべる彼を見て、ぐるぐると脳内で検索をかける。

　生徒会長と聞いて、私はどうにかこうにか記憶を結びつけた。

「もしかして、西さい城じょう君……？」

「そう！　覚えていてくれたんだ。嬉しいな」

　そういえば、いつもやたらと高校でキラキラしている、優弦さんみたいな属性の生徒会長がいた。

　西城君は校内でもトップで頭が良くて、推薦で生徒会長に選ばれていた記憶が微かにある。

　女子から地味に嫌がらせをされていた高校のときの記憶は、ほとんどないけれど……彼の顔を見たら何となく記憶が蘇ってきた。

　というのも、なぜなら、私は彼に一度……告白されたことがあるのだ。

「会社の研修があってね。下の会場で飲んでたんだ」

「そ、そうだったんですね」

「すごく綺麗な人だと思ったら、雪島さんで驚いたよ」

　サラッとそんなことを言われて、どう反応したらよいのかわからず、気まずい気持ちになった。

　優弦さんが婚約者というだけで女生徒に冷ややかな目で見られていたのに、彼に告白されてから嫌がらせに拍車がかかったのだ。

　いつも暗い顔をしていたはずの私に、どうして告白をしてきたのか、いまだにわからないけれど……。

　高校時代の嫌な記憶を思い出す前に、ここはひとまず早めに退散しておきたい。

「俺、ずっと雪島さんに謝りたいと思ってたんだ。次、もし会うことがあったらって……」

「じゃあこの辺で」と言おうとしたけれど、先に西城君が口を開いた。

　謝りたいことっていったい、何……？

「俺のせいで、女子から嫌がらせを受けていたよね。卒業してからそのことを知って……、本当にごめん」

　すっと頭を下げる西城君を見て、私は慌てて「やめてください」と言って制した。

　まさかそんなことを思っていたなんて……。

　もう十年以上も前のことなのに。

「他の女子と違う大人びた雰囲気に、あの頃は惹かれてたんだ。でも今は、いい意味で明るい雰囲気になったね」

　顔を上げると、西城君は今度はにこっと笑顔を見せてくれた。その笑顔を見て、少しほっとする。

　私が明るくなれたのは、間違いなく優弦さんと、文乃のお陰だ。

　過去の私を知っている人からもそう思われたということは、随分私の印象は変わったのだろう。

　それは素直に、嬉しく思う。

「あ……、ごめん引き留めて。まさかこんなところで会えると思ってなかったから嬉しくて……。か、家族とか待たせてるよねきっと……！」

「いえ、西城君も、元気そうでよかったです」

　少しだけ笑みを返すと、西城君は何やら再び目を丸くして固まった。

　じっと私の首あたりに視線を向けて、カーッと顔を赤らめている。

　首に何かあったかしら……と思いふっと指で触ると、そこに咬み痕があることを思い出した。

　あ……、そうだ。今日は髪を上げているのに、絆ばん創そう膏こうで隠すのを忘れていた……。

「もしかしてと思ってたけど、やっぱり雪島さんって、オメガ型だったの……？」

「あ……えっと」

　核心を突かれ気まずくなり、私は何とか苦笑いで話をやり過ごそうと試みる。

「俺、アルファ型なんだけど、雪島さんはもしかしたらオメガ型で、運命の番なんじゃないかって、本当は思ってた……」

「え……」

「そっか、でももう、番がいるんだ……」

　悔しそうに唇を噛みしめる西城君を見て、私は何と返したらよいのかわからなくなっていた。

　西城君も、優弦さんと同じアルファ型だったのか……。

　モテ倒しているところは、優弦さんと同じだ。

「アルファ型の婚約者がいるって噂、本当だったんだね」

「うん……」

「じつは俺も若いうちに婚約者を決められていて、それで焦って雪島さんに告白したんだ」

　急に真剣な顔になった西城君に、真っ直ぐ見つめられた。

　そうか、彼も若いうちにオメガ型の婚約者を決められていたのか……。

　勝手に未来を決められる不安は、私にも想像はできる。

　少し同情していると、一歩彼が私に近づいてきた。

「もしかして、今の旦那さんがその婚約者？　勝手に咬まれたりしてない……？」

「え、あの……」

「この咬み痕は、雪島さんの本望……？」

　そっと首に触れられて、背筋がぞっとした。

　……しかし、すぐにその感触は失われた。

　気づくと私は誰かに強引に肩を抱き寄せられていて、西城君と距離を離されていた。

「うちの妻に、何か」

　低い声の主を見上げると、口元だけで微笑している優弦さんがいた。

　西城君は「え」と小さく声を漏らして驚きながら、優弦さんのことを見上げている。

　西城君も十分背が高いのに、やはり優弦さんのスタイルの良さは日本人離れしていると感じた。

「世莉。遅いから心配になった」

「ご、ごめんなさい。高校時代の同級生と偶然再会して……」

　慌てて弁明すると、優弦さんは「大丈夫。無事でよかった」と言って私の肩を優しく撫でた。

　それから、目の前にいる西城君のことを見据える。

「失礼しました。妻のご友人だったんですね。世莉と過去に仲良くしてくださり、ありがとうございます」

　過去に、という単語がやけに強調されて聞こえたけれど、優弦さんは穏やかな笑みを浮かべている。

　一方で西城君は、明らかに気まずそうな空気感を駄々漏れさせていた。

「いえ、こちらこそ、引き留めてしまって……」

「こんな偶然もあるんですね。私達も今日は久しぶりに夫婦ふたりでの旅行を楽しんでいたところです」

「そ、それはお邪魔してしまい申し訳……」

「いえ、何もお気にせず」

　言い募る西城君の言葉を遮って、優弦さんは言い切った。

　こ、この空気は……。

　いたたまれなくなっていると、西城君が「じゃあ俺はこの辺で」と言ってぺこっと頭を下げた。

　私もつられて、頭を下げる。

　西城君が一階に戻っていったのを見送ると、私は恐る恐る優弦さんを見上げる。

「あ、あの……」

「わざと独占欲を煽ってくれたの？　この後が楽しみだね」

　爽やかな笑顔の奥に、何か黒い感情が隠されている気がする。

　私は思わずドキつきながらも、ぎこちない笑みを返した。




　薄暗い部屋に入ると、すぐにワンピースのチャックを下ろされ、キスをされた。

「俺が結構嫉妬心が強いのを知ってて、いじわるだね……世莉は」

「あ、優弦さん、ちょっと待っ……」

「ダメだよ。もっと口開けて」

　息もできぬほど濃厚なキスに、脳がどうにかなってしまいそうだ。

　キスに気を取られているうちにあっという間に服を脱がされ、片手で下着のホックも外されてしまった。

　パチン、という音に羞恥心でいっぱいになっているうちに、いきなり視界の角度がぐるんと変わって、お姫様抱っこでベッドまで運ばれる。

　優弦さんは、別室にある何かのスイッチを押してから、すぐにこっちにやって来て覆いかぶさり、キスをしてきた。

「あっ……ん、優弦さん……」

「そうだろうと思ってたけど、やっぱり学生時代も世莉は多くの男性を魅了してたんだね」

「そ、そんな、西城君くらいでっ……あ」

「俺以外の男の名前呼ばないで」

　お仕置きするみたいに、敏感な部分を触られ、思わず声が出てしまう。

　必死に口を手で覆って声を隠そうとするけれど、すぐに優弦さんに腕を剥がされた。

　恋人繋ぎの状態で、両手をベッドに押し付けられ、体中にキスをされる。

　こんなに嫉妬している様子の優弦さんを見たのは、初めてかもしれない。

「モ、モテるって、優弦さんの方が数え切れないほどモテてるじゃないですか」

　息継ぎを必死にしながら、せめてもの反論をすると、優弦さんはきょとんとした顔をする。

「俺の場合は多すぎてひとりも覚えてないから、関係ないよ」

「な、何ですかその言い分……んっ」

「大丈夫、何もかも俺にとって特別な世莉が嫉妬する余地なんか、全然ないから」

　モテてきたことを一ミリも否定せずに語るのを許されるのは、きっと優弦さんくらいだ。

　独自の理論を語りながら、優弦さんは私の敏感な部分を撫でることを止めない。

「さっきの男に、どこ触られたの？　首だけ？」

「く、首だけです……」

「ふぅん……、でも、今すぐ洗わないとね」

「へ……？」

　意識が朦朧としているうちに、再び視界がぐるっと変わった。

　私はまたお姫様抱っこをされて、ガラス張りの丸風呂まで連れていかれてしまった。

　ベッドに寝かされた後に優弦さんがつけていたスイッチは、お風呂のスイッチだったのか……と今さら理解する。

「いやっ、明るくて恥ずかしいです……っ」

「大丈夫。綺麗だよ」

「そ、そういうことを聞いているんじゃないです……」

　先にお風呂の中に下ろされて、服を脱いだ優弦さんも後から入ってきた。

　鍛え上げられた肉体が水に濡れて、フェロモンが浴室内に溢れかえっている。

　あまりの刺激の強さに、くらくらしてくる……。

　優弦さんは子供のように私を後ろから抱っこして、胸を両手で撫でる。それに伴い水面が揺れて、余計に羞恥心が煽られた。

「ゆ、優弦さん……っ」

「ん？　ちゃんと隠さず可愛いところ見せて」

　胸元を腕で隠そうとするも、簡単に剝がされ、しかも今度は向かい合うように座らされてしまった。

「たまらないね。後れ毛が水で濡れてる世莉」

「な……っ」

「首、ちゃんと見せて。消毒してあげる」

　ちゅっ……と音を立てて、優弦さんの唇が首筋に触れた。

　静電気みたいな痛みが走り、私は思わず小さく声を漏らす。

　舌が這う感覚が妙にリアルに感じて、お湯の中で体をくねらせるも、優弦さんは止めてくれない。

　――この咬み痕は、雪島さんの本望……？

　西城君にとってこの痕は不安に感じるものだったようだけど、私にとってはそうじゃない。

　西城君のことで、優弦さんに少しでも不快な思いをさせてしまったのなら、ちゃんと負の感情を拭ってあげたいと思った。

「ゆ、優弦さん……」

「ん？」

「私、この痕を見ると、自分は優弦さんの運命の相手だと思えて、安心するんです……」

「え……」

　結婚してから何年経っても、それだけは変わらない。

　この咬み痕は、結婚指輪以上に、私にとって大事なものだ。

　運命の証あかしと言ったら大げさかもしれないけれど、それほど消えてほしくないもの。

　大切な大切な……愛の絆きずなだ。

「優弦さんも私のものだし、私も、優弦さんのものです……」

「世莉……」

「今も変わらず、優弦さんだけを愛してます」

　笑みを浮かべながらそう伝えると、優弦さんはぎゅっと私のことを勢いよく抱きしめた。

　ばしゃっと水しぶきが飛んで、顔に跳ねる。

　優弦さんの逞しい腕の中にすっぽり収められて、私は幸福感に身を任せそっと目を閉じた。

「俺も、世莉が想像する何十倍も、愛してるよ」

「優弦さん……」

「まずいな。今日は本当に寝かせられそうにない……」

「そ、それはちょっと……っ」

「世莉が可愛すぎるのが悪い」

　言葉を塞ぐように、チュッとキスをされた。

　目の前で優しい笑みを浮かべている優弦さんに、胸がドキドキしている。

　このままだとのぼせてしまいそうなのに……、私も離れたくないと思った。

　だからもう少し……このまま。

「やっぱり優弦さんは……、運命の人です」

　バース性など関係なく、あなたは私の運命の人。

　出会えた奇跡を、この先何年も、何十年も、噛みしめていこう。




終










あとがき




　春田モカです。この度は本作をお手に取ってくださり、誠にありがとうございます。ベリーズ文庫様で四冊目の作品となりましたが、最後までお楽しみ頂けましたでしょうか。

　本作品では和裁士というお仕事を題材にさせて頂きました。主人公の世莉は、家族との繋がりである和裁士という仕事があったからこそ、優弦と会うまで心折れずに生きてこられました。そして、その後優弦と出会い、復讐と愛の狭間で揺れ動くようになりますが、この点における世莉の心理描写が本作で一番難しかったです。

　天涯孤独になり、強くならなければならなかった世莉を、いかに優弦が受け止め、愛し、包み込んでいくのか……。優弦の言葉と行動、どっちも同じ威力で愛を表現しなければこの物語は成立しないという気持ちで、最後まで書ききりました。

　前半が苦しかった分、ふたりが思いを通わせて以降は、思い切り幸せムードにしてあげなければ、という気持ちが増してとても楽しかったです。

　優弦の父親の結末においては賛否両論あるかもしれませんが、人を憎むことで自分を保っていた辛い過去があったからこそ、自分が変わる決意ができたのかもしれません。ラストで手紙に綴ったことが、世莉の願いのすべてで、本作の中でとても思い入れの強いシーンとなりました。家族や優弦の存在がなければ、あの手紙は存在しなかったと思います。

　呉服屋、和菓子屋、華道家、和裁士……と様々な職種のヒロインを書いてきましたが、次はどんな職種にしようかワクワクしています。心機一転で王道のオフィスラブものもまた書いてみたいです。




　最後になりましたが、艶やかで美しいイラストを描いてくださった藤咲ねねば先生、本当にありがとうございます。物語から飛び出したようなふたりを見てとても感動いたしました。そして、制作に関わってくださったスタッフ様、いつも温かく応援してくださる読者様にも深く感謝申し上げます。また次の作品で出会えることを、心から願っております。




春はる田たモカ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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